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1 調査の概要

Ⅵ美々S遺跡低湿部の調査(平成2年度）

本章は、新たに追加された美々8遺跡低湿部に関する平成2年度分の緊急発掘調査報告である。

1 調査の概要

（1）調査要項

事業名新千歳空港建設用地内埋蔵文化財発掘調査

事業委託者北海道開発局札幌開発建設部

所在地千歳市美々1,292-133ほか

遣跡名美々8遺跡（低湿部) J-03-94

調査面積 215m: (うち低湿部133m2)

発掘期間 平成2年8月16日～10月20日

整理期間 平成3年4月12日～平成4年3月27日

（2）調査体制

平成2年度

理事長 寺山敏保 専務理事

常務理事 竹田輝雄 業務部長

調査部長 中村福彦

調査第2課長 大沼忠春（発掘担当者）

~ 主 任 和泉田毅

〃 田才雅彦（発掘担当者）

〃 工藤研治

〃 田口 尚

文化財保護主事中田裕香

嘱 託 鈴木 信

永田春男

伊藤庄吉

表Ⅵ－1 低湿部出土遺物一覧
c-66-891c-67-50 c-67-60 c-67-70 c-67-80 c-66-58･59.68 合計

2 331 388 16 128 1，426 1 13，945
1

1 5 245

0 0 0 1 5 0 246
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1 2

5 36

1 4
7

2 5 10 853
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2
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0 0 2 6 16 0 909
1

1 9
1

1

3

0 0 1 0 0 0 14
3

2 189
5

7 3 2 157

1 l i 2
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Ⅵ美々8遺跡低湿部の調査

（3）調査の経緯

美々8遺跡低湿部発見の契機は、平成元年度の調査において昭和56年度の道跡の続きが斜面を下り

水面下に没していたことによる。斜面部からは、 この道跡のほかに3本の道跡、建物跡、焼土群、杭

跡群が検出された。 これらの遺構の分布も水面下に続いており、遺跡が湿地内部に広がると予想され

た。 この報告を受けた北海道教育委員会（以下道教委）は北海道開発局と協議の上、湿地部を埋め立

てバックホウにより28箇所の試掘調査を実施した。採取した土壌からは予想を遥かに上回る江戸時代

前葉から中葉のアイヌ文化期に相当する木製品、繊維製品、金属製品等が約1万2千点出土した。そ

の結果、新たに低湿部4,375㎡が美々8遺跡の調査予定地に加えられた。しかし、低湿部内における遺

構の有無や調査の安全性が問題となった。平成2年度の調査は試掘時のデータを補い、今後の具体的

な計画や安全対策を検討するための予備的調査として実施された。手掘りによる発掘調査は平成2年

度が第1年次目となる。調査方法は北海道開発局、道教委、 当センターの3者が幾度も協議を重ね、

最終的に法付オープンカットエ法が採用された。安全確保のために3週間程の準備工事を行った後、

道跡や杭跡の続く低湿部縁辺の215㎡（台地斜面を含む）を手掘り発掘した。

（4）調査の概要

美々8遺跡付近は、 18世紀頃から「シコツ越｣、 「ユウフツ越」 と呼ばれた日本海側と太平洋側をつ

なぐ水上交通と陸上交通の中継地点が存在したとされる地点である。 これまでの調査において、低湿

部に続く斜面部の0黒層やI黒層上面に建物跡、焼土、道跡、霧ただしい数の杭跡等の分布が確認さ

れ、低湿部内に17～18世紀の江戸時代（アイヌ文化期）に相当する舟着場あるいは住居等の構築物が

存在すると推測されていた。平成2年度の調査ではそれらに関連すると考えられる遺構・遺物が多数

出土し、低湿部で生活が営まれていたことが明らかとなった。アイヌの民具を含む多量の木製生活用

具などは、 この時代の物質文化を検討する上で欠かすことのできない貴重な資料である。
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Ⅵ美々8遺跡低湿部の調査

調査は平成元年度の道跡や杭跡に接する215㎡について実施した｡この面積のうち82㎡は台地斜面部

裾（平成元年度調査区と一部重複）であり、残りの133㎡が美々8遺跡低湿部として追加された面積で

ある｡今後の低湿部の調査は4,242㎡残されている｡調査対象となった包含層は0黒層とI黒層である。

表土層は、掘削時に盛土層と表土層を分層することが困難であることから立会調査で対応したが、今

回の調査では、遺構や遺物を確認することができなかった。また、 Ⅱ黒層は斜面部裾までしか存在が

確認できなかったことや試掘調査および美々4遺跡呑口部の調査経験から被圧地下水噴出の危険性も

予想されたため、調査工法や安全の確保が困難であるとの判断から調査対象から除かれた。

調査区は美沢川の現水面下の標高3～8mに立地する。標高5～8mでは包含層の状態や遺構・遺

物の状況が台地斜面部と変わらず、有機質遺物は検出できなかった。低湿地性の遺構・遺物が残存す

るのは標高4.5m以下の0黒層とI黒層上面である｡本遺跡を特徴づける多量の有機質遺物を包蔵する

包含層は0黒層であり、 Ta-a， Ta-b両火山灰に挾まれ、 1667年（寛文7年）から1739年（元
文4年） と年代幅を特定できる。

0黒層からは、道跡、杭跡、立杭、集石、炭化物集中、 自然遺物集中等の遺構が検出された。道跡

は検出に困難を極めたが、杭跡や木製品の分布が帯状に希薄となる部分に存在したと考えられる。杭

跡や立杭は斜面から低湿部にかけて分布し、霧しい数の痕跡としてだけではなく地中に突き刺ったま

まの杭状木製品として検出された。立杭の上端部は立腐れにより分解しており、実際の打込み層位は

不明である。杭跡にはTM層やⅡ黒層上面において痕跡が確認されるものもあり、縄文時代から擦文

時代の杭跡の混在も否定は出来ない。集石は1箇所検出され､ 80～2009の片麻岩質の楕円扁平礫を中

心とするものである。炭化物の集中は1箇所検出され、炭化材の砕片に灰が散点的に混じり、焼けた

オニグルミ核などが出土した。 自然遺物の集中は2箇所で確認された。オニグルミ核とスモモ核？が

集中する箇所とカワシンジュガイの貝殼が開いたまま幾重にも積み重って集中する箇所がある。

遺物は質・量とも豊富であり、木製品、繊維製品、樹皮製品、金属製品、磁器、石器・石製品、ガ

ラス製品、礫、 自然遺物等が約1万4千点出土した。出土した遺物全体の90％以上を木製品が占める。

木製品は標高4m以下から主に出土し、面積にして約40㎡程の部分に足の踏場もないほど濃密に分布

していた。 0黒層が川に向かって層厚を増すにしたがい、木製品も大型のものが多くなる傾向がある。

小範囲から約1万4千点も出土したことから、残りの4,242㎡の低湿部全体に、今回と同等かそれ以上

の密度で分布すると予想される。木製品には建築材・土木材、交通・運搬具、漁携具、狩猟具、切裁

具、農耕具、工具、食用具、発火具、容器・漆器類などの生活用具がある。他には各種部材としての

角材、板材、杭状木製品、棒状などがあり、木端や削屑も多量に出土している。特徴的なものを列記

すると受部分が作出された柱材、ホゾ穴・貫孔のある部材、舟の擢、板綴舟の舷側板・擢受部、魚突

き鉤台、回転式離頭鈷の中柄、ヤス、弓、矢の中柄、小刀柄、鞘の帯執部、木槌炉鉤箸・串、漆

塗り椀、桶・樽、団子箆、杓子、 ヒキリ板とヒキリギネ等がある。これらの一部には、イトクパが刻ま

れたものやアイヌ文様が彫刻されたものがあり、特に漁携具・狩猟具などにはアイヌの民具に特徴的

なものが多く認められた。繊維製品には撚った縄・紐の断片がある。樹皮製品にはシラカンバ属やサ

クラ属の樹皮を細長い帯状に加工し、漁携具・切載具の鞘の固定や曲物の接合部に縫い込んだと考え

られる結束具がある。他に燈火具として使用された考えられる細筒状に巻かれた、先の焼けたシラカ

ンバ属樹皮などもある。金属製品には、キセル雁首、鉄鍋片、 カスガイ、洪武通寳などがある。特に

鉄鍋は、 これまでの調査同様に道跡の周辺に分布が集中する。磁器は16世紀代の白磁片が1点出土し

たのみである。石器・石製品には砥石、火打石、 コハク玉、礫がある。ガラス製品には透きとおった

緑色のガラス玉片がある。 自然遺物は獣骨片、 カワシンジュガイ殼皮、貝蓋、オニグルミ核、スモモ
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核？、サルノコシカケ科に属する茸等が検出された。

I黒層の遺構として、続縄文時代（恵山期）の埋壺がTa-c層上面まで掘下げた段階で倒立状態

で検出された。遺物は続縄文時代の土器、擦文時代の深鉢や坏が斜面部側から出土している。擦文時

代の土器はTM火山灰を挟んで上下から出土し、層位的にも新旧の区分が可能である。石器は続縄文

時代あるいは擦文時代に相当するスクレイパー、礫が出土した。 I黒層中では有機質遺物の腐朽・分

解が顕著であり、加工痕等の残る木製品は現在にところ確認されていない。今回の調査では、 0黒層

よりも立木や根茎などの自然木が多く認められた。 しかし、 ここより美沢川に寄った地点では、 これ

らの腐朽した有機質遺物がTa-b火山灰降下(1667年）以前の木製生活用具や擦文時代、続縄文時

代の木製品として残存している可能性がある。

Ⅱ黒層からは、縄文時代早期の東釧路式Ⅵ土器つまみ付ナイフ、Uフレイクが出土した。いずれ

も斜面部分からの出土である。 （田口 尚）

2調査の方法

（1）調査の方法（図1-2,図Ⅵ－2 ･ 3,図版Ⅵ－2～10)

発掘区の設定：調査区には、今後の調査に関する資料収集に最適と考えられる、斜面の道跡や杭跡

群に隣接した地点を選んだ。発掘区は、従来どおり50m四方の基本区画を5m四方の小区画に100分割

して設定した。 この小区画を発掘区の単位としc66-58のように呼称している。また、遺物を土壌ご

と取り上げた場合などは、小区画をさらにlm四方に25分割した。地点が1m×2mの範囲である場

合にはc66-58-22･23ように呼称した。

地質探査（図Ⅵ－6、図版Ⅵ－2） ：試掘調査では、 旧地形、土層堆積状況、被圧地下水の位置な

ど水面下の状態に不明点が多く、安全で効率的な調査方法を検討するために地質探査が必要とされた。

探査方法として大口径ボーリング調査法や地下レーダー探査法、電気探査法、弾性波探査法等の非破

壊の物理探査法が検討された。大口径ボーリング調査法は、軟弱な地点においての機器設置や移動が

難しいこと、試掘による包含層の損傷を拡大する可能性があることから除外された。 したがって、探

査は出来る限り非破壊で行うことが望まれた。 しかし、地下レーダー探査法や電気探査法も、本遺跡

のように盛土層が厚く、含水量の多い地点では、解析能力の限界を越え、確実度の低い情報となると

の指摘を受けた。振動探査についても、工事車両の走行や航空機の離発着が頻繁で、雑振が多く難し

いと判断された。最終的に、一般的なケーシングコアボーリング法が採用された。堆積土層の連続性

とらえ、低湿部内の旧地形を復元するためには10mメッシュで34箇所のコアボーリングが必要とされ

た。 しかし、諸事情から約20m間隔で12箇所のサンプルを採取したのみである。ボーリングは5～7

mの深度まで実施し、サンプルを木箱に保管した。現在、各コア中の火山灰を分析し士層堆積状況の

対比を行っている。 しかし、ボーリングの口径が60mと小さかったため、土層が撹乱されたり、 引き

延ばされり、圧縮されている場合もあり士層の対比は難航している。旧地形復元のためには、今後の

発掘調査における土層堆積と十分に比較検討する必要がある。

調査工法（図版Ⅵ－3） ：調査工法は他府県の低湿地および水中遺跡調査例を参考に、鋼矢板打設

工法やウェルポイントエ法等が検討された。 しかし、鋼矢板打設工法については、被圧地下水層を打

ち破る可能性や盤膨れ現象・ボイリング現象などの危険性が指摘された。 また、 ウェルポイントエ法

については、地盤沈下などを引き起す可能性があり、隣接する滑走路や函渠（ボックスカルバート）

への影響が懸念されらた。そこで、北海道開発局、北海道教育委員会、当センターの3者立会のもと、

調査区の一部を掘削し、盛土・湧水・地形の状況を確認することになった。その結果、斜面部裾付近

では法付オープンカットエ法による、手掘り調査が可能であろう判断された。 しかし、 ここよりも美
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Ⅵ美々8遺跡低湿部の調査

沢川に寄った低湿部については、 クラムシェルやバックホウによる包含層の採取調査などを含め、今

後さらに調査方法・工法及び安全対策などの検討を要すると指摘された。

準備工事（図Ⅵ－3、図版Ⅵ－3～9） ：発掘調査に先だって、安全確保のための環境整備を含む

準備工事が3週間にわたって実施された。掘削、法面養生、土留工、釜場工、排水・水替工、ベルト

コンベア設置工などの特殊作業は専門業者に委託した。準備工事は、調査用道路の補修・整備からは

じめられ、道路の火山灰の流失や雨水が調査区に流入しないように法面を養生し、排水溝を廻らした。

法面の養生は、対岸の函渠（ボックスカルバート）工事を参考に、緑色ビニールシート （函渠工事に

使用したものと同じ）を貼り、滑走路に吹き飛ばないように土納袋をバン線で当間隔に釣下げ厳重に

固定した。排水溝にもビニールシートを貼り、流水の地下への浸透と側壁崩落を防止した。 しかし、

緑色のビニールシートは凍結に弱く、春先には破れて飛散する危険性のあることが後でわかり、現在

は、繊維構造のブルーシート等を使用している。平成元年度に調査した斜面部分には、平坦部（ステッ

プ）を造成し、土留板を設置した。調査区にはさらに70cm程の盛土転圧をし、掘削時の地盤を安定さ

せた｡調査区内の盛土掘削は､発電機及び釜場(集水桝)設置後､湧水を排水しながらバックホウ（0.6）

による後退法で行われた｡掘削時の排士は走行地盤が軟弱であることから、 2台のキヤリアダンプ（4

t)を使用し調査用道路先端部横に一時集積した。排土の一部は盛土の整地に使用し、その他の排土

は土重による調査区内への悪影響が懸念されたためトラック (11t )で台地上に運搬捨土した。法尻

と調査区の間には5～10mのクリアランス部を設け、退避・歩行・作業空間とした。調査区内も調査

用道路同様に法面を養生し、法尻には土留板を廻らせた。また、法面には調査区への昇降用の階段と

ベルトコンベア設置用のスロープを設けた。釜場は基本的に3カ所設置し、各々2 ． 4 ． 6インチの

水中ポンプを配した。調査区内の段差や一時的な出水に対応するため、予備の2インチポンプを用意

した。排水溝は、調査区が適度に乾燥するように斜面側と法面下に設定し、調査区を取囲むように各

釜場に集水した。調査区内には歩み板を敷き、人員の踏込みによる遺物の破損防止と一輪車の走行が

可能なようにした。調査時の排土にはベルトコンベアを使用し、低湿部外の台地上に運搬捨士した。

また、調査期間中は非常事態に備え、バックホウとオペレーターを常駐させた。

釜場の設定（図版Ⅵ－5） ：低湿地調査において最も重要となるのは釜場である。 ここで釜場工事

と水中ポンプについて簡単に記しておく。釜場は、土砂の流入や崩落を避けるためバックホウで木矢

板（山留矢板）を方形に打込み、壁面を切張り ・腹起しで補強した。設置は水面下の地形を予測し、

バックホウのアームの届く範囲内で集水効率が最も良い位置とすることが大切である。設置位置掘

削深度、ポンプの揚力、集水溝の設定位置が調査の進行に大きく影響する。ポンプは吸水と同時に浮

遊した木屑、泥、軽石を吸い込み負荷がかかり加熱し故障することがある。ポンプは釜場底に接地せ

ずに、チェーンブロック等で傾かないように吊下げ、金網等を張った枠で囲むことが必要である。サ

ンドポンプを使用するとより効率的である。また、一般的な排水用サニーホースは折れ曲ると揚水効

率が下がり、 曲がった箇所に土砂などが溜るので、できるかぎり直線となるよう配置する。ポンプと

の接合部は折れ曲がらないサクションホース等を利用すると揚水量が安定する。調査中は常に発電機

の軽油・バッテリー液の確認、ポンプのゴミの除去、ホースの接合部や破れ等の保守管理をし、早い

段階で異常を察知することが大切である。

越年措置（図版Ⅵ－9） ：調査終了後は、来年度以降の調査工法の支障とならないように調査区を

埋戻し、転圧することを検討していた。 しかし、諸事情からポンプやベルトコンベア等の機器撤収後

に、調査区を冠水させ越年することになった。越年措置は、来年度以降の調査に備えて調査区の現状

を点検後、崩落や出水の危険箇所を強化・補修し、調査区全面にブルーシートを貼り養生した。本年
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度調査区には、冠水による壁面の崩落を避けるため土納を積み巡らした。特に次年度の調査区となる

クリアランス部分については、既に遺物が露出しており、遺物の流失や土砂に覆われる可能性がある

ため､既調査範囲を明確にする目的と包含層保護の立場から入念にブルーシートを貼った｡ブルーシー

トは浮遊しないように予め表面に小孔を空け、互いが重なるように敷き、その上に土納袋を載せ固定

した。 これらの作業が終了した段階ですべてのポンプを撤去した。湧水により水位は目に見えて上昇

し、調査区内は数時間で満水となって法肩から盛土面に溢れた。盛土面が水付きとなったため、急速、

法肩に土手を築き、ベルトコンベア用スロープを掘削し排水溝に繋いで、余分な湧水を排水した。

遺物の取上げ：遺物は基本的に写真撮影後、 1／10の出土状況図作成し、発掘区・層位・座標値等

を記録後取り上げた。遺物には土器・士製品（赤) 、石器・石製品・礫・ガラス製品（青) 、木製品・

繊維製品（緑) 、金属製品（黄)、 自然遺物・その他（白）のように色別したカードをチャック付きビ

ニール袋に入れ添付し、それぞれに昇順に遺物番号をつけた。その他、出水などの災害時には台帳に

遺物番号・座標値のみ記録し取上げた場合、 5m四方を25分割した小発掘区単位で取上げた場合、 5

m四方の発掘区で取り上げた場合等がある。土器・石器類は付着物や塗彩に注意し、従来どおり取り

上げた。木製品などは出土後直ちに湿らせた不織布やスポンジ等で覆い、農業用.自動噴霧器などで散

水し乾燥を防いだ。特に休憩・作業終了後は保水を十分に行った。現場での取上げは、木製品を不織

布などで養生し、傷をつけないように伸縮性のあるストッキングとアンピタッチ（商品ラベル取付け

紐）でカードを結び付けた。小型のものや接合資料は多数の小孔をあけたビニール袋に入れ、それ以

外は直接コンテナに水潰した。低湿部での粗い泥落しは湧水やポンプの排水を利用し、それが終了し

たものから随時台地上の整理事務所に運ばれた。金属製品は、出土後直ちに取上げ、簡単なクリーニ

ング後アルコール脱水し、シリカゲルを入れたシール容器に密封保管した。

（2）整理と保管の方法

整理・保管は、基本的に小樽市忍路土場遺跡（北埋調報53)、美々8遺跡試掘調査報告（北埋調報69）

の方法に従い、各々の遺物の状況に応じて新たな方法を検討している。

磁器・土器・石製品・ガラス製品・礫：従来どおりの整理・保管方法を実施した。現場整理事務所

では、付着物や塗彩などに注意を払いながら水洗し、分類・注記までを行った。整理期間には、接合・

復元作業後、原寸で実測図を作成し、観察記録や計測値なども同時に記載した。礫は石質・計測値を

記録し集計した。また、風化・劣化の著しい土器・石製品などは、 日陰で風乾後に毛先の柔らかいブ

ラシなどで泥を落した。湿性状況の場合にはプライマルバインダー18、乾性状況の場合にはパラロイ

ドB72を使用し強化したものもある。土器・礫はビニール袋に、磁器・石製品・ガラス玉はカードと

共にチャック式ビニール袋及びプラスチックサンプルケースに収納し灰色のコンテナに保管した。

自然遺物：獣骨・堅果類・硬質菌類、貝殻皮は、 日陰で風乾後に毛先の柔らかいブラシなどで泥を

落した。現場段階で十分な乾燥の出来なかつたもの等は、整理期間に恒温乾燥器を使用し強制的に乾

燥させた。脆弱な遺物は土器同様に、湿性状況の場合にはプライマルバインダー18、乾性状況の場合

にはパラロイドB72を使用し強化したものもある。小ブロックで採集した遺物は、水洗選別や諦によ

る選別を実施し試料の抽出に努めた。分類・集計後は、代表的なものを写真撮影した。 自然遺物は、

それぞれカードと共にチャック式ビニール袋・プラスチックサンプルケース・シール容器等に収納し、

灰色のコンテナに保管した。

木製品：現場整理事務所では、製品・加工度・大きさなどで各種シール容器・コンテナ（商品名サ

ンコー#36-2c、 #36-2, 392, 3122) ･特製木箱等に分別して収納し保管した。 コンテナは、他

の遺物と区別するため黄色とオレンジ色を用い、特注した蓋を被せて外気と遮断した。また、水洗．
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水漬・水交換は、 これまで千歳市内から水道水を運び溜め水したものを使用していたが、今年度は効

率化をはかるため新空港の調査で初めて井戸を掘削し地下水を使用した。水質が湧水に近いため木製

品にストレスを与えず、 しかも腐敗の進行が押さえられ水漬保管に最適であった。水洗は分別出来た

ものから順に、傷をつけないように木理や刻みに沿って毛先の柔らかい刷毛やブラシなどで行った。

一部の重要遺物については、割口の新鮮なうちに接合・復元を試み、接合状態等が判る出土状況図・

写真・スケッチなどを添付した。また、脆弱な遺物や重要遺物については、随時札幌の当センターに

搬送し整理作業・保存処理を開始した。その他は現場終了までプレハブ内あるいはシートを被せ屋外

に保管し、 コンテナ収納台帳の作成と搬送のための養生・水抜きを行った後札幌に運ばれた。搬入さ

れたコンテナ等は直ちに水道水を給水し、保存処理室廊下、屋外水槽、ユニットプレハブに水漬保

管した。軽量棚（6段）には積み重ねせずに、一段にひとコンテナづつ並べて収納している。棚に入

れた水漬コンテナの移動・状態確認・水交換時の出し入れは重労働であるため､最大160cmの高さまで

昇降可能な油圧式リフトハンドカーを導入して作業の軽減をはかった。 しかし、分類・選別後はさら

にコンテナ数が増加するため保存処理を待つものは未整理のものを含めて既にコンテナ約1,000箱となっ

ている。現在は保管空間を有効利用するために、 コンテナを移動式キャスターに数段積重ね、棚など

の隙間を埋めて何とか凌いでいる状況である｡木製品の実測図は基本的に原寸で作成し､樹皮・炭化・

塗彩などを色分けし、観察記録や計測値なども同時に記載している。写真撮影は基本的に実測図作成

後に行っているが、重要遺物や脆弱な遺物ついては随時撮影している。撮影照明は、昨年までタング

ステンライトを使用していたため、遺物の乾燥。劣化を避けるための保水やその拭き取り作業に多く

に時間を要していた。今年度はストロボ撮影機器を導入し、効率化を図った。その結果、保水作業が

軽減され、大型遺物や数点のまとめ撮りも容易となった。また、今後は大型遺物やまとめ撮りのため

にアオリ機構の使用できる4×5カメラの導入も考えなくてはならない。

金属製品：湿気を避けるためシリカゲル入れたシール容器やポリシーラーで密封保管し、木製品と

は別の温度差の少ない部屋を選び、保管している。保存処理の終了した遺物には、脱酸素剤を封入し

ている。実測図は原寸で作成し、観察記録や計測値なども同時に記載した。写真撮影は保存処理前の

ものと処理後のものを撮影し、修復時の参考にしている。また、必要に応じてX線透視撮影も実施し、

クリーニングや構造調査の参考としている。

冬期の保管：土器・石製品等については従来どおりの保管方法で問題ないが、木製品などの水漬遣

物は凍結する危険性がある。屋外水槽には断熱材を浮かべ、ユニットプレハブにはオイルヒーターを

設置している。保存処理室や廊下では棚全体にビニールシートを張って、 中にパネルヒーターを置き

5℃以上の温度を保つようにしている（図Ⅵ－4－2 ． 3）。また、凍結の危険性などを事前に察知で

きるように毎日、気温・水温を記録している。 しかし、 当センターの場合、作業員などのいる日中と

夜間との温度差が25～30℃と急激な温度変化となっており木製品・金属製品へ影響が懸念される。

（3）木製品・繊維製品の保存処理（図Ⅵ－4－1～23）

木製品は、現場での取上げ番号とは別に木製品番号（木器No . )を与え、保存処理作業のための台

帳と観察カードを作成している。木製品番号は試掘調査時の遺物から連続して付されており、各作業

工程の管理に使用されている。木製品番号などの必要事項を記載した小ラベルは、パウチフィルムで

ラミネートし半永久的なものとしている。 ラベルは分類終了後に現場のカードと付け替えた。

現在のところ保存処理にはポリエチレングリコール含浸法を採用している。通常はP. E. G4000

の20％～30％水溶液を各コンテナ内で常温にて含浸させ、 30％以上はP. E. G含浸槽で水溶液を常

時65℃前後に保温し、 30％～40％～60％～80％～100%に徐々に濃度を高めている。含水率の低い遺物
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VI 美々8遺跡低湿部の調査

については、 P. E. G200の20%水溶液に浸漬した後、 さらにP. E. G4000の20～30%水溶液に水

潰し、同様に含浸槽に浸漬している。 また、含浸を促進させるために界面活性剤を添加した場合もあ

る。木製品以外の繊維製品は、小型のビニールハウスを製作し、直接P. E. G4000の100%を赤外線

ランプなどで加熱し含浸させた。樹皮製品については、 P. E. G4000の20%～30%～40%～60%水

溶液に浸漬後、徐々に乾燥させることでほとんど問題ない。漆器類については、 まったく未処理状態

であり、純水を入れたシール容器に密封し、冷蔵庫に保管したままである。

現在は、含浸槽が1台しかないため、試掘調査時に出土した木製品を処理している段階であり、 ま

だその一部しかP. E. G含浸槽に浸漬されていない。それ以外は、常温でP. E. G4000の30～40%

水溶液に浸漬したままである。平成3年度出土した木製品を加えると、緊急に処理すべき木製品がコ

ンテナ約1000箱に水漬のまま保管されている現状にある。今後の調査で出土する遺物を加えると最終

的にはこの数倍の量となることが予想される。保管・処理方法を再検討するために、保存処理をしな

い状態で木製品の保管が可能か自然乾燥実験してみたが、いずれの試料も原形を留めないほど変形・

収縮し、亀裂が樹心まで達っしていた。 したがって、保存処理なしでの保管は不可能である。

膨大な木製品の保存処理にあたっては、含浸槽の台数を増やし、遺物の種類や状態により長期コー

ス（1年半から2年)、通常コース（1年から1年半)、短期コース（半年から1年）に分けて処理を

することが考えられる。保存処理を待つ遺物については予め常温で界面活性剤等を添加したP． E.

G4000の水溶液に浸漬して含浸槽浸漬期間を短縮する。それ以外の木製品は順次ポリシーラーで脱気

パックして保存処理を待ち、保管スペースを最小限とすることなどが考えられる。 この他に含浸期間

を短縮する方法としてマンニトールとP. E, Gを使用した真空凍結乾燥法や固形アルコールを使用

した保存処理法がある。いずれもポリエチレングリコール含浸法に比較して短期間で比較的安定した

処理結果が得られており、特に小型で含水率の低い遺物の保存処理に最適な方法である。当遺跡出土

木製品の含水率は400％～500％前後と低く、小型のものだけでも短期で保存処理が出来れば非常に効

率的である。 これらの方法に対応する機器の補充も検討する必要があろう。 また、 より良い処理方法

検討ために、各種の処理方法を実験し、経験を積むことも重要である。現在の方法に加えて、 さらに

安全で、経済的な処理方法の検討が望まれる。

（4）金属製品の保存処理（図－4． 1～18）

金属製品は木製品同様に現場での取上げ番号とは別に金属製品番号（金属器No.)を与え、保存処

理作業のための台帳と観察カードを作成し、各作業工程の管理に使用している。処理工程は、平取町

ユオイチヤシ跡・ポロモイチヤシ跡・二風谷遺跡（北埋調報26) 、美々8遺跡試掘調査報告（北埋調報

69）の方法を用いた。X線透視撮影は北海道工業試験所で行った。材質調査は、岩手県立博物館赤沼

英男氏に依頼した。クリーニングには、ニッパ・タガネ・電動彫刻器・金ブラシを用いた後、アルコー

ル洗浄を行った。鉄製品の保存処理は、水酸化リチウムで脱塩処理を行った後、水溶系のプライマル

MV-1と溶剤系のパラロイドNAD-10の2者を使い分け減圧含浸し、経過観察している。 また、

木質部や繊維の残存する遺物については、パラロイドB72を含浸・塗布したのちパラロイドNAD-

10を減圧含浸した。鉄分の溶脱した鉄鍋などのついては、パラロイドB72を含浸・塗布した。銅製品

の保存処理は、セスキ炭酸ナトリウムで脱塩処理を行った後、ベンゾトリアゾール入りアクリル樹脂

（インクララック）を塗布した。復元・補修にはエポキシ樹脂とフェノール樹脂マイクロバルーンを

混合したペーストを使用した。処理後の遺物は、大型のものはシリカゲル入れたシール容器に、小型

や器厚の薄いものは脱気パックし脱酸素剤を同時に封入して保管している。今後はエアーブレイシブ

や集塵器等の機器導入が必要である。 （田口 尚）
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3遺物保管状況 4 ストロボ撮影機材

有機質遺物の基本作業工程

1 .週物出土 加工面､折れに注意.
4 竹ベラ､竹串､筆、刷毛、噴霧器｡

2.乾燥防止一 散水し､不織布で覆う.
4 ブルーシート､ ビニール袋､噴霧器､ホース｡

3. クリーニングー泥等の除去｡けっして擦らないこと｡
4 筆､刷毛、噴霧器､吸水布､ スポンジ｡

4．写真握影･実測一出土状況の記録｡接合襖元時の資料ともなる｡
↓ 原則はl／5~1／10.

5. 取上げ・補強一取上げ台帳作成｡ｶｰﾄ付をｽﾄｯｷﾝｸで結ぶ｡
↓ 発砲ｳﾚﾀﾝ樹脂､画仙紙,不織布・当木で柿強し包む｡

6．仮保管 湧水使用し水涜｡繊維等は不織布で挟み､水に浸る径度｡
↓ 穴あきビニール袋､ シール容器． コンテナ､木箱"

7． クリーニングー井戸水使用｡擦らずに木目に添うよう泥など除去｡
4 葦、刷毛､竹串、 シャワー､噴霧器｡

8. 1次選別･分頬一遮要遺物.加工度､大きさ､ 1呆存状態で分別収納｡
U 溌状での属性調査､両lllな復元､ﾎﾗﾛｲﾄ撮影
↓ 脆弱なものは写真樋影し､実測図作成｡保存処理はじめる｡

9.現堀保管一 井戸水使月1.基本的には水漬のみ､場 合によっては
I ﾎｳ酸十ﾎｳ砂､アルコール. PEGに漬ける｡
4 節易プール､シール容器､ コンテナ､木箱､脱気ﾍｯｸ｡

10.水替え－ ﾅ1．戸水使用｡定期点検を行う｡沈着物の溶脱および腐敗防止｡
4 カビの除去｡ この工程で再産､ クリーニングを要する｡

1 1 .梱包・激送 水を抜き､緩衝材 いれる。脆弱遺物は涼ならないように注意｡
↓ スポンジ､不繊布、雑布. ビニール袋ぷどで補強｡

12． センター保管一一一一荷解きし､直ちに給水する｡遺物ごとに分》ll llX紬｡

4 屋外水檀､ コンテナ､軽量棚､冷厳庫｡
13. 2次週別･分類一一分瓢台帳･保符台帳の作成｡実測適物のiIlI出、分別収納｡

4

14．処理前の胸査一木製品整理ｶｰﾄ （1果存処理カー1ぐ)作成｡ lⅡニヒ状態.側･甑.櫛
Ⅱ 造脚立･処理方法の検討｡法世･形状・破損等の現状記録｡接 合
↓ 復元､ ラベル付､ ラミネーター、ﾎﾗﾛｲﾄ､ スケッチ貼付｡

1 5.実測･写真撮影一原『1.実測基本､加工痕、使用痕､炭化､ ｲ肘皮に注意し､穿孔部等
I 幹殊部分の引測値も函中に明示。乾燥をさせないように補水｡
4 場合によって細部拡大写真｡噴霧器． ﾀｫｰﾙ､ ｽ1－ロポ撮影世｡

16.欄梱同定 芸臨単なものはｾﾝﾀｰ対応､プレパラー|､作成､顕微鏡写真｡
I 亟要遺物､不明樹稻は外部Iこ依頼｡生物顕微鏡､撮影装鐘一式、
4 ﾐｸﾛﾄｰﾑ､ ホッ1，プレーI､ ､永久プレパラート作成器材･一式

1 7.保存処理(強化)一状順により判断｡長期ｺｰｽ (1年半～2年) 、通常ｺース（1
1 年～1年半) ､短期ｺｰｽ(半年～]年） ｡
I PEG200 10～20%までコンテナ内で常温｡
p PEG4000 20～30%までコンテナ内で常温｡
1 30～100％含浸槽瞳(60℃～65℃）
↓ 繊維製品などはPEG4000の80~100％癖液含浸｡

1 8． クリーニング･乾燥一余分なP‘ E， G等の拭き取り､黒化著しいもの脱色｡
↓

1 9.復元･補修 接合｡欠掴部充填・補修｡古色づけ.エポキシ樹脂､ セメダイ
4 ンﾉ､イスーバー､マイクロパルーン等｡

20.処理後の配録一状態記録・処理方法･処理ｺﾆ程などの記録｡
4

21 .報告香作成 各禰記録､処侭方法.処理工程などを記叙｡
4

22.恒久的保管 定期的状態眠察､経時変化の澗査｡恒淵恒湿施設必要｡
G

23, 展示・活用

金属製品の基本作業工程

遺物出土 －鱈の状況に注意｡
↓

急激な乾燥に注意一プルーシー1－ ､ ビニール袋、アルミホイル等
↓ アルコールを塗布するなど最/1,i狼の脱水｡

クリーニングー泥等の除去｡無理な錆の除去はしないこと｡
↓ ブラシ､竹ベラ､竹串｡

写真撮影､実測一出土状況の記録｡接合復元時の資料ともなる｡
↓ 原則は1／5～l／10｡

取上げ･補強一取上げ台帳作成。合成樹脂油布､発砲ウレクン樹脂､画仙紙･不

I 織布･裏打ちで補強｡ ｶｰﾄ付け､ﾁｬｯｸ付きビニール袋､ ｼ
↓ 一ル容器･

現場保管 不織布で挾み､ シリカケルを入れ､密封保管｡
4 ビニール袋、 シール容器､脱気ﾊｯｸ､脱酸素剤｡

棡句.禰誤 2蕪器【こ栂画材入れる‐シール容器内で移動しないように注激｡器に緩衝材入れる容梱包・搬送
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与 脱気ﾊｯｸ､ スポンジ、不繊布､ ビニール袋などで充填噂

処理前の調査 金属製品盤理ｶｰﾄ作成. 11 1土地点､ 出土状態､法盈､形状､鮪
I 破損の現状記録･分類｡材質・柵造調査､処理方法の検討､ X線
4 透過撮影｡実体顕微鏡観察｡

クリーニングーニッパ. クガネ､ ミニターで､錆・泥蒋し。分類の硴認｡アルコ

I 一ル洗浄による｡ｱﾙｺｰﾙで脱水.状況により数回行う｡ ｼ－
4 ル容器､ ｼﾘｶｹﾙｪｧｰﾌﾚｲｼﾌ､染塵器があると効率的｡

実測・写真撮影一原〒1.実測基本｡破損品は仮接 合｡使川痕､穿孔部等の特殊部分の
↓ 計 測値を図中に明示｡場合によって細部拡大写真。

脱 塩 材質により水酸化ﾘチウム（鉄） ､セスキ炭酸ナI､ ﾘｳﾑ（銅.

4 青銅)野に浸漬｡ｱﾙｺｰﾙ洗浄｡ 1-分な換気必要｡
保存処理（強化）一非水系アクリル楜脂減圧含浸（鉄） ｡ﾊﾗﾛｲﾄNAD-lO

I ﾊﾗﾛｲﾄB72+ベンｿﾄﾘｧｿｰﾙ滅圧含浸､ 1.アィンクラ

I ﾗｯｸスプレー(銅･青銅) ｡数匹|繰り返し､ さらに錆の除去。
尋 余分な樹脂の拭き取り､ ｸﾘｰﾆﾝｸ･十分な換気必要｡

乾 燥 f冨湿乾燥器､ ｽﾃﾝﾚｽ網｡

↓ ｜ 分な換気必要今

復元･楠 湊 接合。欠蝋部充填･ 11W修｡ 古色づけ.エポキシ樹Ii旨､セメダィ
4 ﾝハイスーパー､ マイクロパルーン郡｡

処理後の記蝉一状態記録･処理方法･処理工程などの記録｡

4

報告書の作成一各価肥録､処理方法･処理工礎などを記粧。
冬

保 管 定期的状岨観察､経11寺変化の調査｡恒温恒湿施設必要｡
4 シール容器､脱気ﾊｯｸし､シリカゲル･脱酸素剤を密封保管｡

展示・活用

9
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保管と保存処理の流れ図Ⅵ－4
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Ⅵ美々8遺跡低湿部の調査

3地形と土層（図V1-1 ． 2 ･ 5 ･ 6、図版V1-1 ． 2)

美々8遺跡は、美沢川流域の遺跡群の中で最大面積規模をもつ遺跡である。立地から、標高20～24

mの比較的平坦な部分を台地部､標高6～20mの台地縁辺から低湿地部に至る傾斜した部分を斜面部、

美沢川に面した標高6m以下の湿潤な低地部分を低湿部と便宜的に呼んでいる。美々8遺跡低湿部は

立地、士層、遺構・遺物のあり方から低湿地性遺跡といえる。

低湿部は、舌状の張出した台地に挟まれた湾入部に位置する。士層は斜面部から連続しており、台

地部と対比が可能である。調査区は美沢川の現水面下の標高3～8mに位置する。調査区内の地形は

等高線が波打ち、わずかに階段状となっている。傾斜は標高5mあたりから緩やかとなる。標高約5～

6m付近で一時的に盤膨れとパイプピング現象が認められた。図Ⅵ－5の土居中状図は、調査で確認

できた層序とc67-60地点のボーリングコアを比較検討

し模式化したものである。灰黄色粗粒火山灰．黒色細粒

火山灰は試掘時の押土あるいは増水時の二次堆積層であ

る。表土層の上部には植物繊維層がある。Ta-a層の

層厚は台地部より厚い。 0黒層は多量の木製品等の遺物

を包蔵し1667～1739年の時間幅の層である。遺構の存在

から生活が営まれていたことが確認できた。 0黒･ I黒

層とも標高4.0mまでは未発達であるが､美沢川に向かっ

て徐々に層厚を増す。Us-bはTa-bとほぼ接し、

厚さ数mの斑点状に分布する。TMは標高4.0m以下に広

く分布する。上下から擦文時代の土器が出土し、 ，黒層

を2枚に分層可能である。Ta-c層上部はI黒層と互

層になっており、河川堆積と考えられる。Ta-c層以

下は、 Ⅱ黒層の存在など不明な点が多い。地下水は各火

山灰が透水層となっている｡被圧地下水は標高-1mと－

5mに位置するらしい。 （田口 尚）

０６

ｍ

一

叩

７

．
６

６Ｃ

｢FO

盛 土

－1

灰黄色粗粒火山灰
黒色細粒火山灰

灰黄色粗粒火山灰

一

一

lllllllll||||llllllllll
－2

表 土

－3 Ta－a （1739年元文4年）

鵬1ﾘⅢﾘⅢﾘⅢ、
有機質遺物包含層
(1667年寛文7年）

(1663年寛文3年）
(約1000年前）

黒

ｂ

ｂ

Ｍ

~~
ａ

Ｓ

Ｏ

Ｔ

Ｕ

Ｔ

４

黒

一

Ｔ

八

I黒十Ta－c （互層）

Ta－c

灰白色粗粒火山灰

白黄色シルト質火山灰

i 土層柱状図

－5
一昔ロー■4ーHー

、

図Ⅵ－5

？
2試料取出し1 ボーリング風景

図Ⅵ－6ボーリング調査状況
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4第0黒色土層の調査

4第0黒色土層の調査

0黒層は本遺跡から検出された遺構・遺物の主体をなす層である。Ta-a層、 Ta-b層両火山

灰に挾まれ、 1667年（寛文7年）から1739年（元文4年）の年代|幅である。遺構には、道跡、杭跡、

立杭、集石、炭化物の集中、 自然遺物の集中等がある。遺物は、木製品、繊維製品、樹皮製品、磁器、

金属製品、石製品、ガラス製品、 自然遺物などが約14,000点出土した。木製品が全体の90%以上を占

め、発掘区内の標高4.0m以下の40㎡にも満たない面積に濃密に分布する。木製品は川に向かうにし

たがい保存状態が良好となり、大型のものが多くなる傾向がある。

（1）遺構

1）道跡

平成元年度調査時に確認された道跡と隣接する低湿部内については、発掘当初から精査し検出に努

めた。 しかし、試掘時のテストピットの崩落や斜面部から湧水のため、平成元年度調査時に見られた

Ta-b火山灰が充填された浅い溝状のくぼみとして確認することは出来なかった。 c66-78区から

c66-79と69区が接する付近で杭跡の分布が幅約70cmの帯状に希薄で、 c66-69区では過密に分布す

る木製品が同様の帯状に分かれて極端に希薄となっている。斜面を昇降する道跡の延長がこの部分に

存在した考えられる。 （田口 尚）

2）杭跡と立杭（図Ⅵ－7 ． 8，表Ⅵ－2、図版Ⅵ-11～13）

斜面部裾では台地上同様に0黒層が未発達なため、 0黒層からI黒層までのものを含んでいる可能

性がある。杭跡と立杭は確認面と本来の打込み層位が一致するとは限らない。 ここでは各層のものを

取りまとめて扱っている。確認された杭跡は735カ所、立杭は49ヵ所である。いずれも掘り方や根固め

の跡はみられず、全て打ち込み杭と思われる。

杭跡（図Ⅵ－7、図版Ⅵ-11）

杭跡とは、杭状の痕跡についての総称であり、台地状の有機質遺物同様に腐植や分解が進み、腐植

士の充填された遺構として残存したものである。現状では判断が難しいが、幹や枝を杭・柱等として

地面に打ち込んだものや抜き取られたものが含まれる。

確認面別（図Ⅵ－7）では、Ta-c層上面で黒色士の落ち込みとして確認されたものが686カ所と

もっとも多く、 I黒層上面(Ta-c層の落ち込み）で確認されたものは、試掘跡の西側を中心に37カ

所、 TM火山灰上面（黒層の落ち込み）で確認されたものは、低い部分に12カ所ある。

確認面での平面形は円形が702例と大半を占め､丸木杭が中心であったことが分かる｡楕円形(6例)、

卵形（2例）なども丸木杭あるいは面取りした丸材の痕跡と思われる。半円形と台形各4例、 U字形

2例については割材、四角形（2例） ・隅丸長方形・菱形・平行四辺形・長方形（各1例）は角材の

痕跡であろう。明らかに板状のものも2例あり、長円形（6例）のものにもその可能性がある。また

三日月形を呈する1例については、後から打たれた杭に切られた結果である。なお、杭跡が接してい

たり、わずかに重なっているものは25例あるが、半分以上重なっている例はこの1例のみである。

確認面での大きさ （最大値）は、 2cm(1例）から25cm(1例）まで様々であるが、 2～4cmの間

は98例、 5～10cmの間は509例、 11～15cmの間は101例ある。 これに対し、 15cmを超えるものは21例、

そのうち20cmを超えるものはわずか3例に過ぎない。もっとも多いものは8cmの138例、次いで6cmの

129例、 10cmの89例の順である。水付き部分から出土している丸木杭も、 5cmから10cmの太さが主体で、

それ以上の太さの幹は割材にされている例が多い。深さ （傾いているものについては垂直方向で計測

している）は1cmから46cmまでで、 もっとも多いものは3cmの85例、次いで4～6cmのものがそれぞ

1n
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VI 美々8遺跡低湿部の調査

れ60．63 ．62例あり、 10cm未満のものは合わせて482例と過半数を占め、 10～19cmのものは165例､20cm
を超えるものは88例がある。

等高線に直交する方向で確認した断面形は、U字形がもっとも多く520例、次いでV字形の80例、角

形の66例の順で、他に鉤（1ﾉ｡『）形27例、切り出し形（リ） 23例、凸（v､い）形18例、凹(H)
形1例がある。なお、断面が湾曲しているものが5例あるが、 これは木の根の可能性が強い。また、

低湿地側に傾いているものは30例、台地側に傾いているものは20例あるが、 これらの中にも木の根が
含まれている可能性もある。

杭が残っているものは2例ある。一本はTa-c上面に杭が出ていたもので、低湿地方向に傾いて

打ち込まれていた。木取りは丸木、先端は切り出し形（断面方向でみるとU字形）で、残存部の太さ

は5cm、長さは32cmであった。他の一本はTa-c上面より8cm下から残存していた丸木杭で、やは

り低湿地方向に傾いて打ち込まれていた。先端は一方から削られ、切り出し形になっている。残存部

の太さは5cm、長さは18cmであった。いずれもかなり腐食が進んでおり、取り上げ後の細かい計測や

図化は不可能であった。

分布をみるとc66-68区に最も集中し、 c66-79区とc66-89区の南東部にドーナツ状に抜ける部

分がある。また径の太い杭は、 c66-58･68区の境部分と調査区南端部にみられる。 （田才雅彦）

立杭（図Ⅵ－7 ． 8，表Ⅵ－2、図版Ⅵ－12･13)

立杭は、杭跡のような痕跡ではなく、地中に打ち込まれたままの杭状の木製品として検出された遺

構についての総称である。

0黒層中あるいはTa-b層上面で確認されたものが多く、 I黒層のTMを突き抜けTa-cに達

しているものがある。Ta-cに達しているものの多くは全体の腐朽．分解が顕著で取上げも困難で

あった。検出された立杭中の45例の端部が腐朽し、他の4例は端部が炭化していた。また、樹種同定

は一部しか行っていないが半数以上がコナラ属である可能性が強い。

分布は、杭跡が斜面部から4mの等高線までであるのに対して、立杭はc66-58･69区の有機質遺

物が多数出土する4m以下に限られる。多数の木製遺物と絡み合いながら等高線に沿って立ち並ぶよ

うに分布している。川に向かって残存状況も良好となり、やや大型化する傾向が認められる。出土状

況は、直立状態で検出されたものが14例、川に向かって斜め傾いて検出されたものが35例ある。

材の形態で分類すると杭跡同様に丸木杭が41例と中心を占め、他に板杭3例、半割杭3例、 1／8

割杭1例がある。特殊な例として、断面が台形となる扁割杭が1例ある。丸木杭のうちの3例は部分

的に面取り加工が認められ､ 11例に樹皮が残存していた｡現存している長さは最大57.2cm,最小3.3cm，

平均28.3cmである。幅は最大14.1cm、最小3.0cm、平均7.0cmである。厚さは板杭や割杭を含めて最大

10.7cm、最小1.1cm，平均5.5cmである。幅や厚さでは5～10cmのものがそれぞれ77%、 60%と立杭の

半数以上を占め、杭跡の幅や厚さと同様の結果となった。

表Ⅵ-2掲載立杭一覧

棒
恥

甦
叱

計測値（皿）

長さ 幅厚さ

（47.5） 9．3 8．6

（53.0) 13.1 13．1

(48.7)(11.9) 8．2

（56.6） 14．1 8．6

(32.0) 7,6 7.0

(46.0) 10.2 6.9

(40.4) 10.0 10.7

（35.7） 9．6 8．3

（43.4)1 8．2 8．7

湿重量

(9)

湿重量I樹

(9) |皮
1971.0

5120.0○

2073.0

3680.0○

835.0○

1673.0

1713.0

1361.0

1703.00

焼
跡

樹
種

点
数
－
１
ｌ
１
ｌ
１
－
１
ｌ
１
ｌ
１
ｌ
１
ｌ
１
ｌ
１

職 名称 発掘区 木取 考備

蜥
郵
翫
郵
琿
翫
坤
蜥
輌

釧
刷
蜘
銅
彌
蜘
麹
彌
蝿

１
’
２
－
３
ｌ
４
ｌ
５
ｌ
６
ｌ
７
ｌ
８
ｌ
９

９

９

８

９

９

８

９

９

９

５

５

５

５

６

５

５

５

６

~~

髄

髄

船

舶

船

舶

船

舶

髄

~~

Ｃ

ｃ

ｃ

Ｃ

Ｃ

ｃ

ｃ

ｃ

ｃ

2681

2682

2245

3493

2684

1938

2370

2683

3612

淋
一
淋
一
判
一
糊
一
淋
顧
一
淋
一
淋
一
淋

一刷り､雛､鵡珊織著､柱？

二m削り､媛鋤､柵癖

三耐ﾘ､鋤､纈分鵬､柱？

翻り､鋤､細癖､柱？
認ﾘﾘ､鋤､糊燃礁､唾

四m削り､鋤､繍力癖､敵

五MMﾘ､雛､概艫鶏､柱？

五面Mﾘ､鋤､鰯ｶ臓著､柱？

職織､槻

ｺﾅﾗ ､柱？

坊
一
坊
一
市
一
蛎
一
坊

椒
一
鯉
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4第0黒色土層の調査
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4第O黒色土層の調査

尖端部加工は、腐朽しているため27例しか確認できなかった。尖端部削りの面（方向）で分類する

と、 1面削りが3例、 2面削りが6例、 3面削りが4例、 4面削りが7例、 5面削りが6例、 6面削

りが1例ある。 2面肖11りのものは、すべて削り面と削り面が交差したものであり、対面となるものは

ない。尖端部の角度はすべて60°以下で鋭角となっている。杭跡で確認された断面形のV字形や切り

出し形に対応する尖端部加工が最も多く、U字形、角形等は確認できなかった。

実測可能な9例について掲載した。 1～9の端部はすべて腐朽し、欠損している。 1はねじれのあ

る先が割れた丸木杭で、尖端部は1面削りである。 2は丸木杭で、残存部の保存状態が良い。尖端部

の削り面が交差する2面削りである。 3は腐朽部が端部に向かって細くなった半割杭で、尖端部の加

工が明瞭な3面削りである。 4は半割杭で、表面に面取り加工が認められる。尖端部は3面削りであ

る。 5は丸木杭で、表面に樹皮が残存し保存状態が良い。尖端部が2段に加工された3面削りである。

6は1／8割杭で、直立状態で検出された。残存部の保存状態が良く、尖端部は4面削りである。 7

は丸木杭で、残存部の保存状態が良い。尖端部の加工が明瞭な5面削りである。 8は腐朽部が端部に

向かって細くなった丸木杭で、尖端部の加工が明瞭な5面削りである。 9は表面に樹皮が残存する丸

木杭である。端部、尖端部とも腐朽・分解が著しく、尖端部は1面削りであったと考えられる。

杭跡と立杭は、今回確認し得た小範囲おいて規則的な配列や組合わせは見出せなかった。 この点に

ついては、低湿地部分から出土した木製品類の分類、台地や斜面部分で確認されている杭跡などを、

今後の調査結果と合わせて再検討する必要がある。 （田口 尚）

3）集石（図Ⅵ－10． 11，表Ⅵ－3、図版Ⅵ－14－1）

位置 c66-58区 規模礫117個

調査集石は0黒層を-15cm程掘り下げたところで一番上位の礫を確認し、一番下位の礫はTa-

b火山灰層上面より5cm程上に置かれていた。 したがって、 0黒層中に構築された遺構である。

特徴この集石は中央がやや高いマウンド状を呈し、掘り込みなどはない。また、 この周囲からは

5 ． 9の火打石、 4の砥石が出土している（図Ⅵ-11)。この集石は台地の上で検出されたIS-1と

比較すると、 IS-1の重量分布が40～1409であり、 60～809の範囲が最も多く、砂岩が主な岩質で

ある （表Ⅵ－6参照)。 これに対して、集石は80～400gであり、 140～1609の範囲が最も多く、片麻

岩が主な岩質である。 この集石は大きな礫を集めている。

時期 1667年(Ta-b降灰） と1739年(Ta-a降灰）の間の暦年代が与えられる。構築面が0

黒層下位であることから1667年に近いころの遺構であろう。

図Ⅵ-10上段は形態を岩質別に示したものである。縦軸は長さ／幅で平面を表し、横軸は厚さ／幅

で断面形を表す。 よって、縦軸の値が大きくなると平面形は棒状に近くなり、横軸の値が小さくなる

と断面形は扁平になる。従ってグラフの破線で区画された領域は形態の違いを表している。

砂岩はd･ e･ gの領域のなかで横軸値0.55～0.35、縦軸値1.0～1,7に広がりを持ち、そのなかに

楕円扁平礫（56.0％） ・楕円礫(24.0%) ･円扁平礫(20.0%)が存在する。片麻岩は． ． e ･ gの

領域のなかで横軸値0.6～0.2、縦軸値1.0～1.9に広がりを持ち、そのなかに楕円扁平礫（70.4％） ・

円扁平礫（24.7％） ・楕円礫（4.9％）が存在する。泥岩は． ． e･ gの領域のなかで横軸値0.6～0.3、

縦軸値1.05～1.85に広がりを持ち、そのなかに楕円扁平礫（75.0％） ・円扁平礫（25.0％）が存在す

る。チャートは楕円礫が2個、珪岩は楕円扁平礫が1個存在する。礫は岩質に関係なく楕円扁平礫・

円扁平礫が選択されている。

図Ⅵ－10中段は岩質ごとの形態別重量を示したものである。砂岩の28.0%は140～1609の範囲にあ

り、その形態は楕円礫が7割を占めている。その一方で､形態全体の56.0％を占める楕円扁平礫は80～

－19－



VI 美々8遺跡低湿部の調査

1409の範囲に71.4%が集まっている。楕円扁平礫の31%が140～1609の範囲に集まっている。片麻岩

の24.7％は140～1609の範囲にあり、その形態は扁平楕円礫が7割を占めている。泥岩とチャートと

珪岩には集中は見られない。

以上より形態と重量の関係はつぎのとおりである。砂岩・片麻岩のように代表的な形態がほとんど

の重量に分散しているにも関わらず特定の重量が選択されているものについては、選択の基準が重量

に有ることを示している。泥岩のように代表的な形態がほとんどの重量に分散しているものについて

は、選択の基準が形態にあることを示している。 （鈴木信）

4）炭化物の集中（図Ⅵ－18． 19）

c66-58-22区に1カ所検出された。有機質遺物が出土し始める0黒層上面の4mの等高線上に位

置する。 1m程の範囲にふたつの炭化物の厚い堆積がつながって、南北に延びる楕円形のまとまりと

して検出された。炭化物は、 1～3cm大の炭化材の砕片や径1～2cm，長さ6cm前後の炭化した小枝

を多量に含み、厚さ3～5cmの堆積である。炭化材の他には細粒の灰が散点的に混じり、焼けたオニ
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4第0黒色土層の調査

クルミ核等も含まれており、炉跡と考えられる。 また、 この周辺は木製品等の分布が比較的に薄い。

なお、隣接するc66-58-12･23区からは、割れたオニクルミ核とスモモ核の集中と洪武通寳が1点

出土している。 （田口 尚）

5）自然遺物の集中（図版Ⅵ－15－1 ． 2）

自然遺物の集中は2か所ある。ひとつは、 c66-58-12･23区のオニグルミ核とスモモ核が1m程

の範囲からまとまって出土した箇所である。炭化物の集中箇所に隣接して検出された。オニグルミ核

はすべて割れており、 中には部分的に炭化しているものがあった。炉の脇で食されたものと考えられ

る。 もうひとつは、 c66-69-23区のカワシンジュガイ殼皮がまとまって出土した箇所である。貝殼

の石灰質は溶脱し、殼皮のみの状態である。カワシンジュガイは、貝殼を左右に開いたまま7～8枚

単位で入れ子状に重ねた状態で幾つも検出された。 c66-69区にはカワシンジュガイ殼皮が多く分布

しているが、 このような出土状態はこのlか所に限られている。出土状態から判断して、 自然生息状

態ではなく食されたものか、何かに使用する目的で貝殼を重ねたものと考えられる。 （田口 尚）

（2）包含層の遺物

1）磁器（図Ⅵ－11-1，表Ⅵ－4、図版Ⅵ－14-1)

体部はカーブを描きながら内弩し、 口縁部近くで外反する。 口唇は水平に引き出され、若干肥厚す

る。端反の白磁皿は一般に16世紀後半が下限とされる。 この皿は0黒層中から出土していて少し暦年

代に差が生じており、伝世の可能性を考える必要がある。 （鈴木信）

2）石器・石製品・ガラス製品・礫（口絵4－5，図Ⅵ－11，表Ⅵ－4、図版Ⅵ-14）

2は明黄褐色のメノウ礫で加工痕は見られない。 メノウ礫はc66-68から1点だけ出土しており搬

入礫に混じってもたらされたものとは考えがたい｡。

3は3面を使用している四面柱状の砥石の端部である。 4に較べて硬質である。 4は平面が方形の

砥石で、使用面に条線痕が付いている。 3に較べて軟質である。

5～9は火打石、いずれもチャート礫を稜を作り出すようにして打ち欠いたもので、その内の最長

の稜を利用して火打石にしている。 10･ 11は珪岩の転石を打ち割り、その割面の稜を火打石にしてい

る。 12は透明な緑色のガラス玉。 13は黄褐色のコハク玉。 この玉は検出当初から依存状態が悪く表

面に亀裂が入っていた。

礫図Ⅵ-12をみると、出水による侵食部分(c-66-58･59のドットのない部分）を除けば、礫

の分布は標高4.5m以下に濃くみられる。なかでもc-66-69には全体の59.4%が含まれる。なお石器

や石製品やその他の遺物についても同様な傾向が見られる。図-12の左上の図は礫の垂直分布を範囲

を区切って表したものである。 この図の「 」においては、標高4.15～4.35mにかけて密に分布する

集中帯と標高4.25～4.45mかけて密に分布する集中帯との2つに分かれる｡ 「 」においては､標高4.1~

4.5mかけて密に分布する集中帯と標高4.2～4.5mかけて密に分布する集中帯との2つに分かれる傾向

が見られる。また、集中帯の礫には重量の均一さは見られない。

図Ⅵ-13.14上段は搬入礫の形態を岩質別に示したものである。縦軸は長さ／幅で平面を表し、横軸

は厚さ／幅で断面形を表す。 よって、縦軸の値が大きくなると平面形は棒状に近くなり、横軸の値が

小さくなると断面形は扁平になる｡従ってグラフの破線で区画された領域は形態の違いを表している。

砂岩は全ての領域のなかで、おもに横軸値0.97～0.17、縦軸値1.0～2.85に広がりを持ち、形態に変

異が大きい｡主に平面形が棒状になる礫と断面形が扁平になる礫が多く､そのなかでは楕円扁平礫(33.6％） ・

楕円礫（30.1％） ・円扁平礫（20.0％） ・棒状楕円礫（12.6％）が存在する。片麻岩はa･b･ c ･

d･ e･ gの領域のなかで、おもに横軸値0.6～0.18、縦軸値1.15～2.22に広がりを持ち、そのなかに
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表Ⅵ－4掲載磁器・石製品等一覧

図番号I種類
2 1メノウ礫
3 i砥 石

4 i "

5 火打石
6 ノノ

7 1 〃
8 1 〃

9 1 〃

10 ノノ

ll l "

12 1ガラス玉
13 1コハク?玉

地区
c-66-68
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c-66-58

c-66-58

c-66-69

〃

ノノ

c-66-58

c-66-69

ノノ

ノノ

ノノ

長さX幅X厚さI重量
2.4X 1.6 X 0.8 1 4.3

(0.6)X4.2 X 3.6 i(13.9)
(5.0)X 6.4X(0.8)|(35.7)

2.5 X 1.8 X 2.0 1 7.8

2.2 X 2.4X 1.6 7.4

3.3 X 2.8 X 2.1 18.5

4.1 X 2.6 X 1.9 1 31 .0
3.7 X 2.8 X 3.3 25.0

4.7 X3.5 x 3.044.4

5.7 X4.9 X 3.2 122.7
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楕円扁平礫（63.7％） ・円扁平礫（15.2％） ・楕円礫（10.1％）が存在する。泥岩は全ての領域のな

かで、おもに横軸値0.98～0.25、縦軸値1.15～2.20に広がりを持ち、そのなかに楕円礫（35.6％） ・

楕円扁平礫（34.5％） ・棒状楕円礫（10.7％）が存在する。チャートはb･ c･ d･ e･gの領域の

なかで、おもに横軸値0.8～0.3、縦軸値1.0～1.61に広がりを持ち、そのなかに楕円礫（67.1％） ・楕

円扁平礫（17.2％）が存在する。珪岩はa･b･d･ e･gの領域のなかで、おもに横軸値0.73～0.4、

縦軸値1.1～1.7に広がりを持ち、そのなかに楕円礫（67.5％） ・楕円扁平礫（16.3％）が存在する。

図-14下段右． 15上段は搬入礫の岩質ごとの形態別重量を示したものである。砂岩の22.0％は40～

609の範囲にある。この範囲の形態は楕円扁平礫(32"7%) ･楕円礫(28.6%) ・棒状楕円礫(16.3%)

であり、砂岩全体の様相に近い。片麻岩の12.1％は40～609の範囲にある。 この範囲の形態は扁平楕

円礫が6割を占め、片麻岩全体の様相に近い。いつぽう砂岩のように明瞭な上．－クはなく、 0～1609

の範囲に1階級当たり9個前後の個数が存在してピークの個数に近い｡泥岩の33.3％は0～209の範囲

にある。 この範囲の形態は楕円扁平礫（35.7％） ・楕円礫（46.4％）であり、泥岩全体の様相にやや

近い。泥岩は砂岩と同じく明瞭なピークが存在する。チャートの54.7％は0～209の範囲にある。この

範囲の形態は楕円扁平礫（22.9％） ・楕円礫（65.7％）であり、チャート全体の様相に近い。チヤー
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4第0黒色土層の調査

卜は泥岩と同じく明瞭なピークが存在する。珪岩の22.5％は0～209の範囲にある。この範囲の形態は

楕円扁平礫（18.2％） ・楕円礫（72.7％）であり、珪岩全体の様相に近い。珪岩は泥岩やチャートと

同じく明瞭な上．－クが存在し、そのいつぽうで片麻岩のように幅広い重量分布を持つ。凝灰岩は泥岩

やチャートと同じく明瞭な上．－クが存在する。流紋岩と安山岩は片麻岩と同じく明瞭な上°－クが存在

しない。

重量分布の様相は大きく別けて3種類ある。明瞭なピークが存在する砂岩・泥岩・チャート ・凝灰

岩と、明瞭な上．－クが存在せず幅広い重量分布を持つ片麻岩・流紋岩と、その中間の珪岩がある。

以上より形態と重量の関係はつぎのとおりである。いずれの岩質も代表的な形態がほとんどの重量

に分散しているにも関わらず、砂岩・泥岩・チャート ・凝灰岩のように特定の重量が選択されている

ものについては、選択の基準が重量に有ることを示している。いつぽう片麻岩・流紋岩のように代表

的な形態がほとんどの重量に分散しているものについては、選択の基準が形態にあることを示してい

る。珪岩はそのどちらともいえない。 （鈴木信）

3）金属製品（口絵4－3 ． 4，図Ⅵ－17，表Ⅵ－6、図版Ⅵ-16）

金属製品には鉄鍋片9点、 キセル雁首1点、 カスガイ1点、洪武通寳1点のほか、鉄片が2点出土

9

ミ底▲

△

□

○

キセル

カスガイ

洪武通宝
ｎ

~
５
１

０
１

図VI-16金属製品分布図
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表Ⅵ－6掲載金属製品一覧

駆

酋

Ｏ

鵠
Ｎ

＃
号

遭

曾

計 測 値

長さ （田） 傷 （■） 厚さ （田) " (9)

(4.2) (4.0) 0.5 (7.0)

（4.0） （4.3） ’ 0．7 （9.0）

（3.5） （2.6） ’ 0．3 1 （9.0）

（4.4） （5.9） 0．4 （10.0）

（6.2） ’ （5.4） 0．4 （16.0）
（12.4） （12.6） 0．4 （131.0）

（8.4） （6.7） 0．8 1 （56.0）

（5.6） （7.1） 1．1 （44.0）

（8.9） （8.8） 0．6 （46.0）

10．1 3．4 0．8 54.0

6．1 1.0 1．0 8．0

2.2 2.2 i 1.1 3.0

名 称鴎号 発掘区 材質 備 考

鉄鍋片（口縁部）

鉄鍋片（口縁部）

鉄鍋片（胴部）

鉄鍋片（底部）

鉄鍋片（底部）

鉄鍋片（底部）

鉄鍋片（底部）

鉄鍋片（底部湯口）

鉄鍋片（底部）

カスガイ

キセル雁首

洪武通寳

１
ｌ
２
ｌ
３
ｌ
４
ｌ
５
ｌ
６
ｌ
７
ｌ
８
ｌ
９
｜
叩
一
皿
一
理

Ｗ
｜
妬
一
皿
一
叩
一
岻
一
皿
一
卵
一
師
一
卵
一
叩
一
蠅
一
皿

４３

●

３３

９

９

９

９

９

９

９

９

９

９

９

８

６

７

７

６

６

７

６

７

６

５

６

５

~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~

６

６

６

６

６

６

６

６

６

６

６

６

６

６

６

６

６

６

６

６

６

６

６

６

~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~

Ｃ

ｃ

ｃ

ｃ

ｃ

ｃ

ｃ

ｃ

ｃ

ｃ

ｃ

Ｃ

２
ｌ
Ｇ
ｌ
８
ｌ
ｍ
ｌ
蝿
－
９
ｌ
６
ｌ
１
ｌ
５
ｌ
Ｇ
ｌ
Ｍ
－
皿

鉄
一
鉄
一
鉄
一
鉄
一
鉄
一
鉄
一
鉄
一
鉄
一
鉄
一
鉄
一
率
一
銅

NAD10銀､順州:消報博蝿

NAD10銀､服蜥:岩手鞭蝿

NAD10銀､順蜥:岩報博蝿

NAD10銀､媚州:群騏蝿

NAD10銀､噸蜥2岩課博蝿

NAD10銀､噸蜥:群賄蝿

NAD10銀､媚分W:群熊蝿

NAD10鵠､順蜥:群鮴蝿

NAD10銀､噸蜥:岩報博蝿

NAD10銀､噸州:岩手熊蝿

ｲﾝｸﾗﾗｯｸ鯉､噸怖:群鞭瞭

ｲﾝｸﾗﾗｯｸ鯉

－28－



4第O黒色土層の調査

した。鉄製品のうちの鉄鍋等の鋳造品は、鉄成分が溶脱し鉄とは思えないほど軽く脆弱となっていた。

逆にキセル等の銅製品は保存状態が良好で、黄銅色の光沢をもって出土した。金属製品の分布は、鉄

鍋片がc66-69･79区の道跡に沿ってその周辺に分布し、洪武通寳はc66-58区の炭化物の集中やオ

ニグルミ ・スモモ核の集中する脇から出土した。

鉄鍋（1～9） ： 1 ． 2は鉄鍋の口縁部破片である。 口唇部は内面にわずかに張出し、 口縁部はく

の字状に外反する。内面に低い稜線が廻る° 3は胴部破片である。 4～9は底部破片である。 8は底

面の湯口部で、湯口の形態は丸形である。 7 ． 9は脚付きの底部で、脚の取れた跡が残る。 9は7に

比べて断面の厚さが薄く、脚も一回り小さい。出土した鉄鍋は、以上の形態的特徴や断面の厚さから

1 ． 3 ． 4 ． 9と2 ． 5 ． 7 ． 8の2個体分の破片と考えられる。

カスガイ （10） ：幅の広いタイプで、右側の1端は屈曲部から欠損している。鉄製である。

キセル雁首（11） ：脂返しが大きく湾曲する河骨形を呈する。火皿と首部に補強帯がつく。ニッケ

ルの含有量の多い銅製である。古泉分類の雁首第Ⅱ類Aに分類される。

洪武通寳（12） ：明銭で洪武元年（1368年）初鋳である。背に銭の文字がある

4）木製品・繊維製品等（口絵1～4，図Ⅵ－19～66,表Ⅵ－7～21、図版Ⅵ-17～41)

擢（1） ；釜場掘削時に、ほぼ完全な形で出土した。柄は基部から中央部に向かって剥がれる様に

折損している。柄部の最大幅は6.8cmで、水掻部から基部に向かって細くなる。柄部の断面形は長方形

である。水掻部の断面は薄い凸レンズ形で、厚さ1.8cm，最大幅は9.9cmである。刃部は左右非対称で、

先端部は角の丸い方形である。木取りは柾目で、樹種はコナラ属である。

板綴舟舷側板（2 ． 3） ： 2は釜場掘削時に出土した。厚さ1.8cmのゆるく湾曲したカツラ属の板目

材である。径1.5～1.8cmの角孔がほぼ等間隔にあけられており、孔の上部は結縛などにより摩耗し丸

くなっている。部分破片ではあるが、權のすぐ脇から出土しており板綴舟舷側板と考えられる。 3は

同一個体の孔部分の破片である。

擢水掻部（4） ：水掻部の先端破片である。断面は薄い凸レンズ形で、厚さ1.0cm、最大幅は9.9cm

である。先端部は凸形で、摩耗している。木取りは板目、樹種はモクレン属である。

擢柄握部（5～7） ： 5は両側端を欠損した緩いY字形であり、柄との接合部は水平に加工されて

いる。柄挿入部の横断面は円形で、筒形に貫通している。両側縁には挿入した柄を固定する目釘孔が

ある。片側には目釘が残る。 6は緩いY字形であり、柄との接合部は水平に加工されている。柄挿入

部の断面は円形であり、 円錐台形の穿孔部に柄が残存している。 目釘孔はない。 7は一端を欠損した

Y字形であり、柄との接合部は水平に加工されている。柄挿入部の断面は上部が円形、下部が楕円形

に穿孔されている。両側縁には段違いに目釘孔がある。

車擢受部（8～10） ： 8は擢受軸差込式で、 円形の差込孔から折損している。断面は三角形で、舟

の舷側に結縛し固定するための快り部が2段となっている｡片面に魚類をモチーフとしたイトクパが線

刻されている。 9は中央部から切損されており、切痕が多数認められる。角形の断面となる様に表面

が面取り加工され、扶り部は粗く削り込まれている。 10は擢受軸差込式で、 円形の差込孔から折損し

ている。断面は三角形で、快り部は腐朽し折損している。片面にある線状の痕は、傷か線刻か判別不

能である。

根付け（11） ：側縁の丸い円板の外周に刻みを入れ、 4つ花弁状に加工している。表裏の内輪も同

様に加工している。緒締の可能性もある。

鞘帯執部（12） ：山刀等の鞘にサクラの樹皮等で装着し固定された、帯に引掛ける突起部分。上部

は腐朽欠損している。両側面から正面に続くA状の線刻がある。

一ワQ－
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表Ⅵ-7 出土木製品一覧

c66-58 | c66-68 1c66-68

ｎ
ｘ
Ｕ
Ｏ
《
Ｕ

Ｐ
ｈ
Ｊ
《
ｈ
Ｕ

－

ｅ

ｎ
ｈ
Ｕ
ｎ
ｕ
Ｊ

か
ｈ
Ｕ
Ｆ
ｈ
Ｊ

ハ

レ

●
名 称 c66-59 c66-69 c66-78 c66-79 合計c66-89 c67-50 c67-60 c67-70 c67-80

１

７

１

３

２

１

３

３

６

１

１

４

６

８

５

１

４

１

６

３

７

１

３

１

５

３

８

２

３
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4　第0黒色土居の調査
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図Ⅵ-19　木製品分布図(2)
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4第0黒色土層の調査

小刀柄（13． 14） ： 13の断面は楕円形で、柄頭が2段に加工されている。茎が挿入されていた部分

に横方向の力が加わり割れている。 14の断面は楕円形で、柄頭が2段に加工され、鉤形を呈している。

縁側の中央部にひびがあり、茎部分から折損している。

矢中柄（15） ：尖端部は装着のためのつぶれと摩耗が認められ、わずかに欠損している。尖端部か

ら最大幅にかけての断面は楕円形で、茎部は円形である。茎部は一段細く加工しており、矢柄との装

着部は摩耗している。

弓（16． 19） ： 16は面取り加工がなされ、端部にこけし状のV字の挾りがある。形態は弓筈に酷似

するが、樹種がハンノキ属であることからタモ枠等の接合部の可能性もある。 19は単体弓であり、弓

幹の断面が丸い丸木弓である。中央付近から4面削りで切裁されている。表面は丹念に削り加工され

ており、末筈は一段細く削り出されている。樹種はアイヌの弓製作に最も適したイチイ属である。

挟入付二股枝(17･ 18) :Y字状枝材の両上端部に片側1面のみの挾りがある。端部は角を落すよ

うに削られ、 Y字下部にも挾りがある。 17はY字下部に2段の挾りが削り込まれ、裏面は厚さを薄く

するために平坦に削られている。樹皮が残存している。 18は17より大きく、Y字片側が折損し、挾り

の下に平坦面が作出されている。Y字下部が大きく挾られ、端部は表裏を削り、先の窄まる角形とし

ている。

仕掛け弓台部（20） ：断面が逆三角形となり、上面は矢柄や細い筒が安定するように平坦に削られ

た鉈状の形態である。先端部は切損し、茎部が折損しているため引きがね部等の細部は不明である。

魚突き鉤台部（21～23） ：21は完形品で、板目材を加工し丸木としている。長さ31.1cm、径1,5cm程

である。鉄鉤がのる挟り込まれた舟部分は、長さ8.4cm、深さ7mmで、上部に径6mmの孔がある。舟部

直下に紐がずれないように浅い段が作出されている。先端の石突き部は、ややつぶれ斜めに摩耗して

いる。裏は下方に向かって厚さが薄くなる様に平坦部を作出し、柄との接合面としている。中央部よ

りやや下に、樹皮や紐で柄部と固定した幅2cmの帯状の浅い段がある。紐の結縛痕がないことから樹

皮が巻かれていたと考えられる。 22は基部を折損しているが、ほぼ同じ大きさのものである。柾目材

を加工し丸木としている。石突き部のつぶれや摩耗は21ほど顕著ではない。紐を固定するための段と

柄と接合のための段がひとつになっており、紐の結縛痕はない。 23もほぼ同じ大きさのものである。

枝材を表面加工し、丸木としている。石突き部と基部が折損している。固定・接合のための段は他に

比べ深く、紐の圧痕がはっきりと認められる。

回転式離頭鋸中柄部（24～26） ：尖端部に回転式の鋸頭を装着した痕跡があり、基部には柄と固定

するための加工が認められる。 24の先端部は大きく外反し、基部には柄と接着面と紐で固定するため

の挟りと刻みが作出されている。柄との接着面の一部が炭化している。23の先端部はわずかに外反し、

尖端が少し折れている。基部には平坦面と柄と接合するための浅い段が作出されている。紐の結縛痕

はない。 25の先端部はわずかに外反し、尖端につぶれと摩耗が認められる。基部は柄との接着部の加

工ｶﾐ丹念で、基部端は削り込んでコケシ状の瘤が作出されている。 25．26は先端部の外反が小さいこ

とから一本で使用するタイプであろう。

柄接合部（27～29） ：魚突き鉤台部または回転式離頭鐇中柄の基部である。何れも柄との接着のた

めの帯状の段と裏面に平坦面が作出されている。 27．29の基部端は削り込んでコケシ状の瘤が作出さ

れている。

ヤス状木製品（30～43） ：削り出しによりに尖端部を作出し、基部側に柄を装着するための加工を

施したものを一括した。 30～36は薄い板や角材を素材としたものである。 30･31の基部は挾りが作出

されている。 32．33の基部は尖り、薄く加工されている。 33は尖端部の一部が炭化している。 34．35

－35－



VI 美々8遺跡低湿部の調査

の基部は両側から細く削りだされている。 36は片面に装着のための平坦面を作出している。 37は半割

材の尖端部のみ削りだしている。 38～41は枝などの丸木を素材としたものである。 38．39は尖端部の

み削りだしており、基部は1面の削り出しである。 40は尖端部を折損している。丸木を表面加工し、

基部は対面する2面削りである。41には樹皮が残存し、 4面削り出しで尖端部と基部を作出している。

42は板材を面取り加工し、尖端部を削り出している。基部の幅は太く、片面に装着のための平坦面を

作出している。 43はやわらかい髄のある素材を半割し、表面加工したものである。尖端は摩耗し、裏

面の髄部分が溝状となっている。基部側の表面にはシロシ状の2本刻みがある。髄の溝に柄を装着し、

紐などで固定するための刻みかもしれない。

鍬（44） ：いわゆる風呂鍬の風呂部分である。柄は着装部から折損している。風呂の柄着装部の形

態は長方形で、柄を固定するための角形模が打ち込まれている。柄の頭にも年輪に直交して、 2本の

薄い模が打ち込まれている。風呂の両側縁は、鍬形着装によるつぶれと摩耗が顕著である。

台木（45） ：丸材の上面に平坦部を作出し、鉈等の切載具を使用した作業台である。平坦部には、

刃を打ち当てた無数の線状の切傷痕が残存し、両端部も丹念に削り平坦としている。

縦槌（46～47） ：いずれも枝分かれした股木を利用したもので、幹を頭部、枝を柄としている。 46

の柄は湾曲し、上部を中心に面取り加工している。両端の敲打面に使用痕が顕著である。 47の槌頭部

は裂けるように折損し、柄は傾いている。全体は丹念に面取り加工している。

斧柄状木製品（48） ：枝分かれした股木を利用したもので、幹を鉄斧装着台部、枝を柄としている。

柄は途中から折損し、台部両端には面取り加工と粗い切載痕が残存する。未製品かと思われる。

箸状木製品（49～67） ：木端・切片・杭についで多く出土した加工材である。完形で出土するもの

は少なく、ほとんどが尖端部や基部の破片で出土した。そのため、出士状況から食膳具とのセットや

一膳単位で検出されたものはなく、全体の長さや加工が不明なものが多い。用途や機能を限定したも

のではないが、比較的に保存状態が良く形態弁加工の明瞭な資料について扱った。尖端部に向かって

徐々に細くなるように削りだしているものを箸状木製品として取りまとめた。全面に面取り加工を施

し、幅・厚さ （胴部最大径）は0.5cm以上l.5cm以下で、その比は1.5cm以下のものが多い。

A～C類の3タイプに便宜的に分類した｡さらにA類は2つ､B類は4つに細分している｡A類(49～

55）は所謂両口箸で、胴部を太くして両端に向かって徐々に細く削ったものである。A1類(49･51~

53）は両端部を平らにしたもの、A2類(50･54･55)は両端部を細く尖らせたものである。B類(56~

67）は所謂片口箸で、基部が太く先端に向かって細く削ったものである。 B,類(64)は基部端がやや

尖ったもの、 B2類(63･65･66)は基部端が平らなもの、 B3類(56～60･67)は基部端が丸いもの、

B類（61 ．62）は基部端が斜めのものである。 C類は寸胴箸のうちで胴部と両端部がほぼ同径のもの

である。明瞭な箸状木製品は出土していないが、ササ属やアシ属等を素材としたものがあると考えら

れる。断面の形態は、確認する部位によって多少異なる。胴部を基準にすると円形33％、楕円形26％

とであり、次いで長方形14％、正方形10％の順である。他に4角形・ 5角形・ 6角形・ 8角形・多角

形のものがある。断面形態は、 当初の素材形態に左右される場合が多く、多角形となるものは稜線を

面取り加工した結果である。木取りは、柾目取りや1／4割取りが多く、枝材等を丸木取りしている

ものは少ない。樹種選択は明瞭で、大きくアジサイ属とスギ属に2分される。他にはイチイ属リン

ゴ属？等が少量含まれるだけである｡製作方法は、 1枚の板材を何本にも細割するか1本の丸木を1／

4～1／8にみかん割し、後に形態を整えるために面取り加工をしたものと考えられる。不要となっ

た各種製品や製品加工時に払い落された枝等を再加工し、一度に多量の箸状木製品を製作していた可

能性がある。
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4第0黒色土層の調査

串状木製品（68～89．94～96． 104～114） ：本年度は、面取り加工があるものを含めて串状木製品

として扱った。昨年度報告した細い枝材等の1端のみを削りだしたものについては報告していない。

面取り加工の中心は尖端部分であり、箸状木製品に比べ扁平で魚・肉等を乾燥保存及び串焼きにする

際の竹串に似るものを取りまとめた。また、幅・厚さ （胴部最大径）が2.0cm以下で、比は1.5cm以上

のものが多い。

端部を破損しているものが多いため、断面形と尖端部加工を中心にA～H類の8タイプに便宜的に

分類した。A類（70～72．77～79）は焼き烏串ほどに細く加工したものである。 71 ．72は基部から尖

端に向かって徐々に細く肖l1つたものであり、基端部は丸い。 77の尖端部は炭化している｡ B類(73･

74．84．86． 108～113）は断面形が長方形のものである。 108～110は尖端部を折損している。 73は両

端に尖端部が作出されている。 86は基部から尖端に向かって徐々に細く削ったものであり、基端部は

丸い。C類（75．81 ．83． 105． 106）は先端部を尖らせずに、 2面削りで薄く幅広にしたものである。

E類（87）は断面形が扁平な楕円形となるものである。 87は基部から尖端に向かって徐々に細く削っ

たものであり、基端部は丸い。D類（85）は断面形が半円形となるものである。 F類（75．80．89）

は断面形が扁平な多角形となるものである。G類（76）は顕著な面取り調整がなされていないもので

ある。H類（68．69．82．88．94．96． 104． 107． 114）は尖端部のみを鋭く削り出したものである。

68．69は尖端部を急に細く削り出しており、矢の中柄等の基部形態に似る。樹種選択は箸状木製品同

様である。 この他に両端部を折損したササ属の破片がある。

ピン状木製品（90～93） ：長さ10～14cm，幅1.2～1.7cmの先端部のみ尖らせたものである。 90．91

の端部は丸形に削られている。 92．93の端部は平らに削られており、 92の尖端部は炭化している。御

座を止めたり、獣皮を引き延ばすときの止め針のようなものであろうか。

軸状木製品（97～101 . 103） ：長さ19～35cm、径1 .3～2.0cmの円形に面取り加工された棒状のもの

で、 中央部から尖端部に向かって徐々に細くなる。尖端加工は串状木製品やピン状木製品ほど鋭利で

はなく、摩耗している。胴部にも部分的な摩耗が認められる。孔等に挿入されたものであろう。 97～

100の端部は、敲打によるつぶれが認められる。 101の端部はやや凸形で、上部が摩耗している。 99．

101は枝材を面取り加工したものである。 103の端部は折損している。

楕円棒状木製品（102） ：胴部が最大厚となるように、両端の表裏を削り出している。

木製発火具（115. 116） ： 115は長さ20.0cm、径1.3～1.4cmのヒキリギネである。断面は下端部のみ

円形に加工され、先端の摩擦部径は約1.1cmで水平に焦げている。スギ属を使用している。 116は長さ

22.3cm,幅2.7cm､厚さ2.4cmの両端を折損したヒキリ板である。枝材の表裏を1.69の厚さに削りだし、

摩擦面と底面が水平となるように加工している。ヒキリ板にはV字刻みのある径約1.2cmのヒキリウス

が2カ所ある。 ヒキリウスの周縁には、発火前に加工された摩擦中のヒキリギネの脱落防止用の凹み

痕が認められる。ヤナギ属を使用している。 ヒキリ板とヒキリギネは出土地点も近く、 ヒキリウスの

径とヒキリギネ摩擦部径がほぼ一致することからセットといえる。 ヒキリウスの傾きやヒキリギネの

長さ・断面の形状からキリモミ式の可能性が強い。

炉鉤（117） ：柾目の板材の上下に挟り、大小の鉤を作出している。

両端窄孔丸材（118） ：棒状の丸木材の両端の表裏を挟り、 さらに角孔が開けられている。紐などを

通して使用された、締め具であろうか。

杓子（119） ：横木取りの一木造りで、折損し柄部と皿状の頭が一部のみ残存する。

栓（120～123） ：樽などの栓である。120． 121の挿入部径は段状に一回り細く、摩耗している。122。

123は周囲を細かく整形し、上端に敲打によるつぶれが認められる。

d､局
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Ⅵ美々8遺跡低湿部の調査

~桶・樽（124～128） ： 124は樽の蓋である。栓をするための孔がある。 125～128は桶ないし樽の底板

である。 125は両側に目釘が1か所ずつ残存し、 128は片側に2か所残存している。 127は桶の側板であ

る。下部が切蔵されている。角溝と角孔が彫られている。 22の下部には篭の装着痕が残る。

漆器（129～133） ： 129． 131～133は漆塗り椀である。いずれも漆膜が剥がれ残存状況は良くない。

下地には黒漆が塗られている。 129は高台部と口縁部の一部を欠損している。内面は朱漆が塗重ねられ

ている。外面は黒漆と朱漆がわずかに残っている。 130は黒漆塗りの部材であろう。 131は底部破片、

132. 133は胴部破片である。いずれも内外面に朱漆と黒漆がわずかに残る。

曲物・折敷（134. 135） ： 134は白木の側板である。綴じ合わせのためのサクラの樹皮が縫い込まれ

ており、側縁には目釘が2か所残存している。 135は2か所に目釘が残存する白木の柾目板である。綴
じ合わせのための当木であろうか。

団子箆（136～140） ： 136は柄部を半損している。 137は全面を粗く面取りし、箆の先端部を鋭利な

片歯に削り出している。 138は柄部を細く加工し、擢形としている。 139は箆部から柄部端に向かって

細く加工している。箆部は折損しており、先が円形となるかも知れない。 140は柄部・箆部とも折損し
ている。

飾り板（141 . 142） ： 141は板材に3コの挟りと片側に3カ所の角孔が開けられている。表裏には挾

り部の頂部から続く形でアイヌ文様が彫刻されている。また､快りのある方の側縁部にはイトクパが刻

まれている。舟の舳先等の取り付けられたものであろうか。 142は材の側面に直線を組み合わせた線刻
がある。

柱（143～145） ： 143は山切の受け部のある柱である。アイヌのチセの柱上部みられる加工である。

144は枝分かれした股木部を受け部とした柱である。受け部の先端は1面削りし、尖端部は鋭利に削り

だした2面削りである。 145は端部を折損している。大きさから柱材と考えられ、面取りしたような地
肌である。尖端部は1面削りである。

環状部材(146) :粗く面取り加工され半損している。折損前はやや角形の環状であったと考えられ
る。

木組部材（147） ：丸木材のほぼ中央に模が2本打ち込まれた角材が残存している。

模付丸棒状部材（148）棒状材の端部に模が打ち込まれ割裂している。

閂状部材（149. 150） ：貫穴などに挿入される角材である。 149の先端部は摩耗し、端部には敲打に

よるつぶれが認められる。 150の端部が段状となっている。

有孔棒状部材（151～159） ： 151は縦長に折損している。 152は短い杭状の部材で対面する2面削り

が施される。中央部には長方形の貫穴が開けられている。 153 . 156～159は角材の上部に1前後の角孔

が貫かれている。 156は縦長に折損し、端の一部が炭化している。 155． 157～159は角孔から横に折損

している。 154は丸材の表裏を平らに削りだし、角孔が貫かれている。 155は断面が凸レンズ状となる
材である。

挟入付棒状部材(160～171) :端部を快り込んでコケシ頭部状に加工している｡160は材の片側を挾っ

ている。 161･162は、裏面に平坦面が作出されており、突き鉤台部と柄部を縄や樹皮で連結するため

の加工であろう。 163． 164は段状に挟り込まれている。 165は表をV字状、裏をU字状に挾り込んでい

る。 166は挾られた部分が帯状に摩耗している。 167は材の片側のみ挾り込んでおり、裏面には平坦面

が作出されている。 168の頭部は尖り、挾り込みは粗い加工である。端部には切痕が多数認められる。

169は一方向から段状に削り込んでいる。 170は5面削りされた杭状の尖端部で、片面を段状に削り込

んでいる。 171は挾りられだ部分が剥離している。
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丸棒状部材(172～185） ： 172～174は長さ12前後のものである。172は先端部のみを削り出している。

173の端部には浅い快りがある。 174は端部に敲打痕があり、尖端は4面削りで断面が角形となってい

る。 175． 176の面取り加工は顕著である。 175の1端は炭化している。 176の上部は平坦に削りだされ

ている。 177． 178． 183の1端は折損している。 179～181はほぼ完形である。 181は丸木材の両端のみ

を削り出している。 182は両端を折損している。 184は部分的に強く炭化している。 185の1端は3面削

り出し、 もう一端には平坦面が作出されている。

紡錘棒状部材（186～191） ：中央部が厚く、両側が薄くなるように加工した材である。 186･187は

先端部に向かって徐々に細薄になる。 186の先端は摩耗している。 188は3面削りし、先端部を作出し

ている。 189は表裏から2面削りし、先端部を作出している。 190は半割材で、 1面削りし尖端部を作

出している。 191の端部はつぶれている。

六角棒状部材（192） ：六角に面取りされ、先端部は対面する2面削りである。端部側は炭化してい

る。杭先の可能性がある。

角棒状部材（193～199） ： 193の下端部は粗く削り出され凸形となっている。 194の下端部には対面

する短い2面削り出しがある｡196の厚さは薄く板材に近い｡197. 199は上端部あるいは下端部に向かつ~

て簿く加工されている。 199の上端部は炭化している。

薄板目板（200～202.204） ：木取りが板目となる細長い材である。 204は上端部に向かって細厚に

加工され、下端部は薄く削り出されている。 204以外は幅・厚さともほぼ均一である。

薄柾目板（203.205～216） ：木取りが柾目となる細長材である。厚さはほぼ均一である。両端部を

折損するものが多く、側縁は折損、加工の識別が難しい。 207は下端部・両側縁とも加工されている。

214.216の片側縁は加工されている。曲げ物、折敷、屋根を葺いた柾材等の可能性がある。

蒲鉾形柾目板（217～220) :木取りが板目となる細長い材で、表面を丸く、裏面を平らに丹念に削っ

ている。幅・厚さともほぼ均一である。 219の中央部はわずかに炭化し、表面に刃物の傷が顕著に残存

する。 217．220は両端を折損している。220の上端部は一部炭化している。樹種や文様の有無など異な

る点があるが、断面が蒲鉾形で細長い形状は捧酒箸（トウキパスイ）に似ている。

挟入付板材（222～223） ： 222は台形状の板目板で、片側縁に丸い挾りがある。 223は細長い柾目板

で、上端部の片側縁に角形の挟りがある。下端部には緩い円形の挟りがあり、摩耗している。

有孔板材（221 .224～232） ： 221 ．224．226．228～231は板目板である。225．227．232は柾目板で

ある。 224は角孔から縦に割れたもので、上端部は斜めに削られている。 225は表面に加工痕が顕著で、

角孔が片側によっている。226の周縁は斜めに肖llられており、上端部の角孔は快り状となっている。227

の上端部は緩やかに曲線を描き、角孔が片側によっている。228の上端部は腐朽・分解が著しいが、角

孔の痕跡が残る。片側縁に丸い快りがある。 229．230の上端部は平らに加工され、他に比べて大型の

角孔部から折損したものである。 231の角孔は片側縁部によっている。 232は丸孔部分から折損したも

のである。桶・樽などの蓋の可能性がある。

板材(233～246） ： 234～237．239．241 ．244．246は板目板である。233．238．240．242．243．245

は柾目板である。233は上端部の角が斜めに削り落されている。 235．236は断面が緩く湾曲し、表面加

工時の削り痕が顕著である。同一個体である。238の上端部は水平で、下端部が斜めに削り落されてい

る。 240の断面は凸レンズ形となり、下端部の幅が細くなる。 241は折損しているが、 中央に稜線をも

ち両側の厚さが薄くなる。242も折損しているが、断面から凸レンズ形となるものである。側縁を薄く

している加工などから240～242は擢水掻部の破片の可能性がある。

木端（247～251） ：当初の素材形態が推定できる切断・裁断された木片などの廃材であり、切片と
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区別した。 247～251の素材は板材と考えられ、加工時に素材から分断されたものである。

切片（252～261） ：伐採・切断・裁断．割る・削る．割る・彫る・穿つなどの木材加工における剥

片である。出土木製品の中で最も出土量が多く、製品の加工が行われていた可能性を示す資料である。

252.255～258．260．261は枝材などの素材面が部分的に残る丸木材の切片である。 260は下端部が、

261は側縁が炭化している。 253．245は角材や板材等の削屑である。

杭状木製品（262～329） ：材径2.0cm以上で削り出しによる尖端部加工のあるものをとりまとめた。

杭・建材・各種部材、伐採時の枝等含まれていると考えられるが、機能や用途を限定したものではな

い。製品の中では、切片についで出土量の多い遺物である。端部は立杭同様に折損したり、腐朽・分

解しているものが多く、 もとの加工がどのようなであったのかは不明である。径・木取り ・尖端部の

加工は杭跡や立杭とほぼ一致し、多数の杭跡や立杭など深く関連する遺物であると考えられる。

材木取りの主体は幹や枝などを削り出した丸木のもので、全体の90％を占める。他に半割、扁割、

1／4割1／8割、板、股木がある。 262～272．274．275．277～279．281 ．285～295.301～305.

307～310.314～322.324～328は丸木のものである。 276．280．299．329は半割材、 297．311は扁割

材、 273．282．296．306．312．323は1／4割材、 284は1／8割材、 298．300．313は板材、 283は

股木である。

端部の加工や状態には次のようなものがある｡262～272は両端の加工を残存しているもの､273～278．

294．297．318．320．321 ．324は端部を折損してるもの､291 ．292．300．303．316．317．319．322．

323．328は端部の腐朽分解の顕著なもの､280．288．290．294．296．298．304．306～308.310～313．

326．327．329は端部に切断・裁断のための多数の切痕を残すもの､279．281 ．282．284～287．289．

293．299．301 ．301 ．305．309．315．325は端部の炭化しているものである。

両端に加工のあるものは262．267．269．271 ．272のように、一端が鋭い尖端部となるものと263～

266．268．27Oのように、両端とも鈍角あるいは緩い鋭角となるものに分けられる。 262の上端は4面

削りで、下端は1面削りである。 267．271の上端は4面削りで、下端は交差する2面削りである。樹

皮が残り、枝払い部分の一部が炭化している。 269は両端とも3面削りである。 272の上端は1面削り

で、下端は交差する2面削りである。樹皮が残る。 263は屈曲した材で上端が2面削り、下端が1面削

りである。樹皮が残る。 264は両端とも多面削りにより鈍角となっている。 265の上端は2面削り、下

端は4面削りである。 266は両端とも3面削りで、樹皮がわずかに残っている。 268の上端は3面削り、

下端は4面削りである。 270は両端とも4面削りにより鈍角となっている。

加工が一端のみに残存するものは、端部の面取り加工によって分けた。 273～285は1面削りのもの

である。275の端部は平らに加工されている。277．278の材は屈曲している。277の削りは階段状となっ

ている。 286～288.296～298.300は対面する2面削りのものである。 288の端部は平らに削られてい

る。 289～295.299は交差する2面削りのものである。301～310は3面肖りりのものである。311～325は

4面削りのものである。 326．327．329は5面削りのものである。 328は6面削りのものである。 これ

以上は判別が難しく多面削りとしている｡275．277．279．280．282．286．287．295．303．304．307～

310．316．319．320．324．325． 329には樹皮が残存している。1面削り ・ 2面削りのものは尖端部角

度が、強い鋭角となるものが多い。 2面削りでは対面する2面削りよりも交差する2面削りの方がよ

り鋭角となる。 3面削り以上の場合はより鋭い尖端部とするための削り出しと角度を緩くするための

削り出しの2種の加工が認められる。

枝切痕材（330.332） ：枝払いなどによる切痕ある股木などで、枝部分が残るものである。330．332

は股木材で樹皮が残存している。 330は3本股木で、枝を折損している。上端は炭化し、下端は5面削
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り出しである。332は2本股木で上端は1面削りであり、下端には深く切り込まれた痕が多数認められ

る。

切裁・炭化木（331 .333～338） ：人為的加工や炭化が認められる材である。 331は両端部を欠損し、

中央に平坦部が作出され切裁痕が多数認められる。333は屈曲した材で、下端に斜めに深く切り込まれ

た痕跡が多数認められる。 334～336は端部の炭化と深く切り込まれた痕跡が多数認められるものであ

る。 337の上端は炭化し、下端が平坦に削り出されている。 338の上端は2面削りされ、断面が楕円形

の弓状に湾曲した材である。表面が丹念に加工され樹心は左によっている。

その他の材（339） ：ササ属を半裁し、下端を1面削りしている。串などの可能性がある。

樹皮製品（340～360） ： 340～350は切歓具の鞘・漁猟具・容器等の結束や装飾用に使用されたもの

である。 351～360は焚きつけ・燈火用具として使用されたものである。樹皮の側縁には、小刀などに

よる切痕が顕著に認められる。細い帯状の加工されたものにはサクラ属の樹皮が多く、筒型となった

|幅広のものにはシラカンバ属が多く認められる。 340～344は幅0.8～1.0cm、厚さ0.1～0.3cmほどの帯

状に細長く加工されたものである．樹皮は軸状のものに数回巻いた後、束ねる様に結んでいる。漁猟

具などの柄部に、台や中柄部を装着する際に使用したのであろう。345はやや幅の広い同様のものであ

ろう。 346は0.5mm前後に薄く加工され、 1端にスリットとそれに直交した楕円形の孔のがあり、そこ

にコケシ状に加工されたもう1端を差し込んで結束するものである。 この形態は、切裁具の鞘、柄の

縁固定、装飾用に巻きつけられた樹皮などに見られる。353～358は筒型に巻かれたものである。357.

358の巻き目は1本、 353～355の巻き目は2本となっている。351 ．352は幅広の樹皮巻きが解けた状態

のものである。筒型に加工されもの中には、仕掛弓の台部に取付けらる矢柄を通す細筒として使用さ

れたものがあるかもしれない。 359．360は筒状に巻かれ、端部や表面が炭化しており、焚きつけ・燈

火用具として使用されたものであろう。

繊維製品（361 .362） ： 361は径0.6cmのLRに撚った紐である。 362は径2.5cmのLRに撚り紐であ

る。漁猟具や各種の結縛具として使用された破片であろう。

5）自然遺物（図版Ⅵ－15－3－1～16）

今回の調査では、素人目にも識別の容易な獣骨片、貝殻皮、木葉、大型種子、昆虫遺体のみ取り上

げた。 1は、陸獣骨片である。還元状態で出土したため水色を呈している。 2～5はスモモ核？であ

る｡完形のもが多い。6～11はオニグルミ核である｡完形のもの（6）、動物による食痕のあるもの（7）、

半割のもの（8～11)、破片等がある。半割には、 9～11のように部分的に炭化しているものがある。

12･ 13はサルノコシカケ科に属する硬質菌類である。 12は一部炭化している。火口として使用された

可能性がある。 14はタニシ等の淡水性巻貝の蓋である。 15～17はカワシンジュガイの殼皮である。薄

い膜状の殼皮のみが残存していた。カワシンジユガイ殼皮はc66-69区に分布が集中し、貝殼を左右

に開き折り重ねた状況で出土したものが多い。破片数から個体数を推定すると約100個体分である。出

土状況から食したものや，人為的に積み重ねられたものと考えられる。また、木製農耕具等の出土か

ら穗摘具等として使用するためにまとめられた可能性がある｡今後の調査ではフローテション､ウオー

ターセパレーションを実施し、食糧や食品加工、栽培植物について検討する必要がある。

表Ⅵ－8掲載自然遺物一覧

鵬
一
ｌ
ｌ
１
ｌ
３
ｌ
４
ｌ
５
ｌ
６

鵬舟 称 贈棚区

1 オニグノレミ c-66-5I

I オニグノレミ c-il-19

I オニグノレミ 低湿部

l0 オニグノレミ c-66-69

1l オニグルミ c-66-19

12 ｻﾉﾚﾉｺｼｶｹ科c-6i-59-31'34

燗 称

獣 骨 片

スモモ ？

スモモ ？

スモモ ？

スモモ？

オニグルミ

溌棚区

c-66-69

c-i6-59-23.24

c-66-59-13,14

c-li-68

c-66-68

| c-61-30-11

聯

13

1l

15

li

ll

墹 称

ｻﾉﾚﾉｺｼｶｹ科

ﾀﾆｼ?崎

ｶﾜｼﾝｼｭｶｲ

ｶﾜｼﾝｼｭｶｲ

ｶﾜｼﾝｼｭｶｲ

淵棚区

低湿剖

脳湿部

c-66-69

c-li-69

c-66-61
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4第0黒色土層の調査
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4第0黒色土層の調査
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4第0黒色土層の調査
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4第O黒色土層の調査
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Ⅵ美々8遺跡低湿部の調査
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4第O黒色土層の調査
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VI 美々8遺跡低湿部の調査
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4第O黒色土層の調査
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Ⅵ美々8遺跡低湿部の調査
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4第O黒色土層の調査
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4第O黒色土層の調査
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Ⅵ美々8遺跡低湿部の調杳
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4第0黒色土層の調査
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Ⅵ美々8遺跡低湿部の調査

渉

轡
欝鰯鰯

鰯⑳3“’一
1－1-

343 344

340
341 342

零＝

鰯鋤
ー ~

~

349 350

346 347

351
~

一

蝉一翼-・

~~~~~~~~〆K一

言fも全~~一一三ｰ＝
348

一
、
一
寺
）
『
一
も
二
一
一
一
「
－
１
劃
‐
出
川

三

二

一
声
一
ベ
ー
、
一
、

夢

一
Ｍ
盛
壼

働,”鍾感⑳饅
353 354 355

356
358

352
353

鍵
､、;＜
~~～～

蕊識~
~
~

一
、
一こ

）
）
一

61 362

10cm

Ｉ

、 ヨ5，
360

Ｉ
ｌ

ｌ

~

’

一

‐

垂戸

~

０
１

図Ⅵ-66樹皮・繊維製品

－88－



G
は
グ
リ
ッ
ド
取
上
げ
番
号
。

＊
は
接
合
資
料
。

※
は
中
間
部
を
わ
ず
か
に
欠
損
す
る
。
数
値
は
推
定
値
。

表
Ⅵ
－

9
掲
載
木
製
品
一
覧
（
1
）

~ ~ ~ ~ ~ ~

計
測
値
(
c
m
)

焼 跡

取
上

N
o

湿
重
量

(
9
)

樹 皮

点 数

標 恥
樹
種

名
称

発
掘
区

木
取

備
鴎
号

考
匡
去
衣
ご

幅
厚
さ

〈
96
.3
）

棚
4ｲ
ﾝﾁ
擢
場
趾
。
翻
獺
｡ﾎ
郷
輌
凸
ﾚﾝ
ｽM
,妨
淵
泉
｡M
繍
蔽
柵
｡淵
翻
蝿
妨
形
。

擢
G

10
7

1
9
.
9

1
.
8

6
8
6
.
0

ｺ
ﾅ
ﾗ

c
-
6
7
-
5
0

1
2
9
4
1

1

(*
49
.3
）

棚
(1
4.
8)

緬
砿
曲
､1
.5
-1
.8
mの
肌
｡砒
剖
漁
り
等
|こ
よ
り
職
｡未
簸
帆
1ｹ
踊
り
。

板
綴
舟
舷
側
板

G
10
8

1
*
4
6
1
.
0

c
-
6
7
-
5
0

*
1
.
8

ｶ
ﾂ
ﾗ

1
2
2
9
4
2

（
10
.5
）

（
3.
9）

腿
2と
同
一
個
体
の
破
片
。

板
綴
舟
舷
側
板

G
1
0
8

4
6
.
0

c
-
6
7
-
5
0

l
.
7

ｶ
ﾂ
ﾗ

1
3
2
9
4
2

（
28
.9
）

棚
ﾎ掻
獅
部
-梛
焔
｡雄
獅
面
凸
ﾚﾝ
ｽ形
｡焼
部
蹴
は
脇
で
職
｡麦
剛
工
舩
。

擢
水
掻
部

1
2
4
9

9
.
1

1
6
4
.
0

ﾓ
ｸ
ﾚ
ﾝ

c
-
6
6
-
6
9

1．
0

4
4
1
9
4

1

（
6.
3）

棚
鵡
焔
｡職
"I
Y柵
｡間
ﾎ明
こ
肥
｡剛
|こ
目
畑
有
り
､肋
|こ
槻
醐
跡
｡癖
入
鋤
緬
NW
。

擢
柄
握
部

c
-
6
6
-
6
9

1
3
8
4

1
3
-
5

2
.
4

1
3
.
0

ﾓ
ｸ
ﾚ
ﾝ

4
3
3
0

1
５

26
69

1 1

棚
ｶｴ
ﾃﾞ

職
|蝦
い
Y字
形
｡掘
削
こ
椚
跡
(ﾊ
ﾝﾉ
ｷ)
｡胤
綱
耐
僻
｡醐
肋
し
｡梛
糊
こ
虹
。

擢
柄
握
部

1
9
.
0

3
.
2

3
.
0

9
4
.
0

5
6
2
8

c
-
6
6
-
6
9

1
r閃 』」

40
51

1 1
(
15
.1
)

脇
片
側
翻
焔
､隙
lt
Y"
･剛
|報
順
ﾘ｡
耐
入
澗
､脚
円
’
､下
蹄
円
附
｡下
駄
平
|と
i圧
。

擢
柄
握
部

ﾔﾅ
ｷﾞ

c
-
6
6
-
6
9

8
.
2

3
.
4

9
2
.
0

1
7
0
1
4

７

’

2
3
6
4

’ ’
(

31
.1

)
棚

車
擢
受
部

価
に
ｲﾄ
ｸﾉ
戦
嚥
捌
｡鯛
か
ら
糊
､軸
訟
式
｡噸
三
剛
｡隊
議
す
鶴
0快
ﾘ2
鮪
ﾘ。

c
-
6
6
-
5
8

F
n

o
‐
。

2
-
9

1
9
6
.
0

ﾊ
ﾝ
ﾉ
ｷ

5
3
2
3

1
8

1

96
7

1
（
26
.6
）

棚
中
効
棚
吻
|こ
よ
り
服
､賑
鍬
｡師
偶
妨
〃
｡舷
|議
す
硝
倣
ﾘ削
・

車
擢
受
部

ｽギ
3
9
0
9

c
-
6
6
-
5
9

5
.
0

2
.
6

2
0
0
.
0

9
1

車
權
受
部

(
21
.9
)

棚
柵
か
ら
獺
｡軸
趣
式
､師
三
筋
｡棚
諦
梢
｡ｲ
ﾄｸ
ﾉ耽
嘘
姫
｡鍋
辮
驚
。

2
9
3
6

c
-
6
6
-
5
9

G
89
2

1
5
.
3

2
.
3

1
4
4
.
0

ﾓ
ｸ
ﾚ
ﾝ

1
0

1

4つ
賊
淵
に
加
工
､鼬
1<
紅
｡内
職
4埖
鍬
｡孔
’
2Ⅲ
。

根
付
け

G
88
1

1
棚

c
-
6
6
-
5
9

3
.
0

3
.
0

0
.
9

5
.
0

1
1
2
9
2
5

1

12
56

1
棚

ｶｴ
ﾃﾞ

叩
辮
慌
綱
分
｡上
蛎
朽
し
分
臓
著
｡両
M耐
柾
献
州
て
糊
。

鞘
帯
執
部

8
.
4

2
.
4

c
-
6
6
-
6
9

1
.
2

10
．
0

1
2
4
2
0
1

1

１ ｍ ④ Ｉ

10
31

1
小
刀
柄

棚
断
面
楕
円
形
。
柄
頭
は
2
段
加
工
。
茎
目
釘
部
か
ら
破
損
。

c
-
6
6
-
5
8

1
1
.
8

2
7
.
0

ｶｴ
ﾃﾞ

13
3
9
7
3

2
.
4

1
.
5

1

24
37

1
小
刀
柄

棚
郵
力
､6
獺
｡榊
螂
|巴
ﾋﾋ
勃
削
｡極
it
鍬
に
2馴
工
。

1
4
5
3
9
6

c
-
6
6
-
6
9

1
1
.
5

2
.
3

1．
5

2
3
.
0

ﾓ
ｸ
ﾚ
ﾝ

1

28
05

1 1
矢
中
柄

¥割
ｱ
ｼ
ｻ
ｲ

総
帥
跡
崩
し
礫
｡緬
祁
形
｡畑
誌
部
l"
<m
工
し
､耐
円
形
｡摩
瀧
あ
る
。

1
5
5
7
6
2

c
-
6
6
-
5
9

1
3
.
0

0
.
8

6
.
0

1．
1

1

l

G
2
3
2

' ’
（
5ユ
）

端
部
に
コ
ケ
シ
状
の
V
字
形
の
挾
り
有
り
。

弓
筈
？

淋
c
-
6
6
-
5
8

1
.
3

ﾊ
ﾝ
ﾉ
ｷ

1
6
2
2
3
0

1
.
1

4．
0

1

快
入
付
二
股
枝

Y社
綱
惜
眼
ﾘ有
り
｡榔
溌
味
M2
段
峨
ﾘ削
・
瓢
呼
輌
|拙
・

c
-
6
6
-
5
8

12
38

1
2
2
6

○
鮴

－ ７

〃 ノ

サ
4
1
8
3

1
6
.
0

2
.
2

7
8
.
0

1
7

1

挟
入
付
二
股
枝

(1
2.
6)

鮴
Y字
邸
l撒
附
｡部
に
平
輌
齢
，
供
ﾘ削
・
榔
li
鑑
味
棚
棚
｡翻
嶬
蝋
5．

1
8
6
1
8
1

c
-
6
6
-
6
9

32
23

1
3
4
.
0

4
.
5

1
7
3
.
0

ﾊ
ﾝ
ﾉ
ｷ

1

弓
を
中
螂
か
ら
4刷
り
瑚
薗
｡弓
舗
は
1鯛
〈
#|
ﾘ札
て
い
る
。

16
87

1
淋

1
9
4
6
3
6

弓
c
-
6
6
-
5
8

4
9
.
8
9
Q

白
●
』

2△
3

1
6
8
.
0

ｲ
ﾁ
ｲ

1

77
6

1
(
17
.8
)

仕
掛
け
弓
台
部

棚
鍬
|と
MⅢ
｡緬
三
剛
で
郷
評
坦
に
m工
｡剛
卿
鮴
碓
。

3
7
2
0

ｽギ
2
0

c
-
6
6
-
6
9

4．
5

1
.
8

6
8
.
0

1

15
89

1
魚
突
き
鉤
台
部

完
形
。
鉄
鉤
は
な
い
。
石
突
部
は
磨
耗
し
て
い
る
。

棚
ｱ
ｼ
ｻ
ｲ

4
5
3
7

2
1

c
-
6
6
-
6
9
･
6
8

3
1
.
1

1
-
6

1
.
4

3
7
.
0

1

G
65

1
魚
突
き
鉤
台
部

(*
19
.3
）

梱
平
成
3咄
士
鮒
と
齢
｡2
1t
IX
I調
C描
き
で
脇
｡認
獺
｡購
力
鶴
し
て
い
る

2
8
8
0

、
ざ

刀
工
プ

9
9

ム
し

c
-
6
7
-
6
0

＊
1－
6

＊
27
．
4

＊
1．
3

１

心 職 ○ 那 倣 什 嗣 Ｓ 鎚 慨

G
33
0

1 1
魚
突
き
鉤
台
部

21
tl
XI
mu
館
さ
で
あ
る
｡磯
部
上
劉
を
獺
｡撒
伽
圧
餓
署
。

(
12
.1
)

淋
c
-
6
6
-
6
9

1
7
.
0

ﾅﾅ
ｶﾏ
ﾄﾞ

2
3
2
9
3
8

1
.
7

1
.
6

1

G
8
8
3

棚
離
頭
鈷
中
柄
部

ｱ
ｼ
ｻ
ｲ

基
部
に
快
り
と
刻
み
あ
り
。

c
-
6
6
-
5
9

○
2
4
2
9
2
7

1
3
.
3

1
.
2
9
9

白
①
白

1
3
.
0

1

37
19

尖
端
わ
ず
か
に
折
損
。
基
部
に
浅
い
溝
が
あ
る
。

離
頭
鈷
中
柄
部

（
20
.7
）

棚
ｱ
ｼ
ｻ
ｲ

2
5
6
6
8
2

c
-
6
6
-
6
9

1
.
0

1
.
4

1
4
.
0

1

基
部
に
コ
ケ
シ
状
の
頭
を
作
出
。

離
頭
鈷
中
柄
部

棚
ｶｴ
ﾃﾞ

c
-
6
6
-
6
9

2
6
6
7
7
4

38
10

1
2
8
.
0

1
.
8

1
.
8

4
5
.
0

1

嫉
詰
級
‘
砿
趨
職
中
梛
鴫
鋤
｡上
部
噸
櫛
ﾘ｡
下
離
ｺｹ
ｼﾎ
噸
を
|拙
・

台
・
中
柄
基
部

(
16
.4
)

棚
24
29

1
9
7
白
0
5
3
8
8

c
-
6
6
-
6
9

2
.
1

1
.
5

2
3
.
0

ｲ
ﾁ
ｲ

1

G
48
1

1
嫉
詰
剖
恥
砿
想
溺
中
梛
0基
繩
片
｡捌
蛎
い
髄
り
°
下
諦
胤
。

台
・
中
柄
基
部

(
12
.8
)

棚
2
0
0
3

c
-
6
6
-
5
9

1
.
9

1
7
.
0

ﾄﾈ
ﾘｺ

2
8

1
.
4

1
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表
Ⅵ
-
1
0
掲
載
木
製
品
一
覧
(
2
)

~ ~ ~ ~ ~

標 恥
計
測
値

(c
m)

唾 叱

潟
重
量

(
9
)

樹 皮

焼 跡

点 数
図
溺

名
称

発
掘
区

木
取
樹
種

考
備

長
さ

幅
厚
さ

柄
接
合
部

2
3
4
0

（
20
.8
）

2
9

c
-
6
6
-
5
9

棚
G

8
1
5

3
.
2

ｽギ
嫉
給
級
姻
繩
翻
中
郷
0翻
献
｡上
離
農
噸
あ
り
｡下
誰
ｺｹ
ｼﾎ
噸
を
朏
・

2
.
2

7
1
.
0

1

ヤ
ス
状
木
製
品

3
0
2
1
6
0

c
-
6
6
-
5
9

G
6
3
9

棚
1
1
.
6

1
_
0

0
.
3

3
.
0

基
部
に
快
り
あ
り
。

ノ
イ
ノ

4
丁
4

1

ヤ
ス
状
木
製
品

3
1

（
7.
5）
（
0.
8）

2
1
9
6

c
-
6
6
-
5
9

G
6
7
5

2
.
0

棚
ス
ギ
？

基
部
に
挟
り
あ
り
。

0
.
3

1

ヤ
ス
状
木
製
品

G
87

1
3
2
1
3
9
0

c
-
6
6
-
5
9

8
.
1

0
.
8

棚
ｽ
稗

基
部
を
尖
ら
せ
、
薄
く
加
工
。

0
.
4

2
.
0

1

G
43
9

1
3
3
1
9
6
1
ヤ
ス
状
木
製
品

c
-
6
6
-
5
9

1
3
.
1

板
目

基
部
尖
ら
せ
、
薄
く
加
工
。
尖
端
部
炭
化
。

1
.
0

0
.
8

8
.
0

○
ｽギ

1

G
89
1

1
ヤ
ス
状
木
製
品

3
4
2
9
3
5

c
-
6
6
-
5
9

棚
1
5
.
8

0
.
9

8
.
0

ｽギ
基
部
の
表
裏
を
薄
く
加
工
。

1
.
1

1

33
5

1 1
ヤ
ス
状
木
製
品

3
5
3
2
7
7

c
-
6
6
-
6
9

18
．
8

棚
ﾆｶ
ｷ？

基
部
の
両
側
を
細
く
加
工
。

1
.
4

0
.
9

1
1
_
0

1

10
08

1 1
ヤ
ス
状
木
製
品

3
6
3
9
5
0

c
-
6
6
-
6
9

(
19
.7
)
1
_
3

棚
裏
面
を
平
坦
と
し
、
尖
端
部
の
み
作
出
。

1
.
2

1
5
.
0

1
1

66
3

1
ヤ
ス
状
木
製
品

q
7
J
O
3
6
0
7

c
-
6
6
-
5
8

¥割
り

1
7
.
3

2
.
3

1
.
4

2
3
.
0

裏
面
を
平
坦
と
し
、
片
側
の
尖
端
部
の
み
加
工
。

1

ヤ
ス
状
木
製
品

3
8
4
6
2
4

c
-
6
6
-
5
9

16
76

1
1
6
.
3

淋
尖
端
部
の
み
加
工
し
、
基
部
1
面
削
り
。

l
.
5

1．
3

1
7
.
0

1

ヤ
ス
状
木
製
品

3
9
4
7
9
0

18
39

1
c
-
6
6
-
5
8

18
．
9

淋
2
.
4

2
.
4

尖
端
部
の
み
加
工
し
、
基
部
1
面
削
り
。

6
6
.
0

1

42
12

1
ヤ
ス
状
木
製
品

4
0
7
1
7
9

(
3
1
.
1
)

c
-
6
6
-
6
9

淋
尖
端
部
折
損
。
丹
念
な
面
取
り
加
工
し
、
基
部
は
対
面
す
る
2
面
削
り
。

1
.
8

1
.
8

6
2
.
0

ﾔﾅ
ｷﾞ

1

ｌ の Ｃ ｌ

75
0

1
ヤ
ス
状
木
製
品

4
1
3
6
9
4

c
-
6
6
-
6
9

4
0
.
8

，
ワ

自
由
回

2－
2

1
1
9
.
0
○

淋
両
端
に
4
面
削
り
出
し
で
尖
端
部
作
出
。

1

18
63

1
4
2

ヤ
ス
状
木
製
品

4
8
1
4

c
-
6
6
-
6
9
･
5
8

棚
2
7
.
6

ｶｴ
ﾃﾞ

裏
面
は
薄
く
加
工
し
平
坦
に
や
や
幅
広
・

2
.
9

2
.
0

6
4
.
0

1

G
87
6

1 I
ヤ
ス
状
木
製
品

4
3
2
9
1
9

c
-
6
6
-
5
9

2
0
.
3

¥割
1
.
8

ｱ
ｼ
ｻ
ｲ

髄
の
部
分
が
濁
犬
と
な
り
、

2個
組
の
刻
み
目
あ
り
。

1
.
2

2
6
.
0

1

l

8
9
4

l l
鍬

4
4
2
9
3
9

（
6.
9）

c
-
6
6
-
5
9

G
2
3
.
2
1
2
.
7

梱
風
呂
鍬
。
柄
を
固
定
す
る
為
の
模
が
刺
さ
る
。
柄
部
の
木
取
り
は
板
目
。

5
7
8
.
0

ｲ
＋
ノ
~
~
ノ

1
1

22
46

1
台
木

4
5
5
2
0
1

c
-
6
6
-
5
8

1
8
.
8

7
.
5

6
-
9

7
8
6
.
0

妹
ﾔ
ﾅ
稗

直
線
状
の
切
傷
多
数
が
多
数
認
め
ら
れ
る
。

1

縦
槌

4
6
5
2
6
6

c
-
6
6
-
6
9

23
08

1
2
3
.
1
1
3
.
3

5．
6

5
1
8
.
0

跡
枝
の
付
け
根
部
の
加
工
顕
著
。
柄
は
湾
曲
。

ｺ
ﾅ
ﾗ

1

縦
槌

4
7
6
0
5
4

(
21
.9
)
(1
3.
4)

c
-
6
6
-
5
8

30
97

1
（
5.
5）

鮴
頭
部
裂
け
る
よ
う
に
折
損
。
柄
は
丹
念
に
面
取
り
加
工
。

2
4
8
.
0

1

斧
柄
状
木
製
品

G
10

1
4
8
2
9
1
4

c
-
6
7
-
7
0

2
1
_
5
2
5
.
6

鮴
柄
部
途
中
か
ら
折
損
。
頭
部
両
端
に
加
工
痕
あ
り
。
未
製
品
？

行
F

a
p
0

5
4
6
.
0

サ
カ
マ
ド

1

35
66

1
箸
状
木
製
品

4
9
6
5
2
7

c
-
6
6
-
6
9

1
6
.
6

0
.
8

棚
ｽ
稗

0
.
8

6
.
0

両
口
箸
、
A
1
類
。

1

25
01

1
箸
状
木
製
品

5
0
5
4
6
0

c
-
6
6
-
5
8

1
7
.
3
※

棚
0
.
7

0
.
6

4
.
0

両
口
箸
、
A
2
類
。

1

22
76

1 1
箸
状
木
製
品

5
1
5
2
3
3

c
-
6
6
-
6
9

1
9
_
3

0
.
5

0
.
7

棚
4
.
0

ｽギ
両
口
箸
、
A
1
類
。

1

’

2
9
6
5

’ ’
箸
状
木
製
品

5
2
5
9
2
3

c
-
6
6
-
6
9

2
0
.
9

0
.
8

棚
0
.
6

7
.
0

両
口
箸
、
A
1
類
。

ｲ
ﾁ
ｲ

1

箸
状
木
製
品

5
3
3
7
4
9

c
-
6
6
-
6
8

8
0
5

1
2
2
.
8

0
.
7

棚
両
口
箸
、
A
1
類
。

0
.
6

6
.
0

1

2
6
2
3

1
箸
状
木
製
品

5
4
5
5
8
2

c
-
6
6
-
5
9

2
2
.
9

棚
1
.
1

0．
8

1
3
.
0

ｽギ
両
口
箸
、
A
2
類
。

1

箸
状
木
製
品

5
5
4
3
8
8

（
23
.2
）

14
42

1
c
-
6
6
-
6
9

0
.
8

棚
0
.
9

両
口
箸
、
A
2
類
。

8
.
0

1

箸
状
木
製
品

G
64
3

1
5
6
2
1
6
4

c
-
6
6
-
5
9

2
8
.
3

ｱ
ｼ
ｻ
ｲ

0
.
8

淋
0．
9

1
1
.
0

片
口
箸
、

B3
類
。

1



表
Ⅵ
－
1

1
掲
載
木
製
品
一
覧
（
3
）

計
測
値
(
c
m
)

湿
重
量

(
9
)

樹 皮

焼 跡

点 数

取
上

N
o

器 Ｏ

木 Ｎ
名

称
木
取
樹
種

備
考

発
掘
区

図
溺

長
さ

幅
厚
さ

1

3
8
5
6

1
棚

片
口
箸
、

B3
類
。

箸
状
木
製
品

1
2
.
0

c
-
6
6
-
5
8

2
7
.
5

0
.
9

0
.
8

1
6
8
2
1

5
7

棚
ｽギ

片
口
箸
、
B3
類
。

箸
状
木
製
品

G
5
7
6

2
4
.
1

1
-
3

1
.
0

1
9
.
0

1
c
-
6
6
-
5
9

5
8
2
0
9
7

(
2
1
.
9
)

甑
片
口
箸
、

B3
類
。

箸
状
木
製
品

c
-
6
6
-
6
9

3
8
8
9

0
.
8

0
.
8

9
.
0

1
5
9
6
8
5
3

G
42

1
1/
4割

ｱ
ｼ
ｻ
ｲ

片
口
箸
、

B3
類
。

箸
状
木
製
品

c
-
6
6
-
6
9

2
1
.
1

0
.
9

1
3
.
0

1
-
1

1
6
0
2
4
6
4

15
63

1
棚

片
口
箸
、
B4
類
。

箸
状
木
製
品

c
-
6
6
-
6
9

1
9
_
4

0
.
7

0
.
6

5
.
0

1
61

4
5
1
1

25
06

1 1
棚

片
口
箸
、

B4
類
。

箸
状
木
製
品

c
-
6
6
-
5
8

2
0
.
6
※

0
.
9

0
.
8

8
.
0

1
6
2
5
4
6
5

26
13

1 1
(
12
.9
)

棚
片
口
箸
、

B2
類
。

箸
状
木
製
品

5
.
0

c
-
6
6
-
5
8
.
5
9

0
.
7

0
.
7

1
6
3
5
5
7
2

’

2
5
1
6

’ ’
淋

片
口
箸
、
B1
類
。

箸
状
木
製
品

ｽギ
c
-
6
6
-
6
9

1
4
.
8

0．
8

0
.
7

5．
0

1
6
4
5
4
7
5

i

38
33

1
箸
状
木
製
品

棚
片
口
箸
、

B2
類
。

1
4
.
8

0
.
7

4
.
0

6
7
9
8

c
-
6
6
-
6
9

0
.
6

1
6
5

棚
ｱ
ｼ
ｻ
ｲ

片
口
箸
、

B2
類
。

箸
状
木
製
品

38
12

16
．
5

0
.
8

0
.
7

6
.
0

6
6
6
7
7
6

c
-
6
6
-
6
9

1

棚
片
口
箸
、

B3
類
。

箸
状
木
製
品

24
01

c
-
6
6
-
6
9

1
7
.
8
※

0
.
8

7
.
0

6
7
5
3
6
0

l
.
0

1

39
94

1
串
状
木
製
品

（
12
.3
）

棚
H
類
。
端
部
折
損
。
尖
端
の
み
細
く
削
り
出
し
て
い
る
。

ｱ
ｼ
ｻ
ｲ

c
-
6
6
-
6
9

0
.
8

0
.
6

5
.
0

6
8
6
9
5
7

1

71
1

1
<
_
C

岸
ム

H
類
。
端
部
折
損
。
尖
端
の
み
細
く
削
り
出
し
て
い
る
。

串
状
木
製
品

淋
ﾘ
ﾝ
坪

6
9
3
6
5
5

c
-
6
6
-
5
8

6
.
3

0
.
8

0
.
8

2
.
0

1

23
59
卜
①

I
(
14
.9
)

A
類
。
端
部
折
損
。
焼
き
鳥
串
状
。

脇
串
状
木
製
品

0
-
7

0
.
4

3
.
0

7
0
5
3
1
7

c
-
6
6
-
5
8

1

24
25

1 1
串
状
木
製
品

柾目
ｽ
秤

A
類
。
端
部
折
損
。
焼
き
鳥
串
状
。

c
-
6
6
-
6
9

1
4
.
8

0
.
4

2
.
0

7
1
5
3
8
4

0
.
5

1

’

8
9
0

' ’
串
状
木
製
品

棚
ｽ
秤

A
類
。
端
部
折
損
。
焼
き
鳥
串
状
。

7
2
2
9
3
4

c
-
6
6
-
5
9

G
1
6
.
7

0
.
7

0
.
5

4．
0

1

1

23
58

1
串
状
木
製
品

柾目
ｽギ

B
類
。
両
端
に
尖
端
加
工
。

7
3
5
3
1
6

c
-
6
6
-
5
8

2
3
-
6

0
.
8

0
.
5

5
.
0

1

B
類
。
端
部
折
損
。

1面
削
り
。

串
状
木
製
品

棚
2
5
8
4

c
-
6
6
-
6
9

G
16
2

1
1
9
.
0

0
.
5

4．
0

7
4

0
.
7

1

(
15
.4
)

F類
。
端
部
折
損
。
尖
端
部
幅
広
。

串
状
木
製
品

棚
2
9
7
6

c
-
6
6
-
7
9

33
1

8
.
0

句
F

I
D

1
.
2

0
.
7

1

G
48

1
串
状
木
製
品

G
類
。
端
部
折
損
。
枝
材
の
1
面
削
り
。

淋
7
6
1
5
8
4

c
-
6
7
-
6
0

1
9
.
7

1
.
0

0
.
7

7
-
0

２

6
5

1
串
状
木
製
品

脇
A
類
。
端
部
折
損
。
先
端
部
炭
化
。

○
句
可

I
I
3
0
0
8

c
-
6
6
-
6
9

1
0
.
1

0
.
7

0
.
4

2
.
0

1

14
07

1 1

(
14
.2
)

串
状
木
製
品

棚
A
類
。
端
部
折
損
。

7
8
4
3
5
3

c
-
6
6
-
6
9

0
.
7

0
.
7

5
.
0

1

21
79

1 1
心 拙 ○ 躯 倣 什 噸 Ｓ 鎚 慨

(
1
0
.
4
)

串
状
木
製
品

棚
A
類
。
端
部
折
損
。

7
9
5
1
3
3

c
-
6
6
-
6
9

0
.
7

0
.
3

3
.
0

1

1

1
9
9
8

’ ’
串
状
木
製
品

(
10
.0
)

F類
。
端
部
折
損
。

棚
8
0
4
9
5
0

c
-
6
6
-
6
9

0
.
8

0
.
5

3
.
0

1

1

2
8
2
7

1
C
類
。
尖
端
部
幅
広
。

串
状
木
製
品

棚
8
1

c
-
6
6
-
5
9

0
.
9

0
-
4

4
.
0

5
7
8
5

1
5
.
1

1

串
状
木
製
品

1/
43

H
類
。
端
部
裂
け
る
よ
う
に
折
損
。

8
2
6
7
7
8

c
-
6
6
-
6
9

38
14

1
2
0
.
0

0
.
9

1
.
0

8
.
0

1

（
9.
5）

価
C
類
。
端
部
折
損
。
尖
端
部
幅
広
。

串
状
木
製
品

30
11

8
3
5
9
6
9

c
-
6
6
-
6
9

l
.
2

0
.
8

5
.
0

1

(
36
.1
)

86
0

1
ｽｷ
？

B
類
。
端
部
折
損
。

串
状
木
製
品

棚
c
-
6
6
-
6
9

1
8
.
0

1
.
2

0
.
7

8
4
3
8
0
4

1
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表
Ⅵ
－
1
2
掲
載
木
製
品
一
覧
（
4
）

器 Ｏ

木 Ｎ

取
上

N
o

計
測
値
(
c
m
)

混
重
量

(
9
)

焼 跡

樹 皮

点 数
鴎
号

名
称

発
掘
区

木
取
樹
種

備
考

長
さ

幅
厚
さ

串
状
木
製
品

(
32
.9
）

8
5
6
3
4
4

c
-
6
6
-
6
9

33
85

1
¥割

2
.
0

1
.
0

3
1
.
0

D
類
。
端
部
折
損
。
半
割
枝
を
加
工
。

1

串
状
木
製
品

（
28
.6
）

8
6
3
8
6
7

c
-
6
6
-
5
9

92
3

1
棚

1
.
2

0
.
5

1
2
.
0

B
類
。
基
端
部
丸
い
。

1

串
状
木
製
品

38
44

1
8
7
6
8
0
9

c
-
6
6
-
6
9

2
9
.
6

棚
1
.
3

0
.
6

1
3
.
0

ﾄﾈ
ﾘｺ

E類
。
基
端
部
丸
い
。

1

24
20

1
串
状
木
製
品

(
23
.6
）

8
8
5
3
7
9

c
-
6
6
-
6
9

1/
4割

1
.
2

1
.
0

1
5
.
0

ｽ
軒

H類
。
端
部
折
損
。

1

34
24

1
串
状
木
製
品

8
9
6
3
8
3

c
-
6
6
-
6
9

3
1
.
5

棚
1
_
2

0
.
8

2
0
.
0

ｲﾁ
ｲ？

F
類
。
端
部
折
損
。

1

99
5

1
ピ
ン
状
木
製
品

3
9
3
7

(
10
.1
)

9
0

c
-
6
6
-
5
8

尖
端
部
の
み
加
工
。
基
端
部
丸
形
面
取
り
、
尖
端
部
交
差
す
る
2
面
削
り
。

1
.
2

淋
1
.
2

1
0
.
0

ﾔﾅ
ｷﾞ

1

15
48

1 1
ピ
ン
状
木
製
品

(
13
.6
)

9
1
4
4
9
6

c
-
6
6
-
6
9

l/
4割

基
端
部
丸
形
面
取
り
。
先
端
わ
ず
か
に
折
損
。

1
.
7

1
.
2

1
5
.
0

1

’

2
0
0
5

i ’
ピ
ン
状
木
製
品

(
13
.8
)

92
4
9
5
7

c
-
6
6
-
6
9

棚
基
端
剖
坪
ら
に
面
取
り
。
尖
端
部
炭
化
。

1
.
5

0
.
7

9
.
0

○
ｽ
稗

1
l

11
10

1
ピ
ン
状
木
製
品

9
3
4
0
5
2

（
13
.8
）

c
-
6
6
-
5
8

師
基
端
部
平
ら
に
面
取
り
。
先
端
わ
ず
か
に
折
損
。

1
.
0

0
.
8

7
.
0

1

串
状
木
製
品

9
4
7
0
6
0

(
17
.5
)

c
-
6
6
-
6
9

l/
4割

40
95

1
1
.
6

1
.
0

○
H
類
。
端
部
炭
化
。
尖
端
部
の
み
加
工
。

1
6
.
0

1

串
状
木
製
品

（
13
.8
）

9
5
5
3
0
8

c
-
6
6
-
5
8

23
50

1
1
.
2

0
-
9

棚
ｽギ

H
類
。
端
部
折
損
。

9
.
0

1

19
4

1
串
状
木
製
品

（
19
.2
）

9
6
3
1
3
7

c
-
6
6
-
6
8

1/
4:
I

1
.
3

1
1
.
0

H
類
。
端
部
折
損
。
尖
端
部
の
み
加
工
。

1．
1

1

ｌ ④ 画 Ｉ

92
1

1
軸
状
木
製
品

9
7
3
8
6
6

c
-
6
6
-
5
9

2
2
.
9

2．
3

棚
~
1

ヨ

カ
エ
プ

面
取
り
加
工
。
基
端
部
は
ほ
ぼ
平
ら
で
、
つ
ぶ
れ
あ
り
。

2
.
0

6
2
.
0

1

89
5

1
軸
状
木
製
品

98
3
8
3
9

c
-
6
6
-
5
8

21
．
1

1
.
8

l/
4:
I

面
取
り
加
工
。
基
端
部
は
ほ
ぼ
平
ら
で
、
つ
ぶ
れ
あ
り
。

1
.
7

4
5
.
0

ﾓ
ｸ
ﾚ
ﾝ

|’

G
57
7

1 1
軸
状
木
製
品

9
9
2
0
9
8

c
-
6
6
-
5
9

2
0
.
8

1
.
8

1
.
3

淋
面
取
り
加
工
。
基
端
部
は
ほ
ぼ
平
ら
で
、
つ
ぶ
れ
あ
り
。
断
面
楕
円
形
。

3
5
.
0

1

1

1
0
4
2

1 1
軸
状
木
製
品

1
0
0
3
9
8
4

c
-
6
6
-
5
8

2
2
.
6

棚
2
.
0

l
.
8

~
1

ご

ｶエ
プ

面
取
り
加
工
。
基
部
縁
面
取
り
し
、
基
端
部
は
平
ら
で
、
つ
ぶ
れ
あ
り

4
4
.
0

1
1

12
17
卜
①

軸
状
木
製
品

4
1
6
0

（
34
.7
）

1
0
1

c
-
6
6
-
5
8

1
.
7

淋
端
部
凸
形
で
摩
耗
。
尖
端
部
3
面
削
り
。

1
.
7

6
6
.
0

ﾔﾅ
ｷﾞ

1

楕
円
棒
状
木
製
品

1
0
2
4
1
4
1

(
3
3
.
0
)

c
-
6
6
-
5
8

11
98

1
9
9

ム
･
ム

棚
断
面
楕
円
形
。
両
端
削
り
出
し
で
胴
部
が
厚
い
。

。
1．
5

7
4
.
0

ｻ
ｸ
ﾗ

1

軸
状
木
製
品

1
0
3
6
6
9
6

c
-
6
6
-
6
9

37
33

1
（
20
.7
）

棚
断
面
楕
円
形
。
端
部
折
損
。

1
.
9

4
0
.
0

1
_
7

1

42
52

1
串
状
木
製
品

（
13
.8
）

1
0
4
7
2
2
0

c
-
6
7
-
6
0

棚
1
.
3

0
.
8

9
.
0

H
類
。
端
部
折
損
。
尖
端
部
削
り
出
し
。

1

35
33

1
串
状
木
製
品

1
0
5
6
4
9
4

c
-
6
6
-
6
9

棚
C
類
。
尖
端
部
1
面
削
り
で
幅
広
・
断
面
角
形
。

1
7
.
3

1
.
0

1
.
0

1
4
.
0

1

11
66

1
串
状
木
製
品

（
9.
6）

1
0
6
4
1
0
8

c
-
6
6
-
6
9

棚
C
類
。
端
部
折
損
。
尖
端
部
1
面
削
り
で
幅
広
・
断
面
角
形
。

0
.
9

0
.
8

5
.
0

1

21
27

1 1
串
状
木
製
品

1
0
7
5
0
8
1

c
-
6
6
-
5
8

棚
9
.
1

1
.
1

0
-
9

6
.
0

H
類
。
尖
端
先
端
部
2
面
削
り
出
し
。

1

1

2
8
6
3

’ ’
串
状
木
製
品

(
21
.5
)

1
0
8
5
8
2
1

c
-
6
6
-
6
9

棚
B類
。
端
部
折
損
。
尖
端
部
わ
ず
か
に
折
損
。

0
.
8

0
.
7

7
.
0

1

1

26
98

1
串
状
木
製
品

（
23
.2
）

1
0
9

（
1.
4）

5
6
5
7

c
-
6
6
-
6
9

棚
0
.
5

1
2
.
0

B類
。
両
端
部
折
損
。

1

串
状
木
製
品

35
81
卜
①

(
13
.5
)

1
1
0
6
5
4
2

c
-
6
6
-
6
9

柾目
0
.
8

0
.
4

B
類
。
基
端
部
斜
め
に
加
工
。
尖
端
部
折
損
。

4
.
0

1

串
状
木
製
品

（
8.
3）

1
1
1
5
7
8
1

c
-
6
6
-
5
9

28
23

1
1
.
0

0
.
5

○
棚

B
類
。
端
部
折
損
。
上
部
炭
化
。

3
.
0

1

34
03

1
串
状
木
製
品

1
1
2
6
3
6
2

c
-
6
6
-
5
9

2
4
.
0

1
.
3

2
6
.
0

○
棚

B類
。
先
端
部
炭
化
。

1
.
1

1



表
Ⅵ
－
1
3
掲
載
木
製
品
一
覧
（
5
）

取
上

N
o

計
測
値
(
c
m
)

焼 跡

棒 恥
湿
重
量

(
9
)

樹 皮

点 数
名

称
発
掘
区

図
溺

木
取
樹
種

備
考

長
さ

幅
厚
さ

串
状
木
製
品

1
/
6
3

3
0
9
8

c
-
6
6
-
6
9

1
5
5

2
1
.
6

1
.
2

0
.
8

1
1
.
0

○
B類
、
両
端
焼
け
。

H
類
、
両
端
焼
け
。

1
1
3

1

棚
串
状
木
製
品

c
-
6
6
-
6
9

2
7
9
3

1
8
.
1

1
.
4

1
-
1

○
1
1
4
5
7
5
0

1
6
.
0

1

（
20
.0
）

ヒ
キ
リ
ギ
ネ

88
2

棚
3
8
2
6

c
-
6
6
-
6
9

1．
4

1
-
3

2
3
.
0

ｽギ
摩
擦
部
断
面
円
形
、
径
1
.
l
c
m
・
焦
痕
は
水
平
。

摩
擦
面
と
底
面
を
水
平
に
加
工
。

ヒ
キ
リ
ウ
ス
2か
所
残
存
。
ホ
ー
65
46
上
齢
。

1
1
5

1

ヒ
キ
リ
板

(*
22
.3
）

淋
1
1
6
6
5
4
7

c
-
6
6
-
6
9

3
5
8
5
.
3
5
8
4

＊
2．
7

＊
2．
4

＊
80
．
0

ﾔﾅ
ｷﾞ

1

24
35

1 1
炉
鉤

柾目
c
-
6
6
-
6
9

1
6
.
6

2
.
9

ｽ
稗

片
側
の
上
下
に
鉤
状
の
挟
り
あ
る
。

両
端
部
表
裏
が
快
ら
れ
、
角
形
の
貫
通
孔
あ
る
。

1
1
7
5
3
9
4

1
.
7

4
7
.
0

1

1

8
7
8

’ ’
両
端
穿
孔
丸
木
材

1
1
8
2
9
2
1

c
-
6
6
-
5
9

G
1
1
.
4

1．
8

2
2
.
0

淋
ﾄﾈ
ﾘｺ
？

1．
7

1

I

G
10
6

1
杓
子

（
7.
2）

（
3.
3）

(
3.
0)

鮴
､リ

ｶｴ
ﾃﾞ

柄
部
と
皿
状
頭
部
の
一
部
の
み
残
存
。

1
1
9
2
9
2
3

c
-
6
7
-
5
0

1
2
.
0

1

栓
(
12
.0
)

柾目
樽
な
ど
の
栓
。
摩
耗
し
た
挿
入
痕
有
り
。

1
2
0
2
1
9
7

c
-
6
6
-
5
9

G
67
6

1
2
.
7

2
.
8

5
4
.
0

ｶ
ｴ
弁

1

栓
G

84
1

淋
樽
な
ど
の
栓
摩
耗
し
た
挿
入
痕
有
り
。

1
2
1
1
3
8
7

c
-
6
6
-
5
9

6
.
7

2
.
3

2
.
3

2
4
.
0

ﾄﾈ
ﾘｺ

1

34
16

1
栓

師
丹
念
に
面
取
り
加
工
し
、
上
端
部
に
敲
打
痕
あ
る
。

1
2
2

c
-
6
6
-
5
9

8
.
2

ｽギ
6
3
7
5

O
ワ

ム
ロ
I

2
-
9

3
9
.
0

1

28
64
1

栓
棚

1
2
3
5
8
2
2

c
-
6
6
-
6
9

3
.
0

3．
0

3
0
.
0

丹
念
に
面
取
り
加
工
し
、
上
端
部
に
敲
打
痕
あ
る
。

5
.
2

ｽギ
1

樽
の
蓋
。
中
央
に
栓
の
孔
が
あ
る
。
12
3が
挿
入
さ
れ
て
い
た
可
能
性
あ
る
。

11
72

1 1
（
25
.8
）

桶
・
樽

(
2.
8）

棚
1
2
4

c
-
6
6
-
6
9

3
8
.
0

ｽギ
4
1
1
5

1
.
6

1

G
ll

l l

ｌ ① い Ｉ

桶
・
樽

（
19
.7
）

棚
1
2
5
2
9
1
5

c
-
6
7
-
7
0

8
.
9

2
.
0

2
0
0
.
0

ｽギ
底
ま
た
は
蓋
。
両
側
縁
に
目
釘
が
1
か
所
ず
つ
残
存
。

1

I

2
6
6
0

i I
(
21
.7
)
(4
.4
）

桶
・
樽

梱
折
損
し
た
底
ま
た
は
蓋
。

1
2
6
5
6
1
9

c
-
6
6
-
6
9

○
ｽギ

1
.
3

7
7
.
0

1

桶
・
樽

1
2
7
2
0
1
8

c
-
6
6
-
5
9

G
49
6

1
棚

桶
側
板
の
再
加
工
。

6
.
1

3
.
8

1
6
.
0

ｽギ
l
_
O

1
1

32
9

1
桶
・
樽

棚
1
2
8
3
2
7
1

c
-
6
6
-
6
8
.
6
9

3
0
.
4

ｽギ
底
ま
た
は
蓋
。
片
側
縁
に
目
釘
が
2
か
所
残
存
。

6
.
0

1
.
6

2
5
2
.
0

1

漆
塗
椀

（
7.
2）

イ
キ

ノ
ノ

12
30

1
鮴

1
2
9
4
1
7
5

c
-
6
6
-
6
9

1
3
.
6

口
縁
部
の
一
部
と
底
部
を
破
損
。
内
面
朱
漆
塗
り
。
下
地
は
黒
漆
塗
り
。

1
3
.
0

1

黒
漆
塗
部
材

G
89
6

1
（
7.
8）

（
3.
5）

棚
1
3
0
2
9
4
4

黒
漆
塗
り
。

c
-
6
6
-
5
9

O
ワ
ム
．
I

1

G
23
3

1
漆
塗
椀
底
部

（
4.
4）
(1
0.
0）

（
5.
4）

櫛
内
外
面
に
朱
漆
と
黒
漆
が
わ
ず
か
に
残
存
。
下
地
は
黒
漆
塗
り
。

1
3
1
2
9
4
3

c
-
6
6
-
5
8

1

25
04

1
漆
塗
椀
片

（
1.
5）
(0
.4
）

（
3.
4）

1
3
2
5
4
6
3

鮴
内
外
面
に
朱
漆
と
黒
漆
が
わ
ず
か
に
残
存
。
下
地
は
黒
漆
塗
り
。

c
-
6
6
-
5
8

1

27
88

1 1
漆
塗
椀
片

（
2.
3）

（
0.
4）
（
4.
1）

1
3
3

c
-
6
6
-
6
9

鮴
内
外
面
に
朱
漆
と
黒
漆
が
わ
ず
か
に
残
存
。
下
地
は
黒
漆
塗
り
。

5
7
4
5

I

l

G
8
9
3

1 1
曲
物
・
折
敷

1
3
4
2
9
3
7

c
-
6
6
-
5
9

2
2
.
9

梱
綴
じ
合
わ
せ
の
サ
ク
ラ
の
樹
皮
残
存
。
目
釘
孔
が
3か
所
あ
る
。

4
.
3

0
.
5

4
2
.
0

ｽギ
I

1

39
27

1
心 継 ○ 躯 戚 什 嗣 ｓ 鰯 醐

曲
物
・
折
敷

1
3
5
6
8
9
1

c
-
6
6
-
6
9

4
.
0

梱
目
釘
が
2か
所
残
存
。

1
-
4

0
.
7

4
.
0

ｽギ
1

団
子
箆

1
3
6

棚
柄
部
を
縦
方
向
に
折
損
。

4
5
2
5

c
-
6
6
-
6
9
･
5
9

15
77

1
2
1
.
7

3
.
4

ｽギ
9

ワ
ム
･
白

6
6
.
0

I

団
子
篦

6
4
2
8

34
68

1
柾
目

柄
端
部
に
向
か
っ
て
徐
々
に
細
く
加
工
。
先
端
片
歯
。

1
3
7

c
-
6
6
-
5
9

4
3
.
2

6．
0

ｻ
ｸ
ﾗ

1
.
4

2
0
2
.
0

1

43
15

1
団
子
箆

1
3
8

3
4
.
9

締
擢
形
に
加
工
。
先
端
部
片
面
削
り
。

7
2
8
3

c
-
6
6
-
6
9

4．
6

ｽギ
1
.
5

1
1
4
.
0

1

36
82

1
団
子
篦

棚
先
端
部
折
損
。

1
3
9
6
6
4
5

c
-
6
6
-
6
9

3
6
.
5

3
.
8

1
.
1

6
4
.
0

－ ７
ナ

コ

1

G
88

0
1
(

17
.1
)

団
子
篦

柄
部
と
先
端
部
を
折
損
。

柾
目

1
4
0
2
9
2
4

c
－
6
6
－
5
9

4．
4

0
.
9

2
9
.
0

ｺ
ﾅ
ﾗ

1
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表
Ⅵ
－
1
4
掲
載
木
製
品
一
覧
（
6
）

鐸 恥
取
上

N
o

計
測
値
(
c
m
)

湿
重
量

(
9
)

樹 皮

焼 跡

点 数

職
名

称
発
掘
区

木
取
樹
種

備
考

長
さ

幅
厚
さ

飾
り
板

1
4
1
6
4
1
1

c
-
6
6
-
6
9
.
5
9

3
4
5
1

2
9
-
3

7
.
0

2
.
6

3
4
6
.
0

棚
ﾓ
ｸ
ﾚ
ﾝ

ア
イ
ヌ
文
様
が
彫
刻
さ
れ
て
い
る
。
3か
所
の
挟
り
と
角
孔
が
あ
る
。

ﾄﾁ
ﾉｷ
?,
ﾊｺ
ﾔﾅ
稗
。
側
面
に
線
刻
が
施
さ
れ
る
。

受
部
は
中
央
が
凹
む
2面
削
り
で
、
尖
端
部
折
損
。
4イ
ン
チ
釜
場
出
土
。

股
木
を
利
用
し
た
受
部
。
尖
端
部
は
4
面
削
り
。

端
部
を
折
損
。
尖
端
部
は
1
面
削
り
。

粗
く
面
取
り
加
工
。
中
央
部
か
ら
折
損
。

模
の
打
ち
込
ま
れ
た
角
材
が
貫
通
孔
に
残
存
。

端
部
か
ら
模
が
打
ち
込
ま
割
裂
。
中
央
部
に
挿
入
の
た
め
の
摩
耗
あ
り
。

先
端
部
摩
耗
。

端
部
が
段
加
工
さ
れ
る
。

角
孔
部
か
ら
縦
方
向
に
折
損
。

短
杭
状
の
2
面
削
り
。
長
方
形
の
角
孔
あ
る
。

角
孔
が
あ
る
。
縦
方
向
に
折
損
。

角
孔
が
あ
る
。
丸
木
の
表
裏
に
平
坦
面
作
出
。

角
孔
部
か
ら
横
方
向
に
折
損
。
断
面
凸
レ
ン
ズ
状
。

下
端
部
炭
化
。
角
孔
部
か
ら
縦
方
向
に
折
損
。

1

飾
り
板
片

1
4
2
7
1
2
0

c
-
6
6
-
6
9

41
54

1
1
4
.
8

1
.
8

棚
ワ

ワ
“
の
“

2
2
.
0

1

柱
（
受
部
）

1
4
3
2
7
9
6

c
-
6
7
-
5
0

（
76
.4
）

G
22

1
1
0
.
2

10
．
6
4
9
3
7
0

淋
1

１ ｌ １ ｌ １ ｌ

1

1

1

柱
4
4
6
9
7
3

c
-
6
6
-
6
9

4
0
1
0

1
1
4
0
.
3

8
.
0

9
.
1
3
6
4
0
.
0
○

鮴
1

柱
4
5
7
0
2
3

c
-
6
6
-
6
9
･
6
7
-
6
0

(1
14
.8
）

4
0
6
0

5
.
1

6
.
0
1
7
8
0
.
0

淋
1

環
状
部
材

4
6
3
8
6
4

c
-
6
6
-
5
8

9
1
9

(1
4.
9)

2
5
.
8

1
0
.
0
1
7
2
5
.
0

梱
ﾄﾈ
ﾘｺ

1

木
組
部
材

1
4
7
6
6
0
6

c
-
6
6
-
6
9

3
6
4
4

1
（
8.
8）

2
8
.
9

5
.
2

3
0
9
.
0

淵
リ

－ ７
ナ

コ

1

模
付
丸
棒
状
部
材

1
4
8
6
4
8
5

c
-
6
6
-
6
9

3
5
2
4

i
1
9
.
0

2
.
6

9
9

白
●
白

4
8
.
0

淋
ハ
リ
ギ
リ

〃
~
I
”

1

閂
状
部
材

1
4
9
2
9
3
3

c
-
6
6
-
5
9

G
88
9

1
1
1
｡
2

2
.
8

2
.
0

棚
4
5
.
0

I

1
5
0
5
0
8
3
閂
状
部
材

c
-
6
6
-
5
8

21
29

1
9
-
8

2
.
5

1
_
8

2
6
.
0

棚
ｶｴ
ﾃﾞ

1

有
孔
棒
状
部
材

1
5
1
5
0
2
4

c
-
6
6
-
5
8

20
70

1
（
2.
9）

1
2
.
8

り
り

臼
中
些

3
8
.
0

棚
’ ’ １

有
孔
棒
状
部
材

1
5
2
7
2
8
9

43
21

1
c
-
6
7
-
6
0

4.
3）

1
5
.
9

4．
6

1
6
8
.
0

淋
ｲ
ﾁ
ｲ

－ ④ 』 Ｉ

有
孔
棒
状
部
材

1
5
3
2
9
2
9

c
-
6
6
-
5
9

G
8
8
5

（
2.
7）

20
．
3

2．
1

棚
5
7
.
0

ﾊ
ﾘ
ｷ
ﾘ

1

有
孔
棒
状
部
材

27
00

1
1
5
4
5
6
5
9

c
-
6
6
-
6
9

（
16
.5
）

3
.
3

2
.
4

8
5
.
0

淋
ﾊｺ
ﾔﾅ
ｷﾞ

1

有
孔
棒
状
部
材

1
5
5
5
9
2
5

c
-
6
6
-
6
9

2
9
6
7

(
14
.4
)
2
.
3

0
.
8

1
9
.
0

開
1

肺
有
孔
棒
状
部
材

5
5
1
5

c
-
6
6
-
6
9

(
19
.9
)

2
5
5
6

（
2.
6）

2
.
0

6
a
O

○
棚

ﾊ
ﾝ
ﾉ
ｷ

1

1
5
7
2
9
3
2
有
孔
棒
状
部
材

c
-
6
6
-
5
9

G
88
8

1
（
20
.6
）

1
.
9

1
.
3

3
7
.
0

梱
角
孔
部
か
ら
横
方
向
に
折
損
。

角
孔
部
か
ら
横
方
向
に
折
損
。
両
端
部
折
損
。

角
孔
部
か
ら
横
方
向
に
折
損
。
両
端
部
折
損
。

断
面
丸
、
片
側
に
快
り
あ
る
。

1

有
孔
棒
状
部
材

1
5
8
2
8
4
8

c
-
6
7
-
5
0

G
74

1
（
8.
9）

2
.
4

1
.
4

2
0
.
0

柾
目

1

有
孔
棒
状
部
材

1
5
9
1
3
8
8

c
-
6
6
-
5
9

G
85

1
(
10
.3
)

1
6
.
0

1
.
7

1
_
3

梱
1

快
入
付
棒
状
部
材

1
6
0
3
4
6
2

c
-
6
6
-
6
8

51
9

(
10
｡6
)
0
.
7

0
.
7

4
.
0

淋
1

1
6
1

快
入
付
棒
状
部
材

4
2
4
0

12
94

c
-
6
6
-
5
8

(
10
.1
)
2
.
8

1
.
5

1
6
.
0
○

糊
裏
面
に
平
坦
面
を
作
出
。
下
端
部
欠
損
。
段
状
の
挾
り
あ
る
。

1

1
6
2

快
入
付
棒
状
部
材

3
3
7
9

c
-
6
6
-
6
9

4
3
7

1
0
.
3

2
.
4

1
.
2

棚
9
.
0

裏
面
に
平
坦
面
を
作
出
。
下
端
部
欠
損
。
段
状
の
快
り
あ
る
。

1

25
1 1

挟
入
付
棒
状
部
材

1
6
3
2
9
6
8

c
-
6
6
-
5
8

（
2.
1)

0
.
7

0
.
7

棚
1
.
0

○
下
端
部
炭
化
。
段
状
の
快
り
あ
る
。

1
l

G
2
0
4

i 1
快
入
付
棒
状
部
材

1
6
4
1
7
1
7

c
-
6
6
-
5
8

（
3.
9）

1
.
4

1
.
3

6
.
0

1/
4割

下
端
部
欠
損
。
片
側
に
段
状
の
快
り
あ
る
。

1
I

G
87
9

1
快
入
付
棒
状
部
材

1
6
5
2
9
2
2

c
-
6
6
-
5
9

(
11
.1
)
3
.
0

3
.
1

5
9
.
0

淋
ﾄﾈ
ﾘｺ

下
端
部
欠
損
。
表
裏
に
深
い
快
り
あ
る
。

1

姉
快
入
付
棒
状
部
材

4
7
1
9

c
-
6
6
-
6
8
･
6
9

(
18
.4
)

17
68

1
2
.
5

2
.
1

5
3
.
0

1/
4割

下
端
部
欠
損
。
中
央
部
が
摩
耗
し
括
れ
て
い
る
。

1

快
入
付
棒
状
部
材

1
6
7
4
2
6
3

c
-
6
6
-
5
8

13
17

1
（
26
.0
）

1
.
0

1
.
0

1
8
.
0

淋
下
端
部
欠
損
。
上
端
部
に
片
側
に
挟
り
が
あ
る
。

1

挟
入
付
棒
状
部
材

1
6
8
3
4
4
2

49
9

1
c
-
6
6
-
6
8

1
8
.
7

3．
3

3.
1

1
0
4
.
6

淋
ﾔﾅ
ｷﾞ

上
端
が
粗
く
コ
ケ
シ
状
に
扶
ら
れ
て
い
る
。
端
部
切
痕
多
数
。

1



表
Ⅵ
－
1
5
~
掲
載
木
製
品
一
覧
（
7
）

~ ~ ~ ~ ~ ~

木
器

N
o

甦 叱
計
測
値

(c
m)

潟
重
量

(
9
)

樹 皮

焼 跡

点 数
鴎
号

名
称

発
掘
区

木
取
樹
種

備
考

長
さ

幅
厚
さ

挟
入
付
棒
状
部
材

（
22
.6
）

c
-
6
6
-
5
8

12
27

1
淋

下
端
部
折
損
。
下
か
ら
上
に
削
込
ん
で
、
コ
ケ
シ
状
の
端
部
を
作
出
。

1
6
9
4
1
7
2

2
.
4

2
.
2

7
0
.
0

ﾔ
群

1
l

G
87
4

1
片
側
の
挟
っ
た
、
コ
ケ
シ
状
の
端
部
。
杭
状
尖
端
部
を
6
面
削
り
で
作
出
。

挟
入
付
棒
状
部
材

（
32
.7
）

c
-
6
6
-
5
9

淋
~
0

一

ｶエ
プ

2
9
1
7

5
.
2

5
.
3

4
9
8
.
0

1
7
0

1

挟
入
付
棒
状
部
材

（
25
.6
）

30
29

1
林

5
9
8
6

c
-
6
6
-
6
9

4
.
8

両
端
部
折
損
。
片
側
の
み
挟
る
。

1
7
1

4
.
7

3
7
1
_
0

1

G
20
5

1
丸
棒
状
部
材

1
7
2
1
7
1
8

c
-
6
6
-
5
8

淋
両
端
部
加
工
、
上
端
3
面
削
り
、
下
端
多
面
削
り
。

1
0
.
7

1
.
4

1
2
.
0

1．
5

1

60
1

1
丸
棒
状
部
材

c
-
6
6
-
5
8

淋
ゴ ー ， ノ

エ
Ｌ 打 〆

先
端
の
み
削
出
し
、
上
端
部
面
取
り
。
上
端
部
に
快
り
有
り
。

1
7
3
3
5
4
5

1
2
.
6

1
.
8

1
.
7

2
4
.
0

1

G
88
6

1
丸
棒
状
部
材

2
9
3
0

c
-
6
6
-
5
9

棚
ｶｴ
ﾃﾞ

上
端
部
面
取
り
、
下
端
部
4
面
削
り
。

1
7
4

13
．
7

2
-
0

3
7
.
0

1．
9

1

30
43

1 1
丸
棒
状
部
材

1
7
5
6
0
0
0

c
-
6
6
-
6
9

1
0
.
8

L
8

2
1
.
0

○
淋

面
取
り
加
工
顕
著
、
上
端
部
面
取
り
。
下
端
部
は
炭
化
。

l
.
7

ｲ
ﾁ
ｲ

1

1

2
8
3
5

1 1
丸
棒
状
部
材

(
18
.2
)

棚
1
7
6
5
7
9
3

c
-
6
6
-
5
9

9
ワ
ム
･
I

面
取
り
加
工
顕
著
、
上
端
部
欠
損
。

2
.
0

3
4
.
0

ｲ
ﾁ
ｲ

1

1

34
95

1
丸
棒
状
部
材

（
23
.6
）

ｱ
ｼ
ｻ
ｲ

6
4
5
5

1
7
7

c
-
6
6
-
6
9

2
.
2

2
.
4

8
5
.
0

淋
上
端
部
折
損
。

1

丸
棒
状
部
材

（
24
.5
）

1
7
8
1
6
4
6

c
-
6
6
-
5
8
.
5
9
･
6
8
G

22
1

l
/
4
3

上
端
部
折
損
。
表
面
面
取
り
加
工
。

2
.
4

り
り

ム
．
4

8
8
.
0

ﾓｸ
ﾚｿ
？

1

丸
棒
状
部
材

11
16

1
1
7
9
4
0
5
8

c
-
6
6
-
5
8

2
5
.
3

棚
下
端
部
表
面
に
平
坦
面
作
出
。

1．
3

1
.
0

2
4
.
0

1

G
87
5

1
丸
棒
状
部
材

棚
1
8
0
2
9
1
8

c
-
6
6
-
5
9

3
.
0

下
立
諾
Mに
向
か
っ
て
わ
ず
か
に
細
く
な
る
。

4
4
.
5

3
.
1

2
7
9
.
0

可
十
弓

一
ノ
ノ

1

23
4

1
丸
棒
状
部
材

ｌ ④ 、 ‐

1
8
1

3
1
7
7

c
-
6
6
-
6
9

3
9
.
9

2
.
6

2
.
6

1
6
4
.
0

淋
ｳﾉ
ﾚｼ
？

両
端
に
髄
の
穴
あ
り
。
上
端
部
4
面
削
り
、
下
端
部
3
面
削
り
。

1

29
46

1
（
38
.5
）

丸
棒
状
部
材

1
8
2
5
9
0
4

c
-
6
6
-
6
9

淋
両
端
部
折
損
。
面
取
り
加
工
顕
著
。

1
.
9

1
.
9

8
6
.
0

1

12
60

1 1
丸
嶺
犬
部
材

（
14
.8
）

1
8
3
4
2
0
5

c
-
6
6
-
5
8

淋
面
取
加
工
、
上
端
部
折
損
。
下
端
部
1
面
削
り
‘

1
.
9

2
.
0

2
6
.
0

1

l

8
7
2

l l
丸
棒
状
部
材

（
24
.2
）

1
8
4
3
8
1
6

c
-
6
6
-
7
9

2
.
9

○
淋

上
端
部
面
取
り
加
工
、
下
端
部
折
損
。
表
裏
が
炭
化
し
挾
ら
れ
る
。

2
.
8

1
4
2
.
0

1

1

31
73

1
丸
棒
状
部
材

（
50
.9
）

1
8
5
6
1
3
1

c
-
6
6
-
6
9

1
.
7

2
.
1

9
4
.
0

淋
上
端
部
に
平
坦
面
作
出
。
下
端
部
は
3
面
削
り
。

1

紡
錘
棒
状
部
材

（
43
.9
）

1
8
6
6
3
4
6

c
-
6
6
-
6
9

33
87

1
棚

ﾐ
ｽ
ｷ

断
面
凸
レ
ン
ズ
形
。
下
端
部
に
向
か
っ
て
わ
ず
か
に
薄
細
と
な
る
。

両
端
部
折
損
。
下
端
部
に
向
か
っ
て
わ
ず
か
に
薄
細
と
な
る
。

n
句

0
－
1

1
.
9

1
6
0
.
0

1

紡
錘
棒
状
部
材

（
15
.2
）

1
8
7
3
8
4
0

c
-
6
6
-
5
8

89
6

1
棚

2
-
4

1
-
3

2
9
.
0

1

G
55

1
紡
錘
棒
状
部
材

柾
目

1
8
8
1
5
9
1

c
-
6
7
-
6
0

断
面
凸
レ
ン
ズ
形
。
丹
念
面
取
り
加
工
。
下
端
部
は
対
面
す
る
2
面
削
り
。

1
3
-
2

3
.
9

2
.
2

6
6
.
0

1

22
36

1
紡
錘
棒
状
部
材

(
16
.4
)

1
8
9
5
1
9
1

c
-
6
6
-
5
8

仮目
断
面
凸
レ
ン
ズ
形
。
下
端
部
対
面
す
る
2
面
削
り
。

4
.
3

2
.
0

8
0
.
0

1

17
48

1 1
紡
錘
棒
状
部
材

1
9
0
4
6
9
8

c
-
6
6
-
5
8

4
8
.
0

3
.
4

4
8
5
.
0

¥割
上
端
部
側
縁
か
ら
の
1
面
削
り
、
下
端
部
は
対
面
す
る
2
面
削
り
。

5
.
4

1

心 糾 ○ 細 田 什 蜘 ｓ 鰯 剛

13
49

1 1
紡
錘
棒
状
部
材

4
2
9
5

1/
63

1
9
1

c
-
6
6
-
5
8

1
6
.
7

3
.
5

2
.
4

上
端
部
に
つ
ぶ
れ
痕
、
下
端
部
摩
耗
。

7
0
.
0

1

六
角
棒
状
部
材

棚
1
9
2
2
8
6
4

c
-
6
7
-
5
0

G
9
0

12
．
3

4
.
3

○
断
面
六
角
形
。
下
端
部
対
面
す
る
2
面
削
り
、
上
端
部
炭
化
。

4
.
1

1
0
2
,
0

1

角
棒
状
部
材

(
11
.6
)

1
9
3
1
6
4
5

c
-
6
6
-
5
8
．
5
9
．
6
8
G

2
1

3．
7

8
8
.
0

棚
上
端
部
欠
損
。
下
端
部
凸
形
。

q
q

J
b
U

1

角
棒
状
部
材

G
8
8
7

棚
1
9
4
2
9
3
1

c
-
6
6
-
5
9

25
．
2

句
0

0
．
ム

2
.
4

1
3
0
.
0

下
端
部
に
対
面
す
る
短
い
2
面
削
り
。

ｽギ
1

角
棒
状
部
材

（
2.
4）

（
1.
4）

1
9
5
6
5
5
3

c
-
6
6
-
6
9

35
91

1
14
．
9

棚
縦
方
向
に
折
損
。

下
端
部
折
損
。
上
端
部
は
斜
め
に
切
裁
。
下
端
部
の
一
部
炭
化
。

4
3
.
0

1

12
26

1
角
棒
状
部
材

（
22
.4
）

c
-
6
6
-
5
8

○
棚

1
9
6
4
2
1
2

2
,
6

1
.
2

5
7
.
0

1
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表
Ⅵ
－
1
6
掲
載
木
製
品
一
覧
（
8
）

’

揺 叱
取
上

N
o

計
測
値
(
c
m
)

湿
重
量

(
9
)

樹 皮

焼 跡

点 数
礁
号

名
称

発
掘
区

木
取
樹
種

備
考

長
さ

幅
厚
さ

角
棒
状
部
材

1
9
7
4
6
6
5

c
-
6
6
-
5
8

1
7
1
6

1
9
.
2

2
.
1

棚
1．
6

3
0
.
0

上
端
部
は
斜
め
に
切
裁
。
上
端
部
に
向
か
っ
て
薄
く
加
工
。

1

角
棒
状
部
材

1
9
8
5
2
0
8

(
18
.0
)

c
-
6
6
-
5
8

2
2
5
3

棚
1
.
7

1
.
4

2
8
.
0

下
端
部
折
損
。

1

角
棒
状
部
材

1
9
9
3
0
2
8

c
-
6
6
-
6
9

8
5

1
7
.
2

3
.
3

8
3
.
0

腿
2
.
5

○
上
端
部
炭
化
。
下
端
部
に
向
か
っ
て
薄
く
加
工
。

細
長
い
棒
状
の
板
。

上
端
部
折
損
。
下
端
部
斜
め
に
切
裁
。

1

薄
板
目
板

2
0
0
4
2
4
9

c
-
6
6
-
5
8

1
3
0
3

1
6
.
1

2
.
6

0
.
6

棚
1
8
.
0

1

薄
板
目
板

26
30

1
2
0
1
5
5
8
9

（
26
.7
）

c
-
6
6
-
5
9

1
.
9

0
.
7

棚
2
2
.
0

1

20
67

1 1

薄
板
目
板

2
0
2
5
0
2
1

c
-
6
6
-
5
8

(
24
.0
)
2
.
3

0
.
6

2
7
.
0

棚
両
端
部
折
損
。

両
端
部
・
中
央
部
折
損
。
他
に
比
べ
長
い
。
ホ
ー
73
02
,7
30
3と
齢
。

］

薄
柾
目
板

2
0
3
5
6
8
8

c
-
6
6
-
5
8

27
29
.2
73
0胆

(*
57
.1
)

＊
2．
4

棚
＊
0．
8
*
7
5
.
0

ｽギ
］

18
93

1 1
薄
板
目
板

2
0
4
4
8
4
4

c
-
6
6
-
5
8

（
27
.6
）

1．
6

0
.
7

1
8
.
0

棚
両
端
部
折
損
。
上
端
部
は
細
く
厚
く
、
下
端
部
は
太
く
薄
く
加
工
。

］

1

6
0
9

1 1
薄
柾
目
板

2
0
5
3
5
5
3

c
-
6
6
-
5
8

(
31
.7
)
2
.
9

0
.
9

梱
4
2
.
0

両
端
部
折
損
。

両
端
部
折
損
。

ホ
ー
45
92
と
船

上
端
部
折
損
。
下
端
部
・
片
側
縁
に
加
工
顕
著
。
ホ
ー
43
76
と
齢

両
端
部
折
損
。

1

薄
柾
目
板

2
0
6
4
5
9
1

(*
21
.5
)

c
-
6
6
-
5
9

1
6
4
3
.
1
6
4
4

*
1
.
9

*
0．
6

＊
21
．
0

棚
1

薄
柾
目
板

2
0
7
4
3
7
5

(*
26
.4
）

c
-
6
6
-
6
9

1
4
2
9
･
1
4
3
0

*
1
.
5

＊
0．
3

棚
＊

6．
0

1

25
44
1 1

薄
柾
目
板

2
0
8
5
5
0
3

c
-
6
6
-
6
9

（
7.
2）

2
.
0

0
.
2

棚
2
.
0

1

ｌ ① の Ｉ

2
0
9

薄
柾
目
板

6
9
8
4

(*
11
.9
）

c
-
6
6
-
6
9

4
0
2
1
.
4
0
2
0

＊
2．
4
＊
0
－
2

棚
＊

2．
0

両
端
部
折
損
。
ホ
ー
69
83
上
齢
。

両
端
部
・
両
側
縁
折
損
。

両
端
部
折
損
。
極
薄
。

両
端
部
折
損
。
極
薄
。

1

23
78

1 1

2
1
0

薄
柾
目
板

5
3
3
7

c
-
6
6
-
5
9

(
10
.4
)

（
2.
8）
(
0
.
3
)

【月
6
.
0

1

l

3
7
5
5

i l
薄
柾
目
板

2
1
1
6
7
1
8

（
8.
6）

c
-
6
6
-
6
9

2
.
3

0
.
1

期
2
.
0

1
1

40
04

1
薄
柾
目
板

2
1
2
6
9
6
7

c
-
6
6
-
6
9

（
7.
4）

1
.
6

1
.
0

髄
0
_
1

1

2
1
3

薄
柾
目
板

6
7
5
4

(
19
.9
)

c
-
6
6
-
6
9

3
7
9
0

1
（
4.
2）
(
0
.
8
)

棚
3
5
.
0

上
端
部
・
側
縁
折
損
。
粗
い
表
面
加
工
。

1

2
1
4

薄
柾
目
板

4
6
9
4

（
18
.5
）

c
-
6
6
-
5
8

1
7
4
4

2
.
4

0
.
7

棚
2
2
.
0

両
端
部
折
損
、

両
端
部
折
損
。

両
端
部
折
損
、

両
端
部
折
損
。

下
端
部
折
損
。

片
側
縁
に
加
工
痕
残
存
。

1

薄
柾
目
板

2
1
5
3
1
4
3

（
10
.9
）

c
-
6
6
-
5
8

2
0
0

9
Q

白
①
』

0
.
4

8
.
0

棚
1

薄
柾
目
板

2
1
6
7
0
8
0

c
-
6
7
-
6
0

(*
29
.6
）

4
1
1
4
.
4
1
2
7

＊
5．
3

棚
＊
0－
6
*
5
7
.
0

片
側
縁
に
加
工
痕
残
存
。
ホ
ー
70
93
上
齢

側
縁
や
や
丸
い
。

上
端
部
表
面
に
切
裁
痕
残
存
。

1

G
45

蒲
鉾
形
柾
目
板

2
1
7
1
1
4
5

c
-
6
6
-
5
8

（
25
.3
）

9
9

凸
凸
白

1
.
1

4
4
.
0

棚
1

畑
1
6
0
3

蒲
鉾
形
柾
目
板

4
5
5
1

c
-
6
6
-
6
9

（
22
.5
）

3
.
4

棚
0
.
9

4
9
.
0

1
1

11
7

1
蒲
鉾
形
柾
目
板

2
1
9
3
0
6
0

c
-
6
6
-
6
9

（
22
.5
）

2
.
1

1
.
1

3
5
.
0

○
梱

ｽギ
上
端
部
折
損
。
中
央
部
が
炭
化
し
挟
れ
る
。
表
面
に
切
裁
痕
残
存
。

両
端
部
折
損
。
側
縁
や
や
丸
い
。
上
端
部
の
一
部
が
炭
化
。

角
孔
か
ら
横
方
向
に
折
損
。
上
端
部
1面
削
り
。

断
面
は
台
形
。
片
側
縁
に
丸
い
快
り
が
あ
る
。

上
端
部
凸
形
。
上
端
部
に
角
形
の
扶
り
、
下
端
部
に
丸
形
の
浅
い
快
り
。

下
端
部
折
損
。
角
孔
か
ら
縦
方
向
に
折
損
。
上
端
部
斜
め
に
削
ら
れ
る
。

1

蒲
鉾
形
柾
目
板

2
2
0
2
9
2
0

（
28
.6
）

c
-
6
6
-
5
9

G
87
7

1
2
.
4

1
.
0

○
柾目

5
1
.
2

ｽギ
2

有
孔
板
材

2
2
1
5
0
4
8

c
-
6
6
-
5
8

20
94
1

（
6.
6）

4．
7

0
.
8

1
4
.
0

棚
1

挟
入
付
板
材

2
2
2
4
3
7
1

14
25

1
c
-
6
6
-
6
9

8
.
6

3
.
7

1
.
3

棚
1
9
.
0

1

決
入
付
板
材

G
87
3

1
2
2
3
2
9
1
6

c
-
6
6
-
5
9

3
3
.
6

4
.
0

1
.
9

期
1
4
3
.
0

ﾊ
ﾘ
ｷ
ﾘ

1

34
62

1
有
孔
板
材

2
2
4
6
4
2
2

（
29
.9
）
（
5.
7）

c
-
6
6
-
5
9

1
.
5

棚
1
9
5
.
0

ﾊ
ﾘ
ｷ
ﾘ

1



表
Ⅵ
－
1
7
掲
載
木
製
品
一
覧
（
9
）

点 数

焼 跡

湿
重
量

(
9
)

樹 皮

計
測
値
(
c
m
)

唾 恥
木
器

N
o

考
備

木
取
樹
種

発
掘
区

名
称

踊
号

幅
厚
さ

長
さ

表
面
に
加
工
痕
顕
著
。
片
側
に
よ
っ
た
位
置
に
、
角
孔
が
あ
る
。

ﾄﾈ
ﾘｺ

柾目
1
6
6
.
0

2
7
.
4

6
.
2

1
.
3

2
8
0
6

有
孔
板
材

c
-
6
6
-
5
9

5
7
6
3

2
2
5

周
縁
が
斜
め
に
削
ら
れ
て
い
る
。
上
端
の
角
孔
は
削
ら
れ
て
い
る
。

棚
(
21
.4
)

1
3
9
.
0

1
庁

可

I
．
I

1
.
4

2
5
7
1

有
孔
板
材

c
-
6
6
-
6
9

5
5
3
0

2
2
6

上
端
部
が
曲
線
を
描
く
。
片
側
に
よ
っ
た
位
置
に
、
角
孔
が
あ
る
。

棚
(
13
.2
)

1
5
1
.
0

1
.
2

6
.
1

G
26

1
有
孔
板
材

c
-
6
7
-
8
0

2
9
0
4

O
の
ワ

ム
ム
I

上
端
部
の
腐
朽
・
分
解
著
し
い
。
中
央
や
や
上
角
孔
、
側
縁
に
挟
り
あ
る
。

棚
ｊ ｊ

６ ７
● ◆

４ ７

３
く く

35
94

1
1
9
6
.
0

1
2
.
1

6
.
1

有
孔
板
材

c
-
6
6
-
6
9

2
2
8
6
5
5
6

上
端
部
を
平
坦
に
加
工
。
大
型
の
角
孔
部
か
ら
折
損
。
建
材
の
可
能
性
。

G
20

1
棚

1
(
6
.
1
)

4
8
.
0

9
ワ
ム
合
0

有
孔
板
材

c
-
6
7
-
5
0

2
7
9
4

2
2
9

上
ｼ鏑
]を
平
坦
に
加
工
。
大
型
の
角
孔
部
か
ら
折
損
。
建
材
の
可
能
性
。

G
14

1 1

棚
(1
2.
2)

2
2
3
.
0

（
12
.0
）

|’
3
.
0

有
孔
板
材

c
-
6
6
-
7
9

2
3
0
1
5
3
6

23
00

1 1

両
端
部
を
折
損
し
て
い
る
片
側
に
よ
っ
た
位
置
に
、
角
孔
が
あ
る
。

。
師

(1
2.
8)

1
(
2
3
.
0
)

4
3
0
.
0

2
_
0

有
孔
板
材

c
-
6
6
-
5
8

5
2
5
8

2
3
1

l

2
4
7
5

! I
側
縁
の
丸
孔
か
ら
縦
方
向
に
折
損
。
周
縁
は
腐
朽
し
て
い
る
。

上
端
部
の
片
側
角
が
斜
め
に
削
り
落
さ
れ
て
い
る
。

横
断
面
が
凸
レ
ン
ズ
状
あ
る
。

棚
1

（
38
.6
）

(8
.5
）

3
4
5
.
0

り
り

ム
・
凸

c
-
6
6
-
5
8

有
孔
板
材

5
4
3
4

2
3
2

1

10
44
1

棚
1

3
5
8
.
0

2
.
9

1
8
.
1
1
0
.
7

c
-
6
6
-
5
8

板
材

3
9
8
6

2
3
3

棚
1

5
0
.
0

4
.
6

1
_
5

1
1
.
3

20
24

1
c
-
6
6
-
5
9

板
材

2
3
4
4
9
7
7

表
裏
面
の
削
り
加
工
痕
が
顕
著
で
あ
る
。
23
5と
同
一
固
体
。

表
裏
面
の
削
り
加
工
痕
が
顕
著
で
あ
る
。
23
6と
同
一
固
体
。

平
面
が
平
行
四
辺
形
を
呈
す
る
。

上
端
部
は
平
坦
で
、
下
端
部
は
切
り
出
し
状
加
工
。
わ
ず
か
に
湾
曲
す
る
。

全
体
に
腐
朽
・
分
解
が
進
ん
で
い
る
。

側
縁
部
は
分
解
が
顕
著
で
あ
る
。
横
断
面
は
凸
レ
ン
ズ
形
。
擢
水
掻
部
？

両
端
部
．
片
側
縁
を
折
損
。
横
断
面
中
央
に
稜
線
を
も
つ
凸
レ
ン
ズ
形
。

棚
1

47
8
1-
②

(
13
.7
)

5
2
8
.
0

2
0
.
2

3
.
5

c
-
6
6
-
5
8

板
材

7
3
0
1

2
3
5

棚
1

47
8
1-
①

(
16
.5
)

3
6
1
.
0

1
8
.
2
9
q

口
・
U

板
材

c
-
6
6
-
5
8

2
3
6
3
4
2
0

ﾊﾘ
ｷﾘ
？

G
89
5

1
棚

1
1
6
8
.
0

2
.
2

8
.
3
1
3
-
5

c
-
6
6
-
5
9

板
材

0
句
可

ム
D
J
2
9
4
0

Ｉ Ｃ 割 ｌ

ｆ －
32
3

1
ｶｴ
ﾃ？

柾目
1

3．
7

7
3
6
.
0

9
.
6

3
4
.
5

c
-
6
6
-
5
8

板
材

3
2
6
5

2
3
8

24
76

1 1

棚
2
0
3
4
.
0

1
ワ
ワ

ウ
凹
但
p
日

3
.
5

6
1
.
0

c
-
6
6
-
5
8

板
材

5
4
3
5

2
3
9

1

2
1
6
9

' ’
柾目

1
（
35
.8
）

2
2
6
-
0

6
.
6

l
.
6

c
-
6
6
-
5
8
．
5
9

板
材

5
1
2
3

2
4
0

ｒ Ｉ ４
2

'5
23
1
o

棚
(1
6.
0）

6
(
17
.0
)

2
0
5
.
0

2
.
0

c
-
6
6
-
5
8

板
材

4
4
6
9

4
1

期
1

(
14
.1
)
(
5.
0)

7
3
.
0

23
84

1
1
_
5

c
-
6
6
-
5
9

板
材

5
3
4
3

2
4
2

柾目
4

15
6
1－
①

1
1
3
.
0

（
25
.5
）

4
.
9

2
.
0

板
材

c
-
6
6
－
6
9

3
0
9
9

2
4
3

上
端
部
折
損
。
横
断
面
長
方
形
。

棚
1

38
98

1
(
20
.1
)

1
7
6
.
0

5
-
9

1
.
7

板
材

c
-
6
6
-
6
9

6
8
6
2

2
4
4

横
断
面
長
方
形
。

両
側
縁
を
折
損
。

表
裏
の
加
工
が
粗
く
、
両
端
部
が
大
き
く
斜
め
の
切
裁
さ
れ
て
い
る
。

両
端
部
が
切
裁
さ
れ
て
い
る
。

両
端
部
が
斜
め
切
裁
さ
れ
て
い
る
。

大
き
く
斜
め
の
切
裁
さ
れ
て
い
る
。

29
9

1
鵬

1
6
0
.
0

5
.
0

1
.
7

8
-
6

c
-
6
6
-
5
8

板
材

3
2
4
2

2
4
5

61
1

1
棚

I
3
7
-
0

1
1
.
5

2
.
8

1
.
3

c
-
6
6
-
5
8

板
材

3
5
5
5

2
4
6

心 鋤 ○ 躯 ⑭ 什 噸 ｓ 魁 剛

24
08

1
棚

1
(
10
.4
)

（
8.
1）

5
4
.
0

1
.
7

c
-
6
6
-
6
9

木
端

5
3
6
7

2
4
7

’

8
6
9

’ 1
棚

1
4
2
.
0

1
1
.
0

4
.
4

1
.
7

木
端

c
-
6
6
-
7
9

3
8
1
3

2
4
8

1

35
18

1
柾目

1
3
3
.
0

1．
1

9
.
4

5
.
1

c
-
6
6
-
6
9

木
端

6
4
7
9

2
4
9

棚
1

2
5
.
0

9
.
6

3
.
6

1
.
3

23
33

1
c
-
6
6
-
5
8

木
端

5
2
9
1

2
5
0

棚
1

3
4
.
0

8
.
3

5
.
0

1
.
5

23
43

1
c
～
6
6
-
5
8

木
端

5
3
0
1

2
5
1

棚
1

21
31

1
3
.
4

1
.
2

2
8
.
0

1
7
.
8

c
-
6
6
-
5
8

切
片

2
5
2
5
0
8
5
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表
Ⅵ
－
1
8
掲
載
木
製
品
一
覧
(
1
0
)

~ ~ ~ ~ ~ ~

祷 恥
取
上

N
o

計
測
値
(
c
m
)

湿
重
量

(
9
)

樹 皮

焼 跡

点 数

図
謡

名
称

発
掘
区

木
取
樹
種

備
考

長
さ

幅
厚
さ

切
片

2
5
3
3
4
8
5

c
-
6
6
-
6
9

（
6.
8）

54
1

2
.
9

0
.
1

棚
2
.
0

薄
い
削
り
屑
。

角
材
ま
た
は
板
材
の
側
縁
の
削
り
屑
。

丸
材
の
削
り
屑
。
表
面
に
押
圧
痕
が
有
る
。

両
端
部
の
切
裁
痕
が
あ
る
。
角
材
ま
た
は
板
材
の
側
縁
の
削
り
屑
。

棒
状
の
材
の
削
り
屑
。

両
端
部
の
切
裁
痕
が
あ
る
。
丸
材
の
削
り
屑
。

薄
い
削
り
屑
。

丸
材
の
削
り
屑
。
下
端
部
炭
化
。

丸
材
の
削
り
屑
。
両
側
縁
炭
化
。

両
端
部
加
工
。
上
端
部
4面
削
り
緩
鋭
角
。
下
端
部
1面
削
り
極
鋭
角
。

両
端
部
加
工
。
上
端
部
2面
削
り
緩
鋭
角
。
下
端
部
1面
削
り
緩
鋭
角
。

両
端
部
加
工
。
両
端
と
も
多
面
削
り
鈍
角
。

両
端
部
加
工
。
上
端
部
2面
削
り
緩
鋭
角
。
下
端
部
4面
削
り
緩
鋭
角
。

両
端
部
加
工
。
両
端
部
3面
削
り
鈍
角
で
、
樹
皮
が
残
る
。

両
端
音
肋
ロ
エ
。
上
端
部
4面
削
り
緩
鋭
角
。
下
端
部
2面
削
り
極
鋭
角
。

両
端
部
加
工
。
上
端
部
3面
削
り
緩
鋭
。
下
端
部
4面
削
り
緩
鋭
。

両
端
部
加
工
。
両
端
と
も
3面
削
り
で
、
下
端
部
極
鋭
角
。

両
端
部
加
工
。
両
端
部
と
も
4
面
削
り
鈍
角
。

両
端
部
加
工
。
上
端
部
4面
削
り
緩
鋭
角
。
下
端
部
2面
削
り
極
鋭
角
。

両
端
部
加
工
。
上
端
部
1面
削
り
鋭
角
。
下
端
部
2面
削
り
緩
鋭
。

下
端
部
1
面
削
り
極
鋭
角
。
端
部
は
平
坦
に
加
工
。

表
面
に
面
取
り
加
工
。
下
端
部
1面
削
り
極
鋭
角
。

下
端
部
1面
削
り
極
鋭
角
。
端
部
は
平
坦
に
加
工
。

下
端
部
1面
削
り
極
鋭
角
。
縦
方
向
の
割
れ
。

下
端
部
は
階
段
状
の
1面
削
り
極
鋭
。
材
が
屈
曲
。

下
端
部
1面
削
り
極
鋭
角
。
上
端
部
切
痕
有
り
。
材
が
屈
曲
。
枝
払
い
痕
。

下
端
部
1面
削
り
極
鋭
角
。
上
端
部
炭
化
。

下
端
部
1面
削
り
極
鋭
角
。
上
端
部
切
痕
多
数
。

1

切
片

2
5
4
4
8
2
7

c
-
6
6
-
5
8

（
8.
3）

18
76

1
.
6

0．
7

棚
5
.
0

1

切
片

2
5
5
4
2
9
1

c
-
6
6
-
5
8

（
7.
2）

13
45

1
（
2.
8）

(
1.
5)

淵
1
6
.
0

1

切
片

2
5
6
3
6
5
6

71
2

1
c
-
6
6
-
5
8

1
0
.
2

0．
7

1
.
1

4
.
0

l/
4#

竹
1

切
片

2
5
7

3
3
5
3

6
3
1
2

c
-
6
6
-
5
9

1
6
.
1

2
.
0

1
.
1

1
2
.
0

棚
1

42
08

2
5
8

切
片

7
1
7
5

c
-
6
6
-
6
9

1
3
.
1

6
.
2

2
.
0

8
9
.
0

棚
1

15
6卜
②

2
5
9

切
片

7
2
9
9

c
-
6
6
-
6
9

4
.
2

2
.
0

0
.
6

棚
2
.
0

3
1

8
1
2

1 1

2
6
0
3
7
5
6
切
片

c
-
6
6
-
6
9

1
2
.
7

3
.
5

1
.
7

棚
4
5
.
0

○
1

1

18
01

1
切
片

2
6
1
4
7
5
2

c
-
6
6
-
6
9

1
0
.
6

4
.
0

1
.
5

4
2
.
0

○
棚

1

2
6
2

杭
状
木
製
品

5
0
9
7

c
-
6
6
-
5
9

21
43

1
4
6
.
4

3
.
9

殉
、

ひ
．
0

3
2
2
.
0

淋
1

2
6
3

杭
|犬
木
製
品

7
1
8
1

c
-
6
6
-
6
9

4
2
1
4

5
0
.
9

4．
1

4
.
6

4
1
6
.
0
○

淋
1

2
6
4

杭
状
木
製
品

5
3
7
7

c
-
6
6
-
6
9

2
4
1
8

5
3
.
0

4．
2

4
.
4

5
5
8
.
0

跡
1

肺 一
’ ＠ ｍ Ｉ

掘
犬
木
製
品

21
33

1
2
6
5
5
0
8
7

c
-
6
6
-
5
8
･
5
9

4
4
.
8

2．
2

2
.
3

1
4
4
.
0

淋
I

11
25

1
2
6
6

杭
状
木
製
品

4
0
6
7

c
-
6
6
-
5
8

4
7
.
9

4
.
2

3
.
3

4
0
1
.
0
○

淋
1

”
杭
|犬
木
製
品

6
2
3
9

c
-
6
6
-
6
9

3
2
8
1

4
5
.
3

3
.
4

3
.
2

2
7
9
.
0
○

○
淋

1

杭
状
木
製
品

2
6
8
1
8
3
1

c
-
6
6
-
5
9

G
3
0
9

5
2
.
5

3
.
3

3
.
4

4
1
1
.
0
○

淋
1

1

23
10

1
2
6
9
5
2
6
8
杭
状
木
製
品

c
-
6
6
-
5
8

3
8
.
3

3
.
8

3
.
5

2
8
4
.
0

淋
1

2
7
0
2
7
9
5
杭
状
木
製
品

c
-
6
7
-
5
0

G
21

1
6
5
.
2

4
.
5

4
.
5

8
9
4
.
0

淋
1

2
7
1

杭
状
木
製
品

3
8
4
6

c
-
6
6
-
5
8

90
2

1
7
3
.
6

4
.
7

4
.
4

9
3
4
.
0

淋
1

2
7
2

杭
状
木
製
品

7
1
8
7

42
20

1
c
-
6
6
-
6
9
.
6
7
-
6
0

6
9
.
8

8
.
3

5
.
9
1
5
3
6
.
0
○

淋
1

2
7
3
3
0
5
1
杭
状
木
製
品

10
8

1
c
-
6
6
-
6
9

(
2.
1)

(
1.
2)

1
4
.
6

2
4
.
0

l/
6M

1

19
2

1 1

2
7
4

杭
状
木
製
品

3
1
3
5

c
-
6
6
-
6
8

(
18
.6
)

1
.
8

1
.
9

4
3
.
0

淋
1

G
20

1 I

2
7
5

杭
状
木
製
品

1
3
2
3

c
-
6
6
-
5
9

2
0
.
0

2
.
1

2
.
1

○
淋

5
4
.
0

1
I

1
7
3
2

' I

2
7
6

杭
状
木
製
品

4
6
8
1

c
-
6
6
-
5
8

(
14
.0
)

（
2.
2）

3
.
1

5
1
.
0

¥割
り

1
1

11
39

1
2
7
7

杭
状
木
製
品

4
0
8
1

c
-
6
6
-
5
8

（
50
.4
）

4
.
3

4
.
0

4
1
1
.
0
○

淋
1

l

21
21

i
2
7
8

杭
状
木
製
品

5
0
7
5

c
-
6
6
-
5
8

8
1
.
4

3
.
5

3
.
7

3
3
4
.
0

淋
1

2
7
9

掘
犬
木
製
品

1
7
6
3

c
-
6
6
-
5
9

G
24
1

1
3
4
.
5

8
.
4

7
.
3
1
3
1
8
.
0
○

○
淋

ｺ
ﾅ
ﾗ

1

2
8
0

杭
状
木
製
品

3
5
1
5

57
1

1
c
-
6
6
-
6
8

1
0
,
9

5
=
7

4
.
8

1
0
7
.
0
○

淵
1



表
Ⅵ
－
1
9
掲
載
木
製
品
一
覧
（
1

1
）

焼 跡

計
測
値

(c
m)

湿
重
量

(
9
)

樹 皮

点 数

取
上

N
o

器 Ｏ

木 Ｎ
備

考
木
取
樹
種

名
称

発
掘
区

鴎
号

厚
さ

長
さ

幅

下
端
部
1
面
削
り
極
鋭
角
。
上
端
部
炭
化
。

淋
○

1
1
5
.
9

4
.
8

5
.
0

2
0
3
.
0

杭
状
木
製
品

1
5
9
3

c
-
6
6
-
6
9

2
8
1
4
5
4
1

下
端
部
1
面
削
り
極
鋭
角
。
上
端
部
炭
化
。

l/
43

○
○

9
.
0

5
.
0

6
2
0
.
0

1
2
5
.
9

杭
状
木
製
品

c
-
6
6
-
6
9

85
1

3
7
9
5

2
8
2

下
端
部
階
段
状
の
1
面
削
り
極
鋭
角
。
上
端
部
折
損
、
股
木
状
。

淋
（
82
.4
）

○
1
2
8
4
.
0

1
12
01

1
庁
n

J．
．

6
.
0

杭
状
木
製
品

c
-
6
6
-
5
8

2
8
3
4
1
4
4

下
端
部
1
面
削
り
極
鋭
角
。
上
端
部
炭
化
。

l/
83

○
23
71

1
1
4
5
2
.
0

1
7
.
2

5
.
3

7
5
.
7

杭
状
木
製
品

c
-
6
6
-
5
9

2
8
4
5
3
3
0

37
80

1
下
端
部
1
面
削
り
極
鋭
角
。
上
端
部
炭
化
。

○
淋

1
6
9
.
0

6
.
0

5
.
6
1
4
3
7
.
0

c
-
6
6
-
6
9

杭
状
木
製
品

2
8
5
6
7
4
3

G
l

l
下
端
部
対
面
2
面
削
り
鋭
角
。
上
端
部
炭
化
。

○
○

淋
16
．
9

6
.
2

6
.
5

3
5
7
.
0

1
杭
状
木
製
品

c
-
6
7
-
8
0

2
8
6
1
6
0
1

16
77

1 1
下
端
部
対
面
2
面
削
り
鋭
角
。
上
端
部
炭
化
。

淋
○

○
5
2
2
.
0

1
杭
状
木
製
品

2
1
.
2

7
.
3

7．
6

c
-
6
6
-
5
9

4
6
2
5

2
8
7

1

3
7
2

’ ’
下
端
部
対
面
2
面
削
り
鋭
角
。
上
端
部
水
平
に
加
工
、
切
痕
多
数
。

淋
9
0
7
.
0

1
2
3
.
6

庁
F

l
．
0

8
.
1

杭
状
木
製
品

c
-
6
6
-
5
8

2
8
8
3
3
1
4

1

17
39

1
下
端
部
交
差
す
る
2
面
削
り
鈍
角
。
上
端
部
炭
化
。

淋
○

○
1

2
.
6

1
8
5
.
0

杭
状
木
製
品

3
5
.
7

3
.
0

c
-
6
6
-
5
8

2
8
9
4
6
8
8

下
端
部
交
差
す
る
2
面
削
り
極
鋭
角
。
上
端
部
切
痕
多
数
。

淋
ﾔﾅ
ｷﾞ

1
0
7
0
.
0

1
6
1
.
0

5
.
4

杭
状
木
製
品

c
-
6
6
-
5
8

37
7

1
5
.
1

2
9
0
3
3
1
9

下
端
部
交
差
す
る
2
面
削
り
極
鋭
角
。
上
端
部
折
損
。

（
42
.8
）

淋
－ ７

０ 丁
1

30
7

1
4
.
7

4
.
2

4
5
0
.
0

杭
伏
木
製
品

c
-
6
6
-
5
8

2
9
1
3
2
4
9

下
端
部
交
差
す
る
2
面
削
り
極
鋭
角
。
上
端
部
折
損
。

20
45

1
(
4
2
.
1
)

淋
1

杭
状
木
製
状

8
.
3

8
.
0
1
3
1
4
.
0

c
-
6
6
-
5
8

2
9
2
4
9
9
9

下
端
部
交
差
す
る
2
面
削
り
鋭
角
。
上
端
部
炭
化
。

10
67

1
ｌ ｐ ｐ ｌ

Ｉ く

○
淋

1
8
.
0
4
8
0
4
.
0

杭
状
木
製
状

1
4
7
.
5

7
.
4

c
-
6
6
-
5
8

4
0
0
9

2
9
3

23
72

1
下
端
部
交
差
す
る
2
面
削
り
鋭
角
。
上
端
部
切
痕
多
数
。

淋
２

8．
0

2
9
6
0
.
0

杭
状
木
製
状

1
2
9
.
3

7
.
1

c
-
6
6
-
5
9

2
9
4
5
3
3
1

39
66

1
下
端
部
交
差
す
る
2
面
削
り
鋭
角
。
上
端
部
折
損
。

(1
08
.1
)

淋
○

1
杭
状
木
製
状

8
.
6

9
.
0
4
9
0
9
.
0

c
-
6
6
-
6
9

6
9
3
0

2
9
5

1
7
0
8

下
端
部
は
側
縁
か
ら
の
対
面
2
面
削
り
鋭
角
。
上
端
部
4
面
削
り
鈍
角
。

1/
43

1
1
6
.
5

3．
5

2
.
9

1
0
6
.
0

杭
状
木
製
状

4
6
5
7

c
-
6
6
-
5
8

2
9
6

1

14
8

1
下
端
部
は
側
縁
か
ら
の
対
面
2
面
削
り
鋭
角
。
上
端
部
折
損
。

開
(
12
.2
)

1
6
6
.
0

杭
状
木
製
状

5．
7

1
.
8

c
-
6
6
-
7
9

3
0
9
1

2
9
7

下
端
部
は
側
縁
か
ら
の
対
面
2
面
削
り
鋭
角
。
上
端
部
1
面
削
り
鋭
角
。

棚
4．
6

1
.
6

5
7
.
0

1
杭
状
木
製
犬

1
6
.
0

c
-
6
6
-
5
9

34
66

1
2
9
8
6
4
2
6

下
端
部
交
差
す
る
2
面
削
り
鋭
角
。
上
端
部
炭
化
。

¥割
○

ｺ
ﾅ
ﾗ

1
1
.
0

9
.
9
3
7
8
2
.
0

1
杭
状
木
製
状

G
l

l
5
5
.
3

c
-
6
7
-
6
0

1
5
3
7

2
9
9

下
端
部
は
側
縁
か
ら
の
対
面
2
面
削
り
極
鋭
角
。
上
端
部
折
損
、
分
解
顕
著
。

22
38

1
(
31
.5
)

（
3.
9）

棚
9
.
4

5
0
2
.
0

1
杭
状
木
製
状

c
-
6
6
-
5
8

5
1
9
3

3
0
0

86
4

1
下
端
部
3
面
削
り
緩
鋭
角
。
上
端
部
炭
化
。

○
淋

杭
状
木
製
状

1
8
.
3

9
ワ
ム
C
l

3
.
4

9
6
.
0

1
c
-
6
6
-
6
9

3
8
0
8

3
0
1

13
26

1 1

下
端
部
3
面
削
り
極
鋭
角
。
上
端
部
炭
化
。

淋
○

1
杭
状
木
製
状

3
1
.
0

5
.
3

4
.
7

2
9
7
.
0

c
-
6
6
-
5
8

3
0
2
4
2
7
2

心 継 ○ 躯 倣 什 剛 ｓ 鰡 剛

43
17

1 1
下
端
部
3
面
削
り
極
鋭
角
。
上
端
部
折
損
。

(4
5.
9）

○
淋

1
2
5
1
.
0

1
7
.
8

8
.
1

杭
状
木
製
状

c
-
6
6
-
6
9

3
0
3
7
2
8
5

I

1
9
0
9

' I
下
端
部
3
面
削
り
緩
鋭
角
。
上
端
部
切
痕
多
数
。

淋
○

1
杭
状
木
製
状

4
8
.
4

2
.
9

3
.
2

1
9
2
.
0

c
-
6
6
-
5
8

4
8
6
0

3
0
4

1

21
41

1
下
端
部
3
面
削
り
鈍
角
。
上
端
部
炭
化
。

○
淋

1
杭
状
木
製
状

4
3
.
6

5
.
3

4
.
0

4
6
7
.
0

c
-
6
6
-
5
8
･
5
9

5
0
9
5

3
0
5

下
端
部
3
面
削
り
極
鋭
角
。
上
端
部
平
ら
に
加
工
し
、
切
痕
多
数
。

l/
43

3
.
9

3
8
6
.
0

1
杭
状
木
製
状

21
32

1
4
2
.
3

5
.
1

c
-
6
6
-
5
8

5
0
8
6

3
0
6

下
端
部
3
面
削
り
極
鋭
角
。
上
端
部
5
面
削
り
緩
鋭
角
。

淋
○

14
．
6

6
.
1

6
.
3

2
8
9
.
0

1
杭
状
木
製
状

30
77

1
c
-
6
6
-
6
9

6
0
3
4

3
0
7

下
端
部
3
面
削
り
鋭
角
。
上
端
部
切
痕
多
数
。

37
1

1
○

淋
2
6
.
7

5
.
9

5
.
9

5
5
6
.
0

1
杭
状
木
製
状

c
-
6
6
-
5
8

3
0
8
3
3
1
3
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表
Ⅵ
－
2
0
掲
載
木
製
品
一
覧
（
1
2
）

木
器

N
o

取
上

N
o

計
測
値
(
c
m
)

洞
重
量

(
9
)

焼 跡

樹 皮

点 数
離
号

名
称

発
掘
区

木
取
樹
種

考
備

長
さ

幅
厚
さ

杭
状
木
製
状

3
0
9
6
5
8
2

c
-
6
6
-
5
9

36
20

1
1
0
4
.
9

下
端
部
3
面
削
り
鋭
角
。
材
は
蛇
行
し
、
中
央
か
ら
半
割
。
上
端
部
炭
化
。

1
0
.
5

淋
7
-
8
4
1
5
0
.
0

○
1

杭
伏
木
製
状

（
63
.8
）

4
1
4
5

3
1
0

c
-
6
6
-
5
8

12
02

1
○

淋
下
端
部
3
面
削
り
鋭
角
。
上
端
部
折
損
。

4
.
5

4
.
2

5
2
8
.
0

1

杭
伏
木
製
状

13
16

1
3
1
1
4
2
6
2

c
-
6
6
-
5
8

1
0
.
4

淋
下
端
部
4
面
削
り
鋭
角
。
上
端
部
平
ら
で
、
面
取
り
材
使
用
。
芯
は
中
空
。

4
.
5

ワ
O

ど
●
』

9
1
.
0

1

16
82

1
杭
伏
木
製
状

3
1
2
4
6
3
1

c
-
6
6
-
5
8

1
2
.
7

下
端
部
4
面
削
り
鋭
角
。
表
面
の
面
取
り
顕
著
。
上
端
部
切
痕
多
数
。

l/
4%

3
.
8

3
.
0

7
2
.
0

1

96
3

1
杭
状
木
製
状

（
15
.9
）

3
1
3
3
9
0
5

c
-
6
6
-
5
8
．
6
8

棚
下
端
部
4
面
削
り
鋭
角
。
表
面
の
面
取
り
顕
著
。
上
端
部
折
損
。

3
.
8

2
.
9

1
0
5
.
0

1

30
8

1 1
杭
状
木
製
状

3
1
4
3
2
5
0

c
-
6
6
-
5
8

下
端
部
4
面
削
り
鋭
角
。
上
端
部
切
痕
多
数
。

1
5
.
5

4
.
8

淋
3
.
7

1
4
8
.
0

1

41
5

1 ’
杭
状
木
製
状

3
1
5
3
3
5
7

c
-
6
6
-
6
9

9．
9

3
.
1

淋
下
端
部
4
面
削
り
緩
鋭
角
。
上
端
部
炭
化
。

○
2
.
5

4
3
.
0

1

’

3
6
4
1

1 1
杭
状
木
製
状

3
1
6
6
6
0
3

（
63
.9
）

c
-
6
6
-
6
9

○
下
端
部
4
面
削
り
鋭
角
。
上
端
部
折
損
し
、
腐
朽
・
分
解
顕
著
。

4
.
0

3
.
6

淋
4
0
0
.
0

２

l

G
91

1
杭
伏
木
製
状

3
1
7
2
8
6
5

（
69
.6
）

c
-
6
7
-
5
0

11
．
0

9
.
6

淋
下
端
部
4
面
削
り
極
鋭
角
。
上
端
部
折
損
し
、
腐
朽
・
分
解
顕
著
。

3
4
1
6
.
0

1

掘
犬
木
製
状

（
13
.9
）

3
1
8
5
6
5
2

c
-
6
6
-
6
9

26
93

1
淋

下
端
部
4
面
削
り
。
表
面
の
面
取
り
顕
著
。
上
端
部
折
損
。

1
.
8

1．
6

2
4
.
0

1

杭
伏
木
製
状

(4
8.
3）

3
1
9
5
0
0
6

c
-
6
6
-
5
8

20
52

1
淋

下
端
部
4
面
削
り
極
鋭
角
。
上
端
部
折
損
し
、
腐
朽
・
分
解
顕
著
。

7
.
4

6
.
8

1
2
2
.
0
○

1

40
11

1
杭
状
木
製
状

（
87
.6
）

3
2
0
6
9
7
4

c
－
6
6
－
5
9
．
6
9

下
端
部
4
面
削
り
極
鋭
角
。
上
端
部
折
損
。

4
.
1

○
淋

4
.
8

9
2
5
.
0

1

ｌ 旨 ｃ ｏ ｌ

31
0

1
杭
状
木
製
状

3
2
1
3
2
5
2

c
-
6
6
－
5
8

(4
8.
0）

下
端
部
削
り
が
長
い
4
面
削
り
極
鋭
角
。
上
端
部
折
損
し
、
平
坦
面
作
出
。

2
.
9

2
.
8

2
3
0
.
0

淋
ﾊ
ﾝ
ﾉ
ｷ

1

20
62

1
杭
状
木
製
状

（
77
.0
）

3
2
2
5
0
1
6

c
-
6
6
-
5
8

下
端
部
4
面
削
り
極
鋭
角
。
上
端
部
折
損
し
、
腐
朽
・
分
解
顕
著
。

6
.
4

6
.
8
1
9
2
3
.
0

淋
1

42
82

1 1
杭
状
木
製
状

（
86
.3
）

3
2
3
7
2
5
0

c
-
6
6
-
6
9
.
6
7
-
6
0

下
,
細
【
4
面
削
り
鋭
角
。
上
端
部
折
損
し
、
腐
朽
・
分
解
顕
著
。

1/
4M

可
司

ｲ
ﾆ
ｲ

6
.
0
1
8
9
7
p

○
1

1

3
8
7
8

’ ’
杭
状
木
製
犬

（
66
.7
）

3
2
4
6
8
4
2

c
-
6
6
-
6
9

八
局

0
．
I

淋
下
立
網
I4
面
削
り
極
鋭
角
。
上
端
部
折
損
。

6
.
0
1
0
3
9
.
0
○

1
1

21
14

1
杭
状
木
製
状

3
2
5
5
0
6
8

c
-
6
6
-
5
8

4
0
.
0

同
ハ

イ
ー
0

7
.
8

○
○

淋
下
端
部
4
面
削
り
極
鋭
角
。
上
端
部
炭
化
。

1
1
0
1
.
0

1

杭
状
木
製
状

3
2
6
4
8
2
5

c
-
6
6
-
5
8

両
端
部
と
も
5
面
削
り
。
下
端
部
極
鋭
角
。
上
端
部
緩
鋭
角
。

18
74

1
2
9
-
8

3
.
3

3
.
1

淋
1
9
1
.
0

1

杭
状
木
製
状

(
20
.1
)

3
2
7
3
4
9
3

c
-
6
6
-
6
9

54
9

1
下
j
H
F
M
5
面
削
り
極
鋭
角
。
上
端
部
折
損
。
表
面
に
切
痕
あ
る
。

3
.
1

3
.
2

9
4
.
0

淋
1

33
89

1
杭
状
木
製
状

（
29
.9
）

3
2
8
6
3
4
8

c
-
6
6
-
6
9

下
端
部
6
面
削
り
極
鋭
角
。
上
端
部
折
損
し
、
腐
朽
・
分
解
顕
著
。

8
.
9

7
.
8

8
2
5
.
0

淋
I

21
6

1
杭
状
木
製
状

（
3.
5）

3
2
9
3
1
5
9

c
-
6
6
-
6
8

2
2
.
9

下
ｳ
綿
K
5
面
削
り
極
鋭
角
。
上
端
部
1
面
削
り
極
鋭
角
。

6
.
5

○
¥割

2
4
9
.
0

1

36
21

1 1
枝
切
痕

3
3
0
6
5
8
3

c
-
6
6
-
5
9

7
9
.
2

ミ
ネ
鮴

下
端
部
4
面
削
り
緩
鋭
角
。
三
本
股
木
材
。
真
中
の
上
端
部
炭
化
。

1
3
.
0

○
○

F
n

D．
。
1
2
2
6
.
0

1

22
06

1 1
切
裁
・
炭
化
木

（
74
.2
）

3
3
1
5
1
6
0

c
-
6
6
-
6
9

両
端
部
折
損
。
中
央
部
刃
物
の
敲
き
痕
。

6
.
6

6
.
8

○
淋

1
2
1
3
.
0

1

’

3
8
9
4

’ 1
枝
切
痕

3
3
2
6
8
5
8

c
-
6
6
-
6
9

8
6
.
3

先
端
1
面
削
り
、
端
部
切
痕
多
数
。

2
3
.
0

鮴
1
0
.
3
4
2
5
0
.
0
○

1

1

39
21

1
切
裁
・
炭
化
木

（
49
.0
）

3
3
3
6
8
8
5

c
-
6
6
-
6
9

下
端
部
切
痕
多
数
。
上
端
部
折
損
。

6
.
1

淋
6
.
2

8
7
5
.
0
○

1

切
裁
・
炭
化
木

3
3
4

（
30
.8
）

3
2
5
3

c
-
6
6
-
5
8

31
1

1
¥割

上
端
部
炭
化
。
下
端
部
切
痕
多
数
。

庁
F

イ
ー
0

4
.
3

3
7
4
.
0

○
1

切
裁
。
炭
化
木

3
3
5
7
3
0
0

c
-
6
6
-
5
8

30
1

1
2
8
.
4

下
端
部
炭
化
。
上
端
部
切
痕
多
数
。

4
.
0

○
○

妹
4
.
5

2
2
8
.
0

1

36
16

1
3
3
6
6
5
7
8
切
裁
・
炭
化
木

c
-
6
6
-
5
9
.
6
9

6.
1

5
5
.
0

下
端
部
炭
化
。
上
端
部
切
痕
多
数
。

6≦
9

○
淋

1
0
5
7
.
0
○

1



表
Ⅵ
－
2
1

掲
載
木
製
品
一
覧
（
1
3
）

焼 跡

湿
重
量

(
9
)

樹 皮

点 数

計
測
値
(
c
m
)

取
上

N
o

木
器

N
o

考
備

木
取
樹
種

名
称

発
掘
区

踊
号

幅
厚
さ

長
さ

上
端
部
炭
化
。
下
端
部
平
ら
に
削
り
、
切
痕
多
数
。

淋
○

○
1
2
1
3
.
0

1
7
.
3

22
15

3
2
.
2

7
.
7

切
裁
・
炭
化
木

c
-
6
6
-
5
8

5
1
6
9

3
3
7

上
端
部
2
面
削
り
で
摩
耗
。
断
面
楕
円
形
で
、
弓
状
に
反
る
。

淋
（
58
.5
）

ノ
イ
ノ

1
ﾌ
ｲ

3
.
0

2
9
9
.
0

1
2
.
4

切
裁
・
炭
化
木

19
5

c
-
6
7
-
7
0

3
1
3
8

3
3
8

下
端
部
階
段
状
の
1
面
削
り
極
鋭
。
上
端
部
折
損
。
串
の
可
能
性
あ
る
。

鴇
ｻサ

3
7
.
0

1
1
.
4

4
1
9
6

3
6
.
6

1
.
7

そ
の
他
の
材

c
-
6
6
-
6
9

7
1
6
2

3
3
9

巻
束
ね
て
い
る
。

ｻｸ
ﾗ？

64
4

1
7
.
0
○

1
0
.
2

細
帯
状
樹
皮
巻

4
.
0

5
.
4

c
-
6
6
-
5
8

3
5
8
8

3
4
0

18
0

1
巻
束
ね
て
い
る
。

ｻｸ
ﾗ？

9
.
0
○

1
0
.
2

細
帯
状
樹
皮
巻

5
.
4

0
.
9

c
-
6
6
-
6
8

3
1
2
3

3
4
1

G
61
6

1 I

巻
束
ね
て
い
る
。

ｻ
ｸ
ﾗ

○
1

0
.
3

5
.
4

9
-
0

細
帯
状
樹
皮
巻

5．
5

c
-
6
6
-
5
9

2
1
3
7

3
4
2

99
2

1 1

巻
束
ね
て
い
る
。

(
4
.
0
)

ｻｸ
ﾗ？

（
3.
2）

○
1

0
.
2

2
.
0

細
帯
状
樹
皮
巻

c
-
6
6
-
5
8

3
4
3
3
9
3
4

’

4
8

’ 1
巻
束
ね
て
い
る
。

２
○

ｼﾗ
ｶﾊ
ﾞ

4．
2

0
.
2

5
.
0

細
帯
状
樹
皮
巻

9
ワ

ム
ー
~
8

c
-
6
7
-
5
0

G
3
4
4
2
8
2
2

1

27
36

1
巻
束
ね
て
い
る
。

○
ｼﾗ
ｶﾊ
ﾞ

1
3
.
4

9
9

α
■
U

0
.
1

4．
0

帯
状
樹
皮
巻

c
-
6
6
-
5
8

3
4
5
5
6
9
3

端
部
に
加
工
、
楕
円
形
孔
と
ス
リ
ッ
ト
あ
る
。

○
ｻ
ｸ
ﾗ

1
L
O

細
帯
状
樹
皮

G
86

1
0
.
7

0
.
1

可
可

1
．
J

c
-
6
6
-
5
9

1
3
8
9

3
4
6

螺
温
犬
。

2
.
0
○

ｼ
ﾗ
ｶ
ﾊ

1
15
7

1
0．
2

細
帯
状
樹
皮

1
6
.
1

1
.
0

c
-
6
6
-
6
9

3
4
7
3
1
0
0

ｌ 胃 Ｃ 』 Ｉ

端
部
の
加
工
部
欠
損
。

ｻｸ
ﾗ？

28
25

1
1
.
0
○

1
1
6
.
9

0
.
8

0
.
2

細
帯
状
樹
皮

c
-
6
6
－
5
9

3
4
8
5
7
8
3

螺
旋
状
。

3
8
0
0

1
○

ｼ
ﾗ
ｶ
ﾊ

0
.
8

0
.
2

2
.
0

1
1
5
.
2

細
帯
状
樹
皮
巻

c
-
6
6
-
6
9

3
4
9
6
7
6
4

48
1

1
螺
旋
状
。

○
ｼﾗ
ｶﾊ
ﾞ

2
.
0

1
15
．
8

0
.
8

0
-
2

細
帯
状
樹
皮
巻

c
-
6
6
-
5
8

3
5
0
3
4
2
3

28
54

1 1

両
端
か
ら
カ
ー
ル
。

1
2
.
0
○

ｼ
ﾗ
ｶ
ﾊ

1
帯
状
樹
皮
巻

2
2
.
5

4
.
3

0
.
3

c
-
6
6
-
6
9

3
5
1
5
8
1
2

1

6
2
1

' 1
片
側
か
ら
カ
ー
ル
。

5
.
0
○

ｼﾗ
ｶﾊ
ﾞ

1
0
.
1

帯
状
樹
皮
巻

c
-
6
6
-
5
8

2
4
.
4

2
.
8

3
5
2
3
5
6
5

』

29
70

1
2
本
の
筒
形
に
カ
ー
ル
。

○
ｼﾗ
ｶﾊ
ﾞ

1
1
2
.
0

9
.
2

1
_
8

0
.
1

筒
状
樹
皮
巻

c
-
6
6
-
6
9

3
5
3
5
9
2
8

2
本
の
筒
形
に
カ
ー
ル
。

○
ｼﾗ
ｶﾊ
ﾞ

1
3
.
3

0
-
2

1
7
.
0

筒
状
樹
皮
巻

5
.
4

c
-
6
6
-
5
8

10
77

1
3
5
4
4
0
1
9

筒
形
に
カ
ー
ル
。

○
ｼﾗ
ｶﾊ
ﾞ

1
筒
状
樹
皮
巻

76
2

1
6
.
6

4
.
5

0
.
2

2
2
.
0

c
-
6
6
-
6
8

3
5
5
3
7
0
6

筒
形
に
カ
ー
ル
。

76
8

1
○

ｼﾗ
ｶﾊ
ﾞ

1
8
.
0

1
1
0
.
4

2
.
9

0.
1

筒
状
樹
皮
巻

c
-
6
6
-
6
8

3
5
6
3
7
1
2

30
2

1
筒
形
に
カ
ー
ル
。

3
2
.
0
○

ｼﾗ
ｶﾊ
ﾞ

1
8
.
6

0
-
2

筒
状
樹
皮
巻

2
.
9

c
-
6
6
-
5
8

3
5
7
3
2
4
4

心 職 ○ 躯 融 什 聴 ｓ 鰯 慨

19
72

1 1

筒
形
に
カ
ー
ル
。

3
4
.
0
○

ｼﾗ
ｶﾊ
ﾞ

1
0
.
3

筒
状
樹
皮
巻

4．
5

5
.
1

c
-
6
6
-
6
9

3
5
8
4
9
2
4

34
08

1 1
筒
形
に
カ
ー
ル
し
、
上
端
部
炭
化
。

6
1
.
0
○

○
ｼﾗ
ｶﾊ
ﾞ

1
0
.
2

筒
状
樹
皮
巻

1
2
.
6

o
n

0
．
ム

c
-
6
6
-
6
9

3
5
9
6
3
6
7

l

3
7
4

! l
筒
形
に
カ
ー
ル
し
、
片
側
強
く
炭
化
。

○
○

9
4
.
0

ｼﾗ
ｶﾊ
ﾞ

1
1
4
.
9

戸
、

0
．
J

0
.
2

筒
状
樹
皮
巻

c
-
6
6
-
5
8

3
3
1
6

3
6
0

1

38
97

1
L
R
撚
り
。

1
0
.
6

0
.
6

1
3
.
2

撚
り
紐

c
-
6
6
-
6
9

3
6
1
6
8
6
1

1

36
19

1
L
R
撚
り
°

1
1
2
.
8

2
.
5

2
.
5

撚
り
紐

c
-
6
6
-
6
9

3
6
2
6
5
8
1



Ⅵ美々8遺跡低湿部の調査

5第1黒色土層の調査

（1）遺構

1）埋壺（図Ⅵ-67、図版Ⅵ-42）

位置 c66-68区 規模0.47/0.30×0.47/0.30×0.35m

確認・調査Ta-c層上面で倒立した状態で確認された。土曠のプランは不鮮明であったが、褐

鉄鉱の沈着による暗赤褐色砂質土がやや多く認められた。土器内は中空状態となっており、 口縁部に

は粘性のある黒褐色士が堆積していた。水洗選別を行ったが遺物は確認できなかった。

続縄文時代の恵山式壺形土器である。 口唇部に縄文が施文され、ほぼ直立した口縁部には3条のR

Lの撚糸圧痕文が廻る°肩部はやや張出し、胴部上部が最大幅となり緩やかに膨らむ。器面にはRL

原体を左上から右下に浅く回転施文して縦走縄文としている。底部はあげ底で縁辺に撚り糸による刺

突が廻り、底面に縄文が施されている。内面は肩部と底部に指頭圧痕が顕著である。 （田口 尚）

c66-68
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a 4．70 b~
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(Ta-c｣+Ta

黒褐色土

(IB＞Ta－c，

~~~~~ ~~~

0 1m 2
O

’

I 1am
l

I

粘性ある）

図Ⅵ-67埋壺

（2）包含層の遺物

ここでは、遺構の調査過程や排水溝掘削中に検出されたⅡ黒層中の遺物も掲載した。

1）土器（図Ⅵ-68～69,表Ⅵ-22、図版Ⅵ－44－1～10)

縄文時代早期の土器（1） ：全体がやや摩耗している東釧路Ⅵ式の胴部破片である。斜面部縁辺の

I黒層から出土した。

続縄文時代の土器(2) :RL原体を左上から右下に回転施文している。底面は欠損している。

擦文時代の土器（4～10） ： 3 ． 4は苫小牧火山灰の下から出土し、 5 ． 6 ． 10は苫小牧火山灰の

上から出土した｡分布は､標高4.5m以下のc66-58区とc66-69区の2地点にまとまりがあり、 c66-

69区から全体の42.9％が出土した。図Ⅵ-68の左側の図は、区切られた範囲の土器集中「 I 」 ． 「Ⅱ」
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5第1黒色土層の調査

の垂直分布を表したものであり、 図「I」は、 10の垂直分布である。標高4.1～4.5mの緩い斜面に分

布し、直下には厚さ1.5cmほどの苫小牧火山灰が広がっていた。図「Ⅱ」は、時期の異なる土器片が集

まっており、標高4.2～4.35mの緩い斜面に分布している。 「Ⅱ」出土土器は、周辺の土器片と接合せ

ずこの集中のなかに収まる。 (鈴木信）
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図Ⅵ-69土器・石器等

－104－



5第1黒色土層の調査

2）石器（図W-68･69，表Ⅵ－4、図版Ⅵ-44-11～13)

I黒層から出土したフレイクはチャート製が多く、擦文土器とほぼ同じ範囲に分布する。 12はI黒

層下部から検出された。 11 ． 13は斜面のⅡ黒層中のものである。

つまみ付ナイフ（11） ：基部にノッチを作出し、背面に急角度の二次調整を施している。

スクレイパー（12） ：主剥離面の縁辺を加工し、 さらに折れ面を打撃し腹背面を剥離している。

フレイク （13） ： Ⅱ黒層まで達する杭穴の覆士から出土した。背面には礫皮を残している。

（鈴木信）
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表Ⅵ-23掲載石器一覧
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6 まとめ

（1）調査工法について留意点（図Ⅵ－8）。

本遺跡のような火山灰層を基盤とする低湿地遺跡は全国的にも調査例がなく、膨大な湧水と霧ただ

しい量の木製品の出土のため調査は試行錯誤の連続である。今回の調査によって、低湿部内の縁辺部

ではオープンカットエ法による手掘り調査が可能であると確認された。 しかし、遺跡全体が流水性の

強い厚い火山灰に覆われていることから、湧水の噴出と共に火山灰が流失し、調査区が冠水したり、

崩落により調査が度々中断されるなどの問題点も多々あった。 ここでは調査区内の湧水の排水方法と

今後の調査のおける留意点について簡単にまとめておく。

湧水は、 Ta-a， Ta-b、 Ta-c， En-a火山灰層を透水層として噴出する。排水溝は、

一気に掘り下げても、湧水と共に火山灰が流れ込みすぐに埋まってしまう。火山灰の流失を押さえる

ために土納袋を積み重ねたが、透水性のない土納袋を使用した場合は湧水をも止水してしまうため、

湧水が他の地盤の弱い部分に移動して思わぬ場所から噴出したり、土納袋の設置面を挾るなどの状況

が見られた。湧水は無理に止水しないことが肝要である。土納袋の中身は、止水用には黒色土やロー

ム質土を使用し、崩落防止用には透水性のあるTa-c2 (スコリア）などを使用して火山灰の移動を

押さえることが有効と考えられる。また、湧水層が数層に分層されていることから、排水溝の位置も

各調査過程で徐々に下げ、湧水の状況に合わせて補助の釜場を設けてポンプの大きさを替えたり、釜

場を移動させる必要がある。本遺跡のような土質の場合は、調査の進行状況に合わせてきめ細かな排

水作業を段階的に行うことが重要である。今後の方法としては、土納袋に替えてネットスクリーンを

使用したり、排水溝に予め有孔管や繊維構造の暗渠を埋めておくことも考えられる。降雨による影響

は、 シート貼工事によりある程度防止できたが、一部シート下を雨水が流れ法面を深く挟ったところ

や流された土砂により排水溝が埋められた箇所がある。降雨の影響は、透水性の良い火山灰地である

ため、 当日よりも数日後に湧水量の増加となって現われるため注意を要する。法面の崩落は斜面部側

のTa-d層やEn-a層などが露出する部分で起き、バックホウで汚泥を除去し法面を新たに築い

た。調査において最も注意すべき時期は、包含層調査の終了間際である。通常は0黒層や，黒層が不

透水層となっていて湧水の噴出を押さえている。調査の進行にしたがって層厚が薄くなる （士圧が減

少する） と湧水を上から押さえる強度が弱くなり、思わぬ箇所から急激に湧水が噴出する。そして壁

面の崩落と共に調査区を侵食しながら移動する。 この時期の湧水量の変化や地盤の状況には特に注意

を払う必要がある。

以上のように今回の調査では、数回の冠水や斜面部の崩落で保守管理の重要性が思い知らされた。

これらは遺構・遺物を流失させるだけではなく、発掘面の清掃や安全確保のための復旧作業を要する

など調査計画に大きな影響をおよぼす。また、冠水と急激な排水の繰返しは、水と共に火山灰を移動

させ、法面や地盤を緩ませ、新たな湧水の水道を盛土や地盤に形成させる原因ともなる。冠水後の調

査は法面の緩み、ひび割れ等を精査し、土壌を乾燥させて地盤の安定を待ってから行う必要がある。

なお、準備工事などを委託する場合には、工事担当者と事前に十分に打合せ、調査員が工事作業に

立ち会い細部を詰めることが必要である。そして、工事作業中の問題点、 出水位置、法面．地盤の状

況などの把握に努め、事前に危険を察知することが調査の安全確保につながる。特に調査中は､湧水．

地盤・機器・法面についての保守管理に努め、異常を早い段階で発見する必要がある。バックホウの

常駐は崩落の除去、法面の補修、ポンプの移動や非常事態の対応に有効であったので、今後とも必要

である。低湿地遺跡の調査においては、危険を想定した十分な安全対策と遺跡の越年措置を考盧した
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余裕のある調査計画を作成することが望ましい。また、整理作業のための遺物の仮保管スペース、保

存処理計画、処理後の保管スペースについても当初から検討しておく重要な課題である。

（2）低湿部の遺構

低湿部からは、道跡、杭跡、立杭、集石、炭化物の集中、 自然遺物集中などが確認されている。そ

の遺構の周辺からは、多量の建材・木製生活用具や鉄鍋．キセルなどが出土している。 これらは、 当

時の遺跡低地部が生産や加工の場として積極的に利用されていたことを示すとともに、現低湿部で日

常生活が営まれていたことを示す貴重な遺構・遺物である。 ここで若干の推測を交えて述べる。

道跡：低湿部の道跡は、台地部の調査で確認された道跡（北埋調報7） と斜面部の道跡（北埋調報

62）に繋がるものである。低湿部の確認も道跡の発見が契機となっている。台地部や斜面部で見られ

たような帯状の浅い凹みとしては確認できなかったが、斜面部の道跡の延長線上に杭跡群や木製品の

分布密度の薄い部分を通過している可能性があることを本文中で記した。 これまでの台地部や斜面部

の道跡の調査において、道跡に沿うように金属製品が分布することが指摘されている。低湿部におい

ても同様に、出土した14点の金属製品のうち鉄鍋片、 キセル雁首など12点が道跡の存在したとされる

c66-69とc66-79の境界に付近に分布している。木製品では漆塗椀、団子篦、発火具、縦槌、炉鉤

など生活用具も道跡に沿って分布しており、道の周辺に何らかの構築物や作業場のような施設が存在

したものと思われる。また、道跡に関わる木製品や金属製品は0黒層出土であることから、 この道跡

のひとつは平成元年度の斜面部の道跡Dに相当し、斜面部調査時に道跡通過部分の杭跡が希薄なのは

道跡Cのみであることから、道跡Dと重なるように道跡Cが存在したとも推定される。 これらの状況

から道跡はさらに調査区外のクリアランス部に延長される可能性がある。なお、斜面で確認されてい

た四本の道跡周辺は、平成元年度のバックホウによる試掘跡が大きく崩落してしまったために確認で

きなかった。 こうした遺跡における試掘の方法や調査方法について一考する必要があろう。

杭跡・立杭・杭状木製品：杭跡は斜面部調査区（北埋調報62）から続く杭跡群の他に、台地部のc

65･ b65区（北埋調報7)やf66･ e66区（北埋調報62)でも検出されている。掘り込み層位や配列

の判ったものはない。確認面はすべてTa－c上面で、打ち込み杭である。 Ⅱ黒層まで達しているも

のもある。斜面部の調査では、覆土に含まれる火山灰などで分類を試み、Ta-bを多量に含むもの、

I黒層上面の焼土や灰を含むもの、 I黒のみもの、 I黒層とTa-cを含むものに分けている。今回

の調査では、 さらにTM上面で確認されたものもあり、現在のところI黒層中の擦文時代から0黒層

の江戸時代（1739年）までの時間幅が想定される。配列を検討したが鯵ただしい数であるため、確実

な打ち込み層位や方向性はつかめていない。立杭は、 Ta-b層中で良好に残存することやI黒層中

では加工のある木製品が確認されていないことから1667年前後から1739年までの時間幅が推測できる。

腐朽により上部構造は不明である。今回の調査では､ ~杭跡が立杭として残存していたことから形態や

加工についてわずかながら明らかになった。また､杭跡は横断・縦断面を確認した結果径が5～10cm

の丸木杭が95％を占め、素材の径が太いものについては半裁するかみかん割りをして大きさを揃えて

いることが明らかとなった。立杭でもほぼ同様の結果が得られている。杭跡では先端部の加工は、 U

字形が70％を占めるとの数値がえられた。 しかし斜面部の調査であることから本来の杭の傾きが反映

されなかったためであり、縦断面が杭の先端部にかからずに丸木杭等の胴部を通過したことによる。

立杭の先端部の加工や杭状木製品の加工から本来はV字形や切り出し形を呈するものが主体であった

と考えられる。V字形は2面削り以上の加工で、切り出し形は1面削りのものであろう。鉤形となる

ものは図Ⅵ-39-170のような形態のものであるかもしれない｡立杭はほとんどの上端部が腐朽してお

り、現位置で立ち腐れたものと考えられる。また、美沢川に向かって傾斜しているのは、積雪や火山
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灰の移動によるものと考えられる。杭状木製品の一部にも、上端部が腐朽しているものがあることか

ら積雪や火山灰により倒れた立杭が含まれていると推測できる。今回の調査では、杭跡や立杭がどの

ような遺構であるのか結論することは出来ないが，若干の時間差を考慮したとしても、 この狭い空間

において、 これほど濃密に検出されたことや周辺から多量の生活用具やアイヌのチセの柱材のに似た

建材が出土していることから、建物や舟着場などの構築材の一部やそれらに付属する柵、棚などと推

測される。 また、弊場であった可能性もある。大型の杭状木製品は構築材の木組などが損壊したもの

かもしれない。杭状木製品中の上端部に斜め上方からの多数の切裁痕を残すものは、立ったままの余

分な杭を切り倒した結果、土中に残存した杭先の可能性がある。いずれにしても、立杭や杭状木製品

は美沢ﾉl lに向かって大型化し、保存状態も良好となることから今後の調査において配列や方向性を含

めた、 より具体的な情報が得られると考えられる。杭跡・立杭・杭状木製品は本遺跡の性格を捉える

上で最も重要となる遺構・遺物であり、今後の調査で配列をもった木組等の構築物や建物跡等のよう

な全体像の判る遺構・遺物として検出されることが期待される。

集石：低湿部からは多数の礫が出土しているが、 まとまって出土したのはこの1か所のみである。

台地上の集石は、 ござ等の編機（イテセニ）の錘石（ピッ）に大きさ・形態とも似るが、 この集石は

一回り大きく石質も片麻岩が主体である。美沢川や美々川をはじめ、周辺の河川では礫を産出しない

ことから、他の地域からの搬入品と考えられる。楕円扁平礫など角のとれた石を主体とし、片麻岩な

どの特殊な石質が多いことから日高方面の河川の河口付近から採取された可能性がある。

炭化物・自然遺物の集中：オニグルミ核やスモモ核は焚火跡と考えられる炭化物の集中の周りで食

されたものである。カワシンジュガイ殼皮は、 これまでに台地部（北埋調報7）の焼土の周辺や斜面

部（北埋調報62）の建物跡H-1からも検出されている。集中区では貝殼を開いた状態で積み重ねて

いることから、穂積み具とするためにまとめられていた可能性がある。カワシンジュガイを主体とす

る貝塚には釧路町トコタン貝塚などがあるが、食用貝としてどの程度の位置を占めていたのかは不明

である。農耕具として風呂鍬（トンカ）の木部や鉤型の木鍬等（二・シタップ）が出土していることか

らヒエ、アワ、 キビなどの栽培植物の調査が必要である。 また、 これまでの台地部や斜面部の調査で

エゾシカ、サケ、 イトウ、 カレイ、ニシン、 ウグイ、 ウバガイ、 ホタテガイの他にクジラやヒグマ下

顎骨犬歯（写真V-1)などの獣骨片も検出されており、出土した漁猟具としての魚の突き鉤（マレ

プ)、回転式離頭銘（キテ)、弓（ク） 、仕掛け弓（クワリ） 、 中柄（マカニッ)、ヤス状の木器製品等と

の関わりが想像される。今後は、 当時の食生活の検討や出土した農耕・採集・狩猟・漁携具に関連す

る自然遺物検出のために水洗選別や浮遊選別法を用いた調査も重要となる。

（3）低湿部の遺物

低湿部出土遺物は、樽前a降下軽石層（1739年元文4年） と樽前b降下軽石層（1667年寛文7

年）挟まれた0黒層出土の遺物であり、江戸時代の1663～1739年の時間幅を与えることができる。 こ

の時代は北海道におけるアイヌ文化期に相当し、本州の江戸時代とは異なり文献資料も多くはない。

したがって、遺物の調査については、 アイヌ絵や現存する民具との比較検討が重要となる。 しかし、

出土遺物はアイヌと和人とを分けて検討することが難しく、両方の可能性を考慮すべきものが多い。

これまでの台地上や斜面部の調査では珠洲系すり鉢、刀、刀子、小札、鍬先、鋤先、鉄斧、鉈、鉄

鍋、火打金、煙管、釘、 カスガイ、銭貨、ガラス玉、サケ等の突き鉤、回転離頭銘先等が出土してい

る。特に表土層の調査においては、 18世紀初頭の松前藩の場所請負制の導入との関わりや松浦武四郎

の『再航蝦夷日誌』 （1846年)、 『西蝦夷日誌』 （1857年)、玉虫左太夫『入北記』 （1856年）の記録に示

される 「ユウフツ越」に関連してアイヌの人々と和人とが生活の中で深く関わり、両者の往来が盛ん
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に行われていたことを明白である。 しかし、 0黒層やI黒層に関しては、 まだ、今後の調査に委ねな

ければならない点も多く残されている｡他のアイヌ文化期の遺跡同様に陶磁器類の出土点数は台地部、

斜面部とも数点に過ぎない。それらよりもアイヌの自製品としての魚突き鉤、回転式離頭鈷やイトクパ

の刻まれるもの、 アイヌ文様が彫刻されたものが多く出土している。平成3年度の台地部の調査にお

いて美々7遺跡0黒層と美々8遺跡I黒層上面からアイヌの墓壌が1基ずつ確認されたことにより、

アイヌ民具の可能性がさらに強まったいえる。美々7遺跡の墓曠には、キセルや山刀（タシロ）が副

葬され、美々8遺跡の墓曠には上面に内耳鉄鍋が伏せられ、漆塗椀布包まれた小刀（マキリ）、縫い

針(ケム)が副葬されていた。 I黒層、0黒層、そして表土層の松浦武四郎『再航蝦夷日誌』中の「 ・ ・ ・ ○

うらに夷人小屋弐軒有。 ・ ・ ・ 」の記録が示すとおり、少なくても1667年～1846年の179年間にわたっ

てアイヌの生活が存在したことになる。美々8遺跡低湿部から出土した数々の遺物は、 アイヌ文化期

のアイヌの人々の生活復元に欠かすことできない第一級の資料となるであろう。 ここではこれまでの

低湿部の出土遺物を列記しまとめにかえる。

遺物の名称については和名を使用し、アイヌの民具の可能性があるものには（ ）でアイヌ語名称

を記した。千歳アイヌは平取アイヌ、特に二風谷アイヌとの関わりが強いとされることから、萱野茂

氏の「アイヌの民具」 （1978年）のアイヌ語名称を使用した。アイヌ語名称については、地域差や名称

そのものに問題があるとの指摘がある。 しかし、現在のところ和名についても、数種の名称がつけら

れている場合も多々あるため、あえてアイヌ語名称を付した。また、遺物も完成品が少なく、金属部

分を欠損していたり、破片や部品の一部のものが多く、誤っているものがあるかもしれない。先学諸

氏のご指導、 ご助言を頂ければ幸いである。

建築・土木材：受部のある柱、二股の受け部を持つ柱材、杭状木製品、環状有孔建材、板材、半割

材、丸木材、角材、錐等等がある。

上端部に受け部のある柱材はチセの柱に似ている。上部が二股となった柱材は物干し竿等の可能性

も考えるられる。アイヌのチセのような建物や舟着場、それらに付随する施設が損壊したとも考えら

れる。建築史的観点から見ても重要な資料といえる。

交通・運搬具：板綴舟（イタオマチプ）の舷破片、シロシの刻まれた擢受部（タカマ)、擢（アッサ

プ)、擢握部、舟のあか汲み（ワッカケプ)、背負紐等（タラ）等がある。

背負紐とした繊維製品は大きさなどからおぶり紐(イエオマプ)の可能性もある。これらの遺物は｢シ

コツ越｣、 「ユウフツ越」以前の水上交通と陸上交通の中継地点として存在した舟着場に関連する遺物

と考えられ、 ここに住むアイヌが往来する和人に舟を銚えたり、行程の道案内や荷役を一手に行って

いたとも推測できる。また、漁携具の出土が目立つことから内陸における漁業基地的要素も考えなけ

ればならない。なお､本遺跡から太平洋側の内浦湾までは、直線距離にしてわずか16kmほどであり美々

川から勇払湿原を経て数時間でほど内浦湾に到達することが可能である。今後の調査において完全な

形の独木舟や板綴舟の出土が期待される。

狩猟・漁掛具：魚等の突き鉤台部(マレプ・ニヒ．上）、回転式離頭鋸(キテ）の中柄（ラスパ)、弓（ク)、

仕掛け弓（クワリ）、 中柄（マカニッ)、ヤス状木製品、魚叩き棒（イサパキクニ）等がある。

台地上や斜面部では、回転式離頭鈷先、魚等の突き鉤の金属部や釣針が出士している。魚等の突き

鉤台部は、現存する資料と比較すると一回り細く、サケ漁よりもマスなどの漁に使用されたものであ

ろうか。回転式離頭鈷の中柄は、 これまでヤス状木製品として扱ってきたが接合部の形態などから今

回から区別した。回転式離頭銘はメカジキ（シリカプ) 、マンボウ（キナボ)、アザラシ、オットセイ漁

に使用された他、十勝地方などでは川を泳ぎわたるシカ猟に使用されていたとの報告がある。低湿部
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Ⅵ美々8遺跡低湿部の調杳

から離頭銘先の出土や完全な形の漁猟具が期待される。

農耕具：風呂鍬（トンカ）の木部、鉤型の木鍬等（二・シタップ）等がある。

鍬形や鋤先は台地上や斜面部からも出土している。 これらの出土は、 当時のこの地で農耕が行われ

たいたことを示すものであり、栽培植物の検出とともに穂積具（こ°パ) 、背負い袋（サラニブ) 、 臼（ニ

ス) 、杵（イユタニ) 、箕（ムイ）などの採集具や加工具の出土が期待される。 また、風呂鍬の木部の

樹種はブナ属であり、本州材の可能性が強い。鍬形（金属部）のみが搬入されたのではなく、完全な

製品として搬入されたいたことを示す貴重な資料である。

加工具・道具類：縦槌、横槌（トウチ) 、模（センピ) 、 ピン類、織物の糸締め具（ぺう) 、根付け、

砥石（ルイ）、錘石（上｡シ)、台石等がある。

縦槌には股木を利用したものと頭部に柄を差し込んだものとがある。 上．ン類としたものは、尖端部

のみ加工されたもので、箸や串に比べると短く、 ゴザや獣の皮を止めたものと考えられる。織物の糸

締め具の出土からあっし織機（アシトウシカラペ）の出土や錘石と関わるゴザ編機（イテセニ）の出土す

る可能性もある。

切裁具：小刀（マキリ）の柄、 山刀（タシロ）鞘などの帯執部、鉈等がある。

小刀は台地上の調査でも数点出土している。今後の調査で、金属部分の残存した状態での出土期待

される。美々7遺跡の墓曠の山刀には、鞘や柄の木質部が残り、サクラ （カリンパ）の樹皮が巻かれ

ている。

食用具・容器類：箸（イペパスイ） 、刺し串（イマニッ) 、挟み串（チヤサイマニッ) 、団子箆（シト

ペラ)、杓子（カスプ)、鉢（ニマ) 、盆（イタ) 、箕、曲げもの、桶・樽（シントコ）などの側板・蓋・

底内耳鉄鍋（ス)、漆塗椀（イタンキ）等がある。

箸や串は製品の中で最も多く出土する。樹種はほぼ、 アジサイ属とスギ属に分けられる。スギ属の

ものは搬入品ではなく、破損した桶・樽等の板材を再加工したもの考えられる。アジサイ属とスギ属

は、発火具としても最適の樹種であり、尖端部の炭化したものはヒキリギネの可能性もあるので注意

を要する。今後はカヤ箸（キパスイ）にも注意を払う必要がある。また、漆器類の破片は坏（トウキ）

や鉢（パッチ） とも考えられる、薄い柾目板は曲げものや膳（オッチケ）の可能性がある。

燈火・喫煙具： ヒキリ板、 ヒキリギネ、火打石（カラスマ) 、火口 （カラパシ) 、炉鉤（スワッ)、煙管

（キセリ）、薪の燃え尻（アペケシ)、先の焼けた燈火用（チノイエタッ) 、焚付け用のシラカバ（タッニ

カプ）樹皮等がある。

ヒキリ板、 ヒキリギネは出土地点も近く、セット関係と考えられる。木製発火具の出土は、縄文時

代後期の忍路土場遺跡についで、道内では2例めであり、 アイヌのものでは最古のものである。アイ

ヌの摩擦式発火具については、鳥居龍蔵の採集した千島アイヌのキリモミ式のものがあり、北海道で

は現存する資料がないことから弓ギリ式との説が唱えられていた。 しかし、 この上キリ板とヒキリギ

ネの発火法は「蝦夷風俗図式」 （1799年）の取火図のようなキリモミ式発火方法であった可能性が強い。

他に美々8遺跡斜面部から火打金（カラカニ）や火打石が出土している。低湿部でも、稜の打ち敲かれ

た珪岩製火打石が出土している。管見では道内から出土する火打金は道南から道央までに分布が限ら

れ、 アイヌの墓曠から検出される場合が多い。火打金と木製発火具の出土は、摩擦式と火花式発火法

との共存を意味するのか、 あるいは摩擦式から火花式への移行を意味するものなのか。当時の発火技

術を検討する上で非常に重要な遺物である。

結束・梱包具：撚紐類、結目のある細帯状のシラカバ属やサクラ属の樹皮、薄く細いシラカバ属や

サクラ属の樹皮等がある。
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6 まとめ

撚紐や結目のある細帯状のものは、漁携具や狩猟具の結束や固定に使用されたものと考えられる。

薄く細いものは切削具の鞘・柄の固定や装飾の他、 曲げもの等の接合部として縫い込まれたものであ

ろう。

祭祀具：花矢？、断面が薄い半円形の捧酒箸に似る木製品もある。漆器類等もその可能性がある。

北埋調報69で報告したシロシの刻まれた花矢？としたが、削りかけなどがないことから烏などを射

るための矢であるかもしれない。立杭や杭状木製品としたものの中には、 イナウが存在する可能性も

ある。

装飾品：彫刻のある飾り板、ガラス玉、 コハク玉等がある。

彫刻のある飾り板は舟などの舳先に付けられたものとも考えられる。ガラス玉、 コハク玉等は単体

で出土していることから、耳飾り （ニンカリ）の飾りとして使用されていたものであろうか。

銭貨：洪武通寶（明 1368年)。

針刺し（チシポ）に下げられた銅貨として使用されていたのかもしれない。

以上の遺物がすべてアイヌの民具であるとは現段階では言い難いが、漁猟具や切裁具などにアイヌ

の自製品と認められるものが多く出土していることは確かである。木製品にはシロシ状の刻印が刻ま

れたものもあり、段丘上の墓曠副葬品や突き鉤台部、回転離頭銘先の中柄、背負紐等はアイヌの民具

といえるものでる°美々8遺跡低湿部から出土した資料は、 当該期のアイヌの民具類として年代幅の

おさえられる最古のものであり、質・量ともに注目すべき資料である。 （田口 尚）

美々8遺跡（平成2年度） 放射性炭素年代測定値

放射性炭素年代測定は、 日本大学文理学部地理学教室年代測定室の小元久

測定結果は以下のとおりである。なお、参考として平成元年度斜面部のO黒層

仁夫氏に依頼した。

I黒層試料も測定し

た。

コード番号

NU-328

NU-329

NU-330

NU-331

０

０

０

０

代
趨
墾
却
耳

０

０

０

０

年

躯

羽

皿

焔

試料採取地点

平成元年度斜面部H-1 ･HF－1

平成元年度斜面部F-15

平成2年度低湿部 c6668-No.327

平成2年度低湿部 c6669No.3601

面上

位

層

層

層

層

里

価

里

恥

里

小

里

小

層

Ｏ

Ｉ

Ｏ

Ｏ

試料名(CaCO3)

木炭(21.79)

木炭(20.69)

木製品(17.59)

木製品(25.39)
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図版Ⅵ－1

鉾

1 低湿部調査前状況(SW→NE昭和56年度撮影）

2低湿部調査前状況(NE→SW平成元年度撮影）
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図版Ⅵ－2

1 ボーリング調査風景(SE→NW)
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図版Ⅵ－3

1 低湿部調査準備状況(E→w)

2低湿部調査準備状況(NW→SE)

3低湿部調査準備状況(s→N)
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図版VI-4

1 調査区釜場設置状況(NW－SE)

2調査区盛土除去状況(w→E)

3調査開始状況(NW－SE)
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図版Ⅵ－5

2釜場周辺の崩落状況(E一W)1 6インチポンプの釜場設置状況(NW-SE)

4 2インチポンプの釜場設置状況(W－E)

5発電機と分電盤設置状況(SE→NW)3 4インチポンプの釜場設置状況(W－E)
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Ⅵ美々8遺跡低湿部の調杳

図版VI－6

2斜面部整地と土留板設置状況(sW→NE)

1 法面下部土留板設置状況(W→E) 3法面保護シート貼り状況(w→E)

溌識鱗

一

4排水溝と土砂崩落状況(E→w) 5ベルトコンベアー設置状況(w→E)
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図版Ⅵ－7

1 調査風景(w→E)

2調杳風景(E→w)
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図版VI-8

灘蕊 …
識

1 斜面部崩落状況(sw→NE) 2バツクホウによる排水溝清掃(E→w)

3冠水状況(E→w) 4 出水後の調査区(S→N)

5 6インチポンプ釜場裏出水状況(E-W) 6 出水崩壊地区の遺物採集(N→s)
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図版Ⅵ－9

1 越年のための崩落防止作業(N→s) 2崩落防止作業終了(W→E)

4ポンプ撤去後の出水状況(S→N)3越年のためのシート貼り作業(w→E)

､

5越年作業終了後の冠水状況(N→s)
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Ⅵ美々8遺跡低湿部の調査

図版Ⅵ-10

1 木製品等の水洗作業(E→w) 2木製品等の分別作業(E→w)

3木製品等の水漬・水交換作業(s→w)
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図版Ⅵ－11

1 Ta-c層上面杭跡群確認状況(E-W)

2杭跡群の調査(W－E)
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Ⅵ美々8遺跡低湿部の調査

図版Ⅵ－12

1 立杭検出状況(E→w) 2立杭断面（細く白いのがTM)

3杭等の出土状況
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図版Ⅵ-13
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Ⅵ美々8遣跡低湿部の調杳

図版Ⅵ-14

1 集石確認状況(w→E)
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図版Ⅵ－15

2 カワシンジュ貝出土状況1 カワシンジュ貝出土状況
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図版W-16

1 鉄鍋片出土状況(7) 2洪武通宝出土状況(12）
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Ⅵ美々8遺跡低湿部の調査
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Ⅵ美々8遺跡低湿部の調査

図版Ⅵ-20
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VI 美々8遺跡低湿部の調査

図版Ⅵ-22
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VI 美々8遺跡低湿部の調査

図版VI-24
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W美々8遺跡低湿部の調査

図版Ⅵ-26
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図版Ⅵ-27
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Ⅵ美々8遺跡低湿部の調査

図版Ⅵ-28
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図版Ⅵ-29
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Ⅵ美々8遺跡低湿部の調査

図版Ⅵ-30
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Ⅵ美々8遺跡低湿部の調査

図版VI-32
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図版Ⅵ-33
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Ⅵ美々8遺跡低湿部の調査

図版Ⅵ-34
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Ⅵ美々8遺跡低湿部の調査

図版Ⅵ-36
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図版Ⅵ-37
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Ⅵ美々8遺跡低湿部の調査

図版VI-38
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Ⅵ美々8遺跡低湿部の調査

図版Ⅵ-40
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VI 美々8遺跡低湿部の調査

図版Ⅵ-42
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図版Ⅵ-43
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VI 美々8遺跡低湿部の調査

図版VI-44
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